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午前９時 30分 開会 

 

○委員長（永谷幸弘君） 

皆さんおはようございます。 

ただいまの出席委員は６名であります。 

定足数に達しておりますので、昨日に引

き続き予算特別委員会を開会いたします。 

昨日は第 22 号議案、令和６年度豊能町一

般会計予算の予算説明資料 114 ページ、生

活福祉部まで終了いたしました。 

本日は 115 ページの都市建設部から審査

を始めたいと思います。 

それでは提案理由の説明をお願いいたし

ます。 

杉本課長補佐。 

○建設課課長補佐（杉本 崇君） 

はい。おはようございます。 

建設課、杉本でございます。 

それでは、建設課の令和６年度予算につ

いて、主要工事の予定箇所図面と、予算書、

予算説明資料に基づいて御説明いたします。 

予算書 117 ページ、予算説明資料 119 ペ

ージと、主要工事の予定箇所図面を御覧く

ださい。 

小事業名２、町道等維持補修事業 2,914

万 9,000 円ですが、図面の右側、１－①の

門谷線暗渠布設工事と、町内全域で町道に

不具合があった場合に緊急に対応する年間

維持補修工事及び根上がり対策等を含めた

道路の維持補修工事を計上しております。 

続きまして小事業名３、法定外公共物維

持管理補助事業 590 万円の主なものは、図

面の右側１－②木代浅田水路補修工事、あ

と、里道水路の整備として法定外公共物管

理補助金を計上しております。 

次に予算書 118 ページ、予算説明資料 122

ページを御覧ください。小事業名、道路舗

装事業 3,190 万円は、工事請負費となりま

す。図面の左端２－①吉川地区舗装工事、

２－②ときわ台東２号線舗装工事、２－③

町道吉川川尻線舗装工事となります。工事

の内容は、老朽化した舗装の打ち替え工事

となります。 

次に、予算書 118 ページ、予算説明資料

123 ページを御覧ください。小事業名、橋梁

長寿命化等事業 5,942 万円の主なものは、

図面中央上３女美尾橋修繕工事と業務委託

でトンネル定期点検でございます。工事を

行う橋梁は、令和４年度の点検において、

健全度判定で早期措置段階であるⅢの判定

が出たため、補修するものであります。 

主な補修内容としましては、付けた端部

に腐食による断面欠損、断面現象が見られ

るため、損傷部材の撤去から補強部材の取

付けを行います。また、桁全体として塗装

が劣化しており、防食機能を回復させるた

め、塗装の全面塗り替えを行います。 

なお、この橋梁長寿命化事業についてで

すが、大阪府池田土木事務所と協定書を、

この事業に関して委託契約を結ぶ予定をし

ており、これらに伴い、当該事業の工事請

負費と業務委託料については予算書では負

担金という形で計上させていただいてます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

すいません、着席で説明をお願いいたし

ます。 

○建設課課長補佐（杉本 崇君） 

わかりました。はい。着席で説明させて

いただきます。 

次に予算書 118 ページ、予算説明資料 124

ページを御覧ください。小事業名、通学路

等交通安全整備事業 330 万円の主なものは、

図面左下４道路灯建替工事でございます。 

これは、老朽化した吉川中央線の道路灯

３基を建替を予定しております。 

建設課からは以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

臼井課長補佐。 
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○都市企画課課長補佐（臼井信一郎君） 

おはようございます。都市計画課の臼井

です。よろしくお願いします。 

それでは都市計画課より説明を行います。 

予算書 99 ページから 123 ページまでと、

予算説明資料 127 ページから 138 ページ、

それと、先ほど建設課の予算説明で用いた

主要工事予定箇所図をもとに、特に例年と

比べ違う項目について、着座にて御説明さ

せていただきます。 

それでは、予算説明資料 127 ページを御

覧ください。２．構成事務事業、小事業名

２の下水道事業会計繰出金事業（臨時）の

122 万 3,000 円については、下水道事業の円

滑な運営を図るため、元利償還金以外に係

る補填分として一般会計から繰り出すもの

であります。内容につきましては、浄化槽

の修繕費となります。 

次に、予算説明資料 129 ページを御覧く

ださい。２．構成事務事業、小事業名１、

公営住宅管理事業につきましては、建築基

準法に基づく法定点検に要する手数料と、

空き家となった町営住宅を除去した土地の

管理費用、除草費用として 19 万 4,000 円の

増となっております。 

次に、予算説明資料 130 ページでござい

ます。２．構成事務事業、小事業名２、空

き家除去補助事業につきましては、５件分

の除却補助を見込んでいるため、375 万円の

増となっております。 

これにつきましては、老朽化して空き家

を放置すると、防災、防犯、衛生、景観上

の観点から、生活環境に影響を及ぼす場合

があります。したがいまして、地域の安全、

安心で良好な住居環境を確保し、また、地

域の活性化を図るために、老朽化した危険

な空き家を除去する所有者に対し、除却費

用の一部を補助します。 

一件当たりの補助額は、除去に要する費

用、税抜の３割かつ最大 75 万円であります。 

次に、予算説明資料 132 ページでござい

ます。２．構成事務事業、小事業名３、都

市計画決定・変更支援委託事業につきまし

ては、令和５年３月に策定した都市計画マ

スタープランで掲げている計画の実現に向

け、良好な住環境を構成するための手法と

して、用途地域の見直しを予定しているこ

とから、483 万 5,000 円の増となっておりま

す。 

内容につきましては、都市計画マスター

プランに沿った本町が目指すまちづくりの

実現に向け、本町の地域の特性に合った都

市計画や土地利用規制、条例等の導入につ

いて、見直しや変更を検討していくもので

あります。 

次に、予算説明資料 134 ページと、先ほ

ど建設課の説明で用いた主要工事予定箇所

か所図を御覧ください。２．構成事務事業、

小事業名５の緑地擁壁改修事業につきまし

ては、主要工事予定箇所図の中の５－②と

きわ台６号緑地擁壁改修工事を施行するも

のです。図面で言いますと左図の左側の真

ん中ぐらいになります。 

財源につきましては、予算書 21 ページ、

第５表、地方債５の緑地擁壁改修事業債の

1,440 万が、ときわ台６号緑地擁壁改修工事

分となります。 

内容につきましては、緑地擁壁の補修補

強工事であり、既存石積に特殊繊維が配合

されたモルタルを吹きつけし、擁壁の安全

率を上げ補強するものであります。 

次に、小事業名６．希望ケ丘２丁目１号

公園多目的トイレ設置事業につきましては、

主要工事予定箇所図の中の５－①希望ケ丘

２丁目１号公園、多目的トイレ設置工事を

施行するものです。図面右側の真ん中ぐら

いになります。 

財源につきましては、市町村振興宝くじ
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交付金として 2,190万となります。 

内容につきましては、現在こちらの希望

ケ丘トイレは男女兼用和式トイレであり、

築 30 年以上を経過し老朽化しているため、

現在工事中である光風台中央公園と同様に、

多目的トイレを設置するものです。 

次に、小事業名７、プリンターリース事

業につきましては、現行の大判プリンター

及びカラープリンターの入替のため、46 万

2,000 円の増となっております。目的としま

しては、販売用白地図や工事図面、写真等

の印刷に使用し、現行の印刷機のリース期

間が終了するため、入替をするものとなり

ます。 

次に、小事業名８、希望ケ丘緑地散水栓

設置事業につきましては、現在阪急バス豊

能営業所前の町管理緑地広場に散水栓を設

置するため 143 万円の増となります。こち

らは現在ボランティア団体、花の会により、

景観や美観の観点から草花の活動を行って

行っていただいている状況であります。し

たがいまして維持管理のため、散水栓を設

置するものです。 

次に、小事業名９、緑道補修事業につき

ましては、東ときわ台地区の緑道の補修工

事のため 200 万円の増となります。内容に

つきましては、東ときわ台７丁目及び東と

きわ台３から４、５丁目の緑道において、

木の根などにより、歩道部が盛り上がり、

歩行困難な箇所を補修するものです。 

次に、小事業名 10 の光風台緑地災害復旧

法面補修事業につきましては、主要工事予

定箇所図の中の５－③光風台６丁目緑地災

害復旧法面補修工事を施行するものです。

図面左側の下から３段目ぐらいになります。 

本件は令和４年度に復旧工事が終わった

法面補修を実施するため 200 万円の増とな

ります。内容についてですが、本件は令和

４年９月９日に工事完了し、翌５年の 10 月

９日に大阪府の検査が実施され承認されま

したが、現場検査の際、検査官より、法面

の地肌が露出している部分があり、対策対

応を行うことと指摘されたため、法面補修

を行うものです。 

次に、予算説明資料 136 ページでござい

ます。２．構成事務事業、小事業名２、自

転車乗車用ヘルメット補助金につきまして

は、自転車乗車用ヘルメットを購入した 15

歳以下までの町内在住者に対する補助金を

交付するため 100万円の増となります。 

内容についてですが、町内に暮らす子ど

もたちの安全のため、自転車用ヘルメット

の購入費に補助金を交付し、自転車用ヘル

メット着用の促進を図るものです。 

対象者は 15 歳までの豊能町在住者とし、

主に子どもたちとしております。また、令

和５年 11 月現在の年齢別人口集計表より、

対象人数が全体で 1,250 人であり、うち約

半分は小学生、６歳から 12 歳を占めており

ます。したがいまして、今回、本年度にお

いては、そのうちの 500 人が対象としてお

ります。また補助額については、税込購入

費用かつ上限 2,000円としております。 

最後となりますが、次に予算説明資料 138

ページを御確認ください。２．構成事務事

業、小事業名２、ときわ台臨時自転車駐車

場整備事業につきましては、主要工事予定

箇所図の中の６ときわ台臨時自転車駐車場

整備工事を施行するものです。図面で言い

ますと、左側の１番下になります。 

本件は、ときわ台駅前自転車駐輪場にお

いて、駐車台数の増加に伴い、混雑状況が

慢性化している状況であります。また、苦

情やトラブルも発生しており、そのため、

旧社協跡地に臨時駐車場を開設し、混雑状

況の改善を行うため 272 万 4,000 円の増と

なります。 

都市計画課からは以上でございます。 
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御審査いただき、御決定承りますよう、

よろしくお願い申し上げます。 

以上でございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

西田課長補佐。 

○農林商工課課長補佐（西田純夫君） 

はい。農林商工課、西田でございます。 

農林商工課の令和６年度当初予算の内容

につきまして、予算説明資料順で説明いた

します。それでは着座にて説明をさせてい

ただきます。 

農林商工課で所管するものは、予算説明

資料の 139 ページ、労働支援事業から 155

ページ観光事務事業、予算書は 106 ページ

半分から下の労働費から 114 ページ商工費

までとなります。 

昨年度は当初予算が骨格のみでしたので、

予算説明資料では、令和５年度予算と金額

的に大きく異なるところがございますが、

昨年５月補正を含めた金額と比べまして、

大きく変更がある事業を中心に説明させて

いただきます。 

まずは、予算説明資料 141 ページ、農業

委員会運営事業、予算書 107 ページ、款６．

農林水産業費、項１．農業費、目１．農業

委員会費の１になりますが、今年度中に地

域計画を策定することから、地域での協議

に必要な経費を増額しております。 

次に、予算説明資料 144 ページ、農業振

興事業、予算書は 109 ページ、款６．農林

水産業費、項１．農業費、目３．農業振興

費になります。予算説明資料の２ポツ、構

成事務事業、小事業名の７、地域計画策定

事業ですが、今年度中に地域計画を策定す

ることになっており、町内では、９地区に

ついて策定する予定でございます。６年度

中ですね。 

令和６年度には、昨年度行いました、農

地利用意向アンケートの結果をもとにして、

地域での協議を行う予定であり、その協議

内容をまとめて、計画にしていく必要がご

ざいます。その計画策定までの業務を支援

いただく費用を、業務委託料 797 万 5,000

円として計上したものです。 

同じく、農業振興事業の小事業名の８、

経営発展支援事業につきましては、青年等

就農計画の認定を受けた新規就農者に対し

まして、その経営発展のための機械や施設

等の導入を支援するものでありまして、令

和６年度は対象者が１名の予定でございま

す。国、府合わせまして、対象経費の４分

の３が補助され、町の負担はございません。 

続きまして、予算説明資料 149 ページ、

コミュニティセンター管理事業、予算書 111

ページ、款６．農林水産業費、項１．農業

費、目６．コミュニティセンター運営費の

１でございます。令和６年１月より指定管

理者による管理を行っております。 

指定管理者制定時の提案額 370 万円を計

上しております。昨年度に比べまして、178

万 4,000円の削減ができております。 

続きまして、予算説明資料 154 ページ、

商工事務事業、予算書 114 ページ、款７．

商工費、項１．商工費、目１．商工総務費

の２でございます。予算説明資料の２ポツ、

構成事務事業、小事業名の２、指定沿道賑

わい創出支援事業ですが、新規事業でござ

います。この事業は、本年１月１日より、

町内の指定路線の沿道区域内の開発行為及

び建築行為についての基準が緩和されたこ

とに伴いまして、市街化調整区域内で、こ

れまで実現不可能であった飲食店や店舗の

営業等、土地利用の範囲が広がりましたの

で、賑わいづくりのため、沿道区域内の店

舗等の出店、会議を促そうと、改良費等費

用の一部を助成しようとする事業でござい

ます。 

一件当たりの支給限度額は 300 万円とし、
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２件分の 600万円を計上してございます。 

農林商工課所管分の説明は以上でござい

ます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

星原主幹。 

○環境課主幹（星原健男君） 

はい。環境課の星原です。 

それでは環境課の所管する主な事業につ

いて、着座にて説明させていただきます。 

予算資料、予算説明資料 159 ページ、予

算書につきましては 105 ページを御覧くだ

さい。大事業名、広域ごみ処理事業となり

ます。 

事業内容の二つ目です。小事業名は、猪

名川上流広域ごみ処理施設組合負担金事業

として、１億 5,203 万 1,000 円を計上して

おります。前年比と比べまして、3,496 万

6,000 円の減額となっております。減額の主

な要因としましては、起債償還終了などに

よる公債費の減額となります。 

続きまして、予算説明書 163 ページ、予

算書 106 ページを御覧ください。大事業名、

し尿等処理事業となります。 

二つ目、小事業名、豊能町衛生センター

施設設備整備修理事業として 1,729 万 3,000

円を計上しております。これにつきまして

は、衛生センターの修理等を計画的に実施

するものです。修理の主な内容につきまし

ては、ポンプ類の修理などとの取替となっ

ております。 

なお、前年度予算がゼロ円となっており

ますけども、これは当初は義務的経費のみ

予算化されておりましたので、当初には計

上されておりませんでした。補正予算では

931万 4,000円を計上しておりました。 

説明は以上となります。 

御審議御決定賜りますよう、よろしくお

願いいたします。 

○委員長（永谷幸弘君） 

これより質疑を行います。 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

おはようございます。管野です。 

説明資料の 123 ページの橋梁長寿命化等

事業ですけれど、光風台緑橋の塗装は、下

が国道で難しいというのは聞いてるんです

けれど、あのままですか、この予算には入

っていないんですね。 

○委員長（永谷幸弘君） 

杉本課長補佐。 

○建設課課長補佐（杉本 崇君） 

建設課、杉本です。 

国道 477 のオーバーパスしてる緑橋か光

風台新橋、一応登録上は光風台新橋という

名前なんですけども、あれの高欄が劣化し

てることは把握しております。 

新しく高欄をやり替えるか、若しくは塗

装塗り替えるかをちょっと今、現段階、検

討してるところでありまして、あと、国費

の活用も考えてますので高欄だけの修理だ

とちょっと国費が使えないので、今の橋の

健全度からいうと橋の補修とあわせてやり

たいなと思ってますので、ちょっと今調査

の段階で、まだあと数年は経過観察が可能

ということなので、検討中でございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

何か被っているんですよね緑色の布みた

いなの。何かちょっと書けばいいかなと思

っています。この議案とは関係ないけれど

も。何ていうのかな、注意事項とか。修理

してくれはるんかなあっていうのを聞いた

ことがあるんで、そうしていただきたいな

と思います。 

次の質問です。129 ページの町営住宅なん

ですけれど、現状お聞かせいただけますか。 

○委員長（永谷幸弘君） 
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臼井課長補佐。 

○都市企画課課長補佐（臼井信一郎君） 

委員、戸数とかでよろしいんですか。 

現状といいますのは。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

はい、戸数とか現状です。どんな感じに

なっているのか。 

○都市企画課課長補佐（臼井信一郎君） 

余野住宅が３軒で残り４戸。空き家が３

戸、入居者が１戸となります。 

吉川住宅が９軒で、残り１戸、入居１戸

という今現状になっております。 

野間口住宅に対しては、16 戸で２戸が入

居という状況になっております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

決算のときだったと思いますけれど、入

居者が高齢化しているとか、吉川のほうは、

施設に入っているとおっしゃったんですけ

ども、現状のままなんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

臼井課長補佐。 

○都市企画課課長補佐（臼井信一郎君） 

はい。都市計画の臼井です。 

はい。委員のおっしゃるとおりで今現状

のままなんですが、令和５年 10 月の秋頃に

息子さん夫婦とちょっと面会させていただ

いて、現状の確認をさせていただきました。 

そして、今年の３月、もう今月なんです

けども、再度、現状と今後の意向確認を行

う予定であります。 

現在３年ほど空き家の状況で傷んでいる

ため、一応、今の状況のほうを家のほうで

すね、説明をさせていただいて、今後どう

するかっていうのをちょっと検討していた

だき、うちとしては、施設いうたらおかし

いですけどもちょっと転居のほうをしてい

ただくのが理想と考えております。 

以上でございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

どこかに集約できるとこはないんですか、

野間口住宅にみんな入ってくださいとかそ

ういう状況ではないんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

臼井課長補佐。 

○都市企画課課長補佐（臼井信一郎君） 

はい。都市計画の臼井です。 

公営住宅法、法律上それはできないこと

になっております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

よろしいですか。 

ほかに。才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

今の関連なんですけど、これ修繕料が 20

万 9,000 円、業務委託料 20 万円となってい

るんですけど、これは余野が３軒、野間口

が 16 軒、これ何所帯が住んではるんですか

ね、全部で。これねホームページ見てもね、

ヒットしないんですよ。 

  ちょっとだから、自分で調べろと言われ

てもちょっと調べれなかったので。 

○委員長（永谷幸弘君） 

臼井課長補佐。 

○都市企画課課長補佐（臼井信一郎君） 

はい。都市計画の臼井です。 

余野が１軒、吉川が１軒、野間口２軒の

４世帯となります。 

それで、ホームページには、公表してま

せん。以上となります。 

○委員長（永谷幸弘君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

野間口の住宅２軒、これ２所帯が住んで
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るんですか。１所帯ですか。 

そして、この３軒に対しての修繕をする

んですね。３軒違うわ、４軒に対しての修

理。どこの修理、そして何を修理するか。

そして業務委託は、これどこに業務委託す

るんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

臼井課長補佐。 

○都市企画課課長補佐（臼井信一郎君） 

はい。都市計画の臼井です。 

修繕なんですが、三つの団地に対しての

修繕となっております。 

家主の務めとして修繕ということを行い

ます。 

以上となります。 

○委員長（永谷幸弘君） 

３軒というのは、どこどこというのはは

っきりわかるんですか。 

○都市企画課課長補佐（臼井信一郎君） 

三つの住宅ということです。３団地、戸

数で１軒、２軒ではなくて、全部、余野住

宅、吉川住宅、野間口住宅、３住宅という

形になります。 

○委員長（永谷幸弘君） 

才脇議員。 

○委員（才脇明美君） 

細かい話、野間口、あれ一棟ありますよ

ね。そこの修繕のどこを修繕するんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

臼井課長補佐。 

○都市企画課課長補佐（臼井信一郎君） 

はい。不具合が出てきたときに修繕とい

う形になります。 

○委員長（永谷幸弘君） 

  才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

それの業務委託、それはどこに業務委託

するんですか。例えばね、簡単なことをち

ょこっと修理するぐらいやったらそちらで

できるとか、そういう業務を委託せなあか

んようなことなんですかね。 

何が聞きたいかと言いましたら、何でも

かんでも委託されますやん。これ、町には、

なぜ、営繕とかないですよ、修繕部とかは。 

 あります。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田中次長。 

○都市建設部次長（田中克生君） 

はい。都市計画課、田中です。 

町の組織の中の営繕部は、都市計画部局

が営繕部局となっております。 

先ほど委員おっしゃってる委託につきま

しては、野間口住宅のみ鉄筋コンクリート

造の三階建てということで、特定建築物に

該当しますので、建築基準法に基づく法定

点検が３年に１度義務づけられております。 

それに対する手数料、委託の手数料、こ

ちらあの職員直営で調査して、調査して申

請する手数料が 6,000 円取られますので、

それが委託料となります。 

修繕につきましては、職員直営でいくよ

うなものであれば、材料代だけコーナン等

で買ってきまして、修理することも多々あ

るんですけども、先ほど、うちの課長補佐

が言いましたように、余野住宅、吉川住宅、

野間口住宅、修繕料としてのこの枠取りの

中で、町が家主が果たすべき区分、それか

ら入居者が果たすべき区分っていうのを、

一覧で表になっておりまして、本来入居者

が直さないといけない区分までは、町は直

しません。ですけども、町の施設になりま

すので、町イコール家主、家主として直す

部分につきましては、この枠の中から、修

繕をしているようなことになります。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 
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わかりにくかったのがこの修繕料と、こ

の業務委託料というのがね私ちょっとわか

らなかったんです。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田中次長。 

○都市建設部次長（田中克生君） 

はい。都市計画、田中です。 

すいません、ちょっと説明が。業務委託

料のほうはですね先ほど言いました法定点

検分、これは野間口住宅のみ対象なんです

けども、その委託料と、あと野間口住宅に

高架水槽、貯水槽がございます。それにつ

いての町道清掃委託業務ということで、１

年に１回、清掃点検が必要ですので、それ

の委託料が、法定点検と清掃消毒業務が委

託料です。 

そのほかの修繕料につきましては、先ほ

ど御説明しました家主として果たすべき区

分の不具合があった場所に対する修繕の枠

ということになります。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかにございませんか。 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

138 ページのときわ台の駐輪場なんですけ

れど、私も見に行って、いっぱいっていう

かいっぱい以上ですね、外にはみ出てたり、

無理やり２台入れはったりしてて、もう本

当にいっぱいなんですけども。 

仮につけるのか、もう社協跡地っていう

のは駅前でいい物件やなとは思うんですけ

ども、そこにする理由、そこしかないのか

もしれないですけど、もう少し詳しく説明

いただけますか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

臼井課長補佐。 

○都市企画課課長補佐（臼井信一郎君） 

はい。都市計画の臼井です。 

委員のおっしゃるとおり、今ときわ台駅

前はその時期によるんですけども、森町か

らの学生さんが利用していたりとか、電動

自転車の普及によって、時期によっては、

満車状態になっている状況ではあります。 

そのことから、あと初谷川沿い、マンシ

ョンの前なんですけども、駐輪場というこ

とでときわ台ポンプ場、ポンプ場跡地のほ

うにも一応無料開放している場所があるん

ですが、実際にはそこを自転車が３台、バ

イクが２台ほど、もう定期的いつも止まっ

てる方しか利用せず、全てはい、どうして

も駅前に近いほうの駐輪場を使用して、あ

とバイクの置場に自転車を止めたりとか、

あと、去年なんですけども、嫌がらせみた

いな形で、パンクをさせられるような事件

トラブルとかもありましたんで、そういう

状況を踏まえて、もっと近い、駅前に近い、

社協跡地のほうで、一旦、どれぐらい利用

台数があるのかということを調査するため、

それで、臨時的に今ある場所で簡易舗装な

どをして、開放していきたいと思っており

ます。 

その状況を踏まえて今後、さらに駐車台

数が必要ということであれば、今度、検討

していきたいと思っております。 

以上となります。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

森町の人、タダで止めさせてあげて能勢

電に乗ってくれはったら、一番おいしいと

ころなんでね、それはいいんですけどその

１番、そのページの１番のところの運営っ

ていうのはこれは能勢電に対するお家賃な

んですか、今の駐輪場の。 

○委員長（永谷幸弘君） 

臼井課長補佐。 

○都市企画課課長補佐（臼井信一郎君） 
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はい。都市計画の臼井です。 

はい、委員のおっしゃるとおり、土地の

賃借料として 149 万 7,000 円計上しており

ます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

能勢電に乗ってるのに家賃取るんかって

思うんですけどね。社協跡地が成功したら、

豊能町の土地だから、そっちはやめるって

いうことにはならないんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

臼井課長補佐。 

暫時休憩しましょうか。 

 （「はいお願いします」の声あり） 

○委員長（永谷幸弘君） 

暫時休憩いたします。 

  （午前 10時 10分 休憩） 

  （午前 10時 11分 再開） 

○委員長（永谷幸弘君） 

休憩前に引き続き会議を開きます。 

田中次長。 

○都市建設部次長（田中克生君） 

はい。都市建設部、田中です。 

社協の跡地と今既存の能勢電からお借り

してる場所の土地でいきますと、詳しい数

値は今ちょっと出てこないんですけども、

能勢電からお借りしてる土地のほうが広う

ございますので、駐車台数、原付と自転車

の台数を確保するのであれば、今借りてる

ところのほうが広いような状況でございま

す。以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

社協跡地、二段あると思うんですけれど、

両方とも駐輪場にするんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

臼井課長補佐。 

○都市企画課課長補佐（臼井信一郎君） 

はい。都市計画の臼井です。 

下側のはい、平地になってる部分に、今

計画しております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

箕面森町からどれぐらい来るかっていう

のを調査されたりしていますか。本当に来

てほしいんです、能勢電乗ってほしいんで

す。豊能町も人口決まってるじゃないです

か、能勢電に乗る。 

だから森町の人が、そこへ森町用の駐車

場ぐらい欲しいぐらいなんですけどね。そ

こへ子どもを送っていったりして、何しか

乗せて乗ってほしいんで、何か調査やって

いただきたいんですけど。 

○委員長（永谷幸弘君） 

臼井課長補佐。 

○都市企画課課長補佐（臼井信一郎君） 

都市計画の臼井です。 

実際自転車っていうことで台数の調査は

しておりません。ただバイクとかいうこと

であれば、箕面ナンバーとか、能勢、たま

に茨木っていうナンバーは確認している状

態ではあります。 

ただその辺も多分学生さん、履正社さん

なんかの学生さんがおられますんで、そう

いう方が利用されているのかなと。 

今委員がおっしゃるとおり、自転車って

いうのは、どうしてもナンバーが付いてる

わけではないんで、台数の調査というのは

なかなか難しいと考えております。 

以上となります。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

次の質問です。149 ページの高山のコミュ

ニティセンターなんですけれど、まだ始ま
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って２か月なんですけどもね、地元との関

係というのを、議会でも話されたと思うん

ですけどね。前は地元が草刈ってくれたと

かなんですけども、その辺りはどうなって

るんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

西田課長補佐。 

○農林商工課課長補佐（西田純夫君） 

農林商工課、西田でございます。 

地元との関係というお問合せですけれど

も、今指定管理者のグラッドのほうは、地

域で行っております運営協議会の会議、日

曜日に行っているんですけれども、これに

はほぼ毎回来てらっしゃいまして、イベン

トをどんな形でやるのかとか、あと、おの

おのの役割分担については今協議を行って

いっているところです。 

地元の自治会とも協議しておりまして、

その中で、今後草刈り等、夏に向けての役

割分担というのは、今後していくものと承

知してございます。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

前回の高山小学校のところで、まるでお

蕎麦屋さんするような、何ていうかな、設

備があったと思うんですけれど、そこでお

店をされたりするっていうことはないんで

すか。 

イベントの時だけああやって、おにぎり

とかいただいたことがあるんですけど、そ

ういうことの活動はできないんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

西田課長補佐。 

○農林商工課課長補佐（西田純夫君） 

農林商工課、西田でございます。 

小学校のほうに調理室というのが旧にあ

ったわけでございますけれども、ちょっと

法令に適合していないというところで、今

一旦閉鎖をしているところでございまして、

その意味でいきますと、臨時的に使うとい

うこともなかなか難しいのかなと考えてお

ります。 

あと、もちろん建物の用途、それぞれ決

まっているわけでございまして、その建物

用途の制限の範囲の中で、何ができるかと

いうところを確認しながら、今後グラッド

とも何ができるかというところを確認しな

がら行ってまいりたいと考えております。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかにございませんか。 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

今の高山のですけどね、何ができるか、

本当に何ができるかを模索していかなね、

法律上でけへんでけへんでけへんでけへん

ばっかり言ってね、何も進んでないという

のが現状やと思うんですけどね。 

その辺しっかりいろいろ法的に詳しい方

もおられると思いますので、その辺を前向

きにやっていってほしいと思います。 

質問します。都市計画です。 

資料 130、予算書 121、これ都計審ですね、

都計審のこれをちょっと私委員ですのでち

ょっとまたこれ詳しく聞きたいんですけど、

報償金とか費用弁償、これは何ですかね。

そして業務委託料 483万 5,000円。 

ちょっと内容をお願いします。 

○委員長（永谷幸弘君） 

何ページです。 

○委員（才脇明美君） 

説明資料が 130、そして予算書 121。 

○委員長（永谷幸弘君） 

これ 132 ですか。説明資料。483 万 5,000

円。 

○委員（才脇明美君） 
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ごめんなさい 132 です。そして 121 です。 

予算書 121です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

それの項目は何番ですか。 

○委員（才脇明美君） 

 ３番です。すいません。 

○委員長（永谷幸弘君） 

臼井課長補佐。 

○都市企画課課長補佐（臼井信一郎君） 

都市計画の臼井です。 

483 万 5,000 円については都市計画決定・

変更支援委託事業として都市計画、先ほど

申し上げたとおり、都市計画マスタープラ

ンで掲げている計画に実現を向けて用途地

域の見直しをするために 483 万 5,000 円と

しております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

はい、田中次長。 

○都市建設部次長（田中克生君） 

はい。都市建設部、田中です。 

用途地域の見直し等を計画しております

ので、それに伴う都市計画審議会を開催す

る予定でありますので、それに関係する費

用でございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかに。 

寺脇委員。 

○委員（寺脇直子君） 

説明資料の 145 ページの棚田・ふるさと

保全事業なんですけど、この棚田の景観と

かこういうものは、本当に他市になかなか

なくて、本当に豊能町にとっては重要な観

光資源になると思っています。 

棚田の景観のＰＲっていうことですけど、

どういう形でＰＲしていくのか伺います。 

○委員長（永谷幸弘君） 

西田課長補佐。 

○農林商工課課長補佐（西田純夫君） 

棚田のＰＲということでございますけれ

ども、こちらのほうは観光協会通じて、い

ろんな写真を撮られたり、フォトコンテス

トの写真を活用するパターンが多かったと

記憶はしてるんですけれども、それの写真

によってＰＲしていきたいと考えておりま

す。 

また観光協会のほうも、今年は大阪府と

協議する中で、できるだけパンフレットを

コンパクトにしまして多くの方に見てもら

おうというところで大阪府とも協議をした

ところもございます。 

そういう意味で、パンフレット等を通じ

て、棚田の景観につきましてもＰＲできれ

ばいうように考えております。 

以上でございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

寺脇委員。 

○委員（寺脇直子君） 

今ねえＳＮＳとかもすごいんで、パンフ

レットだけじゃなくてＳＮＳとか、あと豊

能町で結構フォトコンテストでやってます

けど、ああいう写真をね何かカレンダーと

かにしたりとかね、何か多くの人に見ても

らうというのをパンフレットだけじゃなく

て、いろんな手段を使ってどんどん発信し

てほしいと思います。 

本当に結構豊能町の景色とかって、他市

になくて、結構きれいですねと私も言われ

ることはあるんでね、そういういいところ

をどんどん発信していってほしいと思いま

す。 

それとここの棚田のことで、ここ都市住

民との交流っていうのはどういった取組で

しょうか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

西田課長補佐。 

○農林商工課課長補佐（西田純夫君） 

はい。都市住民との交流というところで

ございますけれども、例えば牧地区でござ
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いますと、棚田保全活動に都市住民の方、

加わっていただいてとか、あとジャガイモ

収穫体験等を行っていらっしゃいます。 

そちらのほうに、都市住民の方来ていた

だきまして、ふれあいと交流を図っている

ところでございます 

以上でございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

寺脇委員。 

○委員（寺脇直子君） 

やっぱり豊能町って都会に近い田舎とい

うかねそこの利点があると思うんで、こう

いう取組によって都市住民の方は本当に来

ていただけると思いますんで、力を入れて

いってほしいと思います。ここの事業、は

い。 

それと、次 143 ページの農業振興事業な

んですけども、１番目の項目、農地の借り

たいとかこういう希望者の調整って、今ど

れぐらい来てるんでしょうか。町外から来

てたりするんです。 

○委員長（永谷幸弘君） 

西田課長補佐。 

○農林商工課課長補佐（西田純夫君） 

はい。農地貸借希望者間の調整というと

ころでございますが、基本的には、中心に

なるのは就農支援塾の卒塾生というように

承知をしてございます。 

ただ農地借受の相談等がございましたら、

随時、農林商工課としても対応していって

おります。ですので、利用権設定について

は、そういう意味では随時ということにな

ろうかと思っております。 

以上でございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

寺脇委員。 

○委員（寺脇直子君） 

私のちょっと知り合いの方でも、ちょっ

とイチゴとかねやってる方いてて、結構豊

能町近いし、豊能町でもイチゴやりたいと

かそういうお話いただいたりしてるんで、

町外からもそういう方へ行けると思うんで、

積極的にこういう希望者の方に農地貸した

りして取り組んでいってほしいと思います。 

○委員長（永谷幸弘君） 

高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

説明資料の 118 ページ、予算書の 116 ペ

ージをお願いいたします。事務事業の３番

目、がけ地近接等危険住宅移転事業ですね。 

これは申請があっての働きかけになるの

か、その点をお伺いします。 

○委員長（永谷幸弘君） 

杉本課長補佐。 

○建設課課長補佐（杉本 崇君） 

はい。建設課、杉本です。 

議員おっしゃられるとおり申請があって

はじめて執行される予算であります。 

○委員長（永谷幸弘君） 

高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

場所と件数はどの辺になりますか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

杉本課長補佐。 

○建設課課長補佐（杉本 崇君） 

建設課、杉本です。 

去年はありませんでした。過年度ですけ

ど、過去２年で２件申請はありました。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

杉本課長補佐。 

○建設課課長補佐（杉本 崇君） 

はい。建設課、杉本です。 

場所はときわ台と吉川になります。 

○委員長（永谷幸弘君） 

高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

補助が 862 万 6,000 円、これは件数で割
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っていったらいいんですか。 

その一件当たり、どういうふうな状況で

しょうか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

杉本課長補佐。 

○建設課課長補佐（杉本 崇君） 

はい。建設課、杉本です。 

この金額は１件丸々の金額となります。 

内訳なんですけども、これは移転事業な

ので、まず危険な建物の除却費用、あと引

越が 344 万円、引越が 97 万 5,000 円で除却

と引越だけで 441 万円、移転先の建物助成

費として 421 万円のトータルで 862 万 6,000

円の１件分でございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

なかなか、いいことをされるなと思いま

すが、皆さんは町内へ引越されるいうこと

でよろしいですよね、町内のみですよね。 

○委員長（永谷幸弘君） 

杉本課長補佐。 

○建設課課長補佐（杉本 崇君） 

はい。建設課、杉本です。 

町内の引越が条件になってます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

はい、高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

次なんですが、説明資料の 124 ページ、

予算書の 118 ページです。項目は、説明資

料の１の通学路等交通安全整備事業なんで

すが、これ、いろいろ安全、交通安全に防

犯一助ということでございますが、これは

自治会からのこれも申請になるのかなと思

うんですが、その点いかがでしょうか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

杉本課長補佐。 

○建設課課長補佐（杉本 崇君） 

はい。建設課、杉本です。 

交通安全に関しては自治会からの要望に

対して対応することもありますけども、主

に、予算説明資料の事業内容に書いてあり

ますけども、交通安全施設ですね、カーブ

ミラーだったり、区画線だったり、それ維

持管理や要望に応じた新規設置とか、そう

いう事業に充てております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

この点検は、土木、道路、強靭化ですか

ね、いろいろ交通安全施設整備費で賄って

おると思うんですけども、この点検につい

ては、担当課、建設課がされてるんですか、

この点では。 

○委員長（永谷幸弘君） 

杉本課長補佐。 

○建設課課長補佐（杉本 崇君） 

はい。建設課、杉本です。 

カーブミラーや道路灯など道路附属物に

関するものは、国土交通省が示している道

路附属物の点検要領に従って点検を行って

ます。 

この予算説明資料にある通学路に関する

交通安全施設の総点検というのは、通学路

交通安全プログラムというそういう組織で、

道路管理者だけでなく教育部門や、あと警

察や池田土木事務所と連携して通学路に関

する点検を行っています。 

  以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

細かいことになりますけれども、見落と

ししている分もあるんじゃないかなと思う

んですけども、辻々にカーブミラーがある

んですけども、もう真っ白になって全然降

りてくる車が見えないとかそういうところ

もあるんですけどもね、細かいところは点
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検もされてると思うんですけども、その辺

の網羅的に定期的な点検でパトロールされ

てるのかどうか、その辺をお聞きます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

杉本課長補佐。 

○建設課課長補佐（杉本 崇君） 

全数の点検は平成 30 年と 31 年に１度行

って、日常的な点検はパトロール時に点検

する形となっております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

気づいた点はお願いして替えていただい

た点もあるんですけど、また気づいた点は

お知らせしたいと思います。これはこれで

いいんですけど。 

あともう１点ね、１番最後のこれは説明

資料で 159 ページ、予算書で 105 ページな

んですが、ここにね３番にダイオキシン含

有物の処理等とあるんですけども、これま

ではダイオキシンの廃棄物処理というふう

にねしてたんだけど、ダイオキシンの含有

物っというたらちょっと驚いてるんですけ

ども、その点の表現の仕方はどうなんでし

ょうか 

○委員長（永谷幸弘君） 

星原主幹。 

○環境課主幹（星原健男君） 

環境課の星原です。 

前年度と表現は変わってないと思うんで

すけども、一応ダイオキシンの廃棄物の処

理という形で内容的には同じと考えていた

だければ結構かと思います。 

○委員長（永谷幸弘君） 

高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

今も含有物いうことでダイオキシンが入

ってるものなのかというふうなね、イメー

ジになってしまうので、去年はこのとおり

おっしゃってるんですけど私もちょっと去

年はそこまでちょっと気づかなかったんで

すが、これ見てたら含有物と書いてあるの

でね、こういうのを余野に埋められるんか

というふうに捉えられる可能性もあるので

ね、その辺は表現ちょっと変えたほうがい

いんじゃないかなと思うんですね、データ

が出てるわけですから。はい。 

○委員長（永谷幸弘君） 

大西政策監。 

○政策監（大西隆樹君） 

はい。大西でございます。 

申し訳ございません。一般的にはダイオ

キシンを含む廃棄物というような表現をし

ておりまして、ちょっとこの連絡が不十分

で申し訳ございませんでした。 

以後につきましては、ダイオキシンを含

む廃棄物、あるいはもう廃棄物のみという

ような表現しておりますので、ちょっと気

をつけていきたいと思います。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

134 ページの 10 番の光風台６丁目緑地災

害のところですけれど、前は青々としてい

たんですけど茶色い土になってて、鹿が食

べたというのをちょっと聞いたんですけど

ね、そのままにしておいたら、やっぱり土

砂が流れるからあかんとは思いますけど、

元に戻さなきゃいけないんだったら国の補

助金とかもらえないんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

臼井課長補佐。 

○都市企画課課長補佐（臼井信一郎君） 

はい。都市計画の臼井です。 

もう今、委員がおっしゃるとおりなんで

すけども、令和４年の９月９日に工事が完

了し、その年の３月末までは補助金申請と

かその辺の絡みがありますので、うちのほ
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うも全て確認、現場の確認はしていまして、

そのときはもう法面緑化、緑地が青々とし

た状態でした。はい。 

そのあとなんですけども、一定工事が終

わり、台風とか雨の時はうちも既に落ちた

とか経緯もありますんで、パトロールいう

ことで、ひと月に１回、２か月にいっぺん

いう形で、ちょっと現場、苦情があったと

きとかそういう点検の際には見ているんで

すけども、そのときに、一部緑がなくなっ

ている箇所が気づきましたんで、ちょっと

経過観察すると、おそらくなんですが、原

因としまして、今委員おっしゃるとおりシ

カとかイノシシ、多分イノシシはないとは

思うんですけども、新芽とか春の時期に食

べてそこの場所にシカの糞が落ちてるって

いうのはちょっと確認させていただきまし

て、ただこの削れた法面っていうのも、現

場確認をする中で、表面は草が生えてない

んですけどもその雨のときとか見る限りで

は、日々ですね、クラックとかそういう水

が流れた筋っていうのは身受けられなく、

一応一定な安全はされているだろうと思っ

ております。 

今の国費の補助を使って補修はできない

かということなんですけども、実際補助金

を使って災害復旧で復旧しておりますので、

再度補助っていうのは使えない状況ではあ

ります。したがいまして、そこの普通、今

までやった法面についてはシカ対策みたい

な形で、獣害対策用法面保護剤みたいなシ

カが嫌うような、動植物が嫌うようなもの

を、一度ちょっと試し言うたら言葉悪いん

ですけども、ちょっと施工して、ほかの緑

地の法面もそういうところありますんで、

今後の検討としてちょっとしていきたいと

考えております。 

以上となります。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

200 万も使って試しっていうのは怖いなと

思うんですけど、ちょっとだけやってみて

っていうことにはならないんですか。 

200万がちょっとだけなんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

臼井課長補佐。 

○都市企画課課長補佐（臼井信一郎君） 

はい。都市計画の臼井です。 

いろいろ獣害対策っていうやつの法面保

護剤がいろいろな種類がありまして、その

部分の一部っていうもんで、種類を分けて、

ちょっと調査したいと考えております。 

今、委員おっしゃるとおり、できるかど

うかわからないんですけども、メーカーさ

んのほうに試しじゃないですけども、アピ

ールという形でしていただけるいうことが

あれば、それはそれで費用、予算をちょっ

と抑えれるかなとは考えております。 

以上となります。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

とても丁寧なお仕事かなと思うんですね、

あそこをねほぼ同時期に光風台中央公園の

修理があったのでね。あそこがきれいにで

きてると思うんで、お手本かなと思ってる

んで、しっかりやってください。 

その次の 135 ページの花いっぱい運動な

んですけれど。もう花いっぱい運動をやめ

てしまって草ぼうぼうになっているところ

ってあると思うんですね、花壇をつくって。

そういうところを指導されないのかという

のと、前の前の部長さんに１回聞いたこと

があるんですけど、ハードルが高いからそ

んな簡単に花いっぱい運動したらあかんで

っていうのは聞いたことがあるんですけど

も、そういう申請を出さなければ、花いっ
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ぱい運動って言えないって聞いたんですけ

ど、そこの管理はされているんですか。や

めてしまった人もいると思うんですけど、

どうですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

臼井課長補佐。 

○都市企画課課長補佐（臼井信一郎君） 

はい。都市計画の臼井です。 

実際には緑地とか緑道みたいなところは、

団体さんのほうとか、あと個人でも、やり

たいという方がおられれば、契約いうたら

おかしいですけども、してやっていただい

てるところありますんで、その中で多分会

員さん、そこの地域を今までやられていた

会員さんがおやめになったという現状では

あると思います。ただ、その団体のほうか

ら、また新たにそこへしていただけるいう

たらおかしいですけども、一応お声みたい

なことは、ちょっとかけて調整はさせてい

ただいてる状況ではありますが、ただ高齢

化とかいろいろな問題でなかなか会員数も

集まらないいうことで、今現状そういう状

態が続いていると思っております。 

以上となります。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

愛花会のことはわかるんです、学校、東

ときわ台の学校にも行ってくれてはったん

でね。その他、個人でやってはる人とか申

請書を出してほったらかしにしている人と

かいうのは、そちらで把握されているんで

すか。管理してはるんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

臼井課長補佐。 

○都市企画課課長補佐（臼井信一郎君） 

都市計画の臼井です。 

実際に申請して契約じゃないですけども

やりとりしてますんで、実際に高齢化でや

めたいということであれば、そこで契約を

打ち切るということで、把握ですね、人数

のほうはさせていただいております。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

 才脇議員。 

○委員（才脇明美君） 

この希望ケ丘の水栓設置、すごく喜ばれ

ると思うんです。説明資料 134 ページです。 

143 万円、大変喜ばれると思います。阪急

バスの営業所から水を借りてホースで引っ

張ってやってはったということなんですけ

どね、これすごく喜ばれると思います。 

あのね、花いっぱい運動ですけど、愛花

会の方なんです。これも、６万 7,000 円ほ

どアップされてますね、すいません 135 ペ

ージ、説明資料。６万 7,000 円、これ苗代

も上がってね、ちょっとでも上げてほしい

な、削られるばっかりやからとおっしゃっ

てました。 

そして私１回育苗センターですかね、見

に行ったんですよね。そっと。そしたら鍵

が閉まってて、そして、外から覗いてたら、

女の人が歩いてきはって、私議員とも何と

も言ってませんよ、入れますか言って入ら

せてもらって、ビニールハウスの中入って、

こういうところで作業してるんですと。そ

してその方、癌を患ってて何が言いたいか

と言ったらね、このボランティアで誰のた

めにしてるかって言ったらもう町のために

してる。反対に、自分の多分自分が満足す

るようにして自分のためかもわからないで

すけどね。 

私感じたんです。介護予防やなって。こ

の人は癌を患ってても入院して、退院した

い、でも退院したら駄目だよと言われても、

この苗ちゃんが待ってるのよと。それで退

院して、元気で今やっておられるんです。

一人の方でしたけどね。 
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皆さん、ビニールハウスの中で、小学校

の廃材の机、テーブルをもらってきて、一

生懸命やってはるんですね、私すごく大事

なことと思うんです。その人は、この多年

草や一年草は一年草は背が低くてかわいい

のがばっかりやから、一年草を植えた植え

たいのよと。それも苗をもらったり、交換

したりして、お金がないから自分たちでさ

れてるんですね。 

だから私これとっても、もうちょっと６

万 7,000 円やけど、とてもうれしいことだ

と思うんです。そしてその人は、子どもが

ベビーカー、ベビーカーに乗ってるお母さ

んとかベビーカーの子どもたちと、私らあ

まり接しませんやん。でもその人たちは常

に接してる。子どもが喜んで、子どもが喜

んでるかをベビーカーに乗ってる子がかわ

いいお母さんがかわいいねって言ってる姿

を見るのが楽しみなんですと。そういう些

細なことですけどね。こういうところに私

はお金使ってもらって、とてもありがたい

なあと思ってる次第です。 

また、お金がないからといって、これを

削減するようなことはないようにお願いし

たいんですけど、いかがでしょうか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

それが質問ですね。 

答えられますか。 

具体的な質問してくださいね。要望じゃ

なくて感想じゃなくて具体的な質問してく

れないと答弁できませんのでね、これ。 

いけます。 

臼井課長補佐。 

○都市企画課課長補佐（臼井信一郎君） 

都市計画の臼井です。 

委員のおっしゃるとおり頑張ります。 

○委員長（永谷幸弘君） 

感想はしなくて、質問してください。 

これ、大事な時間ですから。 

才脇議員。 

○委員（才脇明美君） 

はい。いやもうこれ大事な時間やからね、

町民の気持ちを伝えなあかんと思ってるん

です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

それはええんですわ。予算審議してます

んで、質問してください。お願いします。 

いや、感想はいいです。 

ほかにございます。 

寺脇委員。 

○委員（寺脇直子君） 

133 ページの公園のところなんですけども、

公園って、公園が整備されてると、本当に

まちづくりにも重要だし、人口増加にもつ

ながりますんでちょっと公園の質問をさせ

ていただきます。 

２番目の公園管理備品買替事業、ちょっ

と増額になっている理由を伺います。 

○委員長（永谷幸弘君） 

臼井課長補佐。 

○都市企画課課長補佐（臼井信一郎君） 

都市計画の臼井です。 

２番の公園備品整備事業につきましては、

チェーンソーを２台、すいません、チェー

ンソー１台買い替えるための費用となりま

す。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

寺脇委員。 

○委員（寺脇直子君） 

次の３番目の支障木伐採業業務委託事業、

この支障木はどこの地域の支障木でしょう

か。 

○委員長（永谷幸弘君） 

臼井課長補佐。 

○都市企画課課長補佐（臼井信一郎君） 

はい。都市計画の臼井です。 

支障木なんですけども、こちらは例年引
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き続きやっております危険な支障木を対象

にしております。 

ときわ台、光風台、希望ケ丘、東ときわ

台、それから新光風台、全ての住宅地区の

法面とかに生えている木が対象となります。 

令和５年、去年の実績なんですけども、

その中で危険と見込まれる分 40 本を伐採、

40本の伐採を行っております。 

以上となります。 

○委員長（永谷幸弘君） 

寺脇委員。 

○委員（寺脇直子君） 

次の４番目の公園遊具修繕事業なんです

けど、ちょっと公園の遊具が老朽化して危

ないとかいうことも私ちょっと聞くことあ

るんですが、これはどこの公園の遊具でし

ょうか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

臼井課長補佐。 

○都市企画課課長補佐（臼井信一郎君） 

都市計画の臼井です。 

実際には場所は決まってはおりません。 

ただ苦情じゃないですけども、あとうち

公園担当のほうが草刈りの関係上公園なん

かを点検してますので、その時の例えばブ

ランコのチェーンとか、そういうところを

発見したときに補修する事業費となります。 

○委員長（永谷幸弘君） 

寺脇委員 

○委員（寺脇直子君） 

次、６番目の希望ケ丘２丁目１号公園の

多目的トイレ設置事業なんですけど、これ

すごくいいと思います。30 年以上、老朽化

してるってことで、公園も、トイレもね、

やっぱり老朽化すると、本当に何か危険な

場所になると思うんです。子どもたちとか

も危なくなる、高齢者も危なくなると思う

んで。 

今回特定財源でやってますんでね、町内

の、そういう老朽化した危険なトイレとか

も、こういう特定財源使って安全面を確保

していってほしいと思います。 

○委員長（永谷幸弘君） 

その関連なんですけど、希望ケ丘のトイ

レですよね。多目的トイレと聞いたんです

けど、光風台中央公園の今設置してるよう

な形のトイレをまず設置されるのかという

ことと、あと防犯カメラ、これについては

設置されるのかどうか、もう１点なんです

けど、この管理はどこがするのかというこ

の３点についてお伺いします。 

臼井課長補佐。 

○都市企画課課長補佐（臼井信一郎君） 

都市計画の臼井です。 

今委員のおっしゃったとおりなんですけ

ども、希望ケ丘のトイレは、今現在工事中

である光風台中央公園と同じような、男女

別の多目的トイレ、バリアフリーですね、

そういう形のトイレを設置考えております。 

光風台も、今現在同じなんですけども、

監視カメラ、そちらのほうは設置で計画し

ておりますんで、希望ケ丘についても同様

な形となります。 

管理なんですけども、今まではこの前の

予算のときもちょっと御説明させていただ

いたとおり、今までは、公園の管理業務の

中で見ていただいてたんですが、今後は、

トイレの掃除とか、その辺も含めて、シル

バー人材センターのほうに委託のほうを今

検討しております。 

以上となります。 

○委員長（永谷幸弘君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

134 ページの４番、公園遊具修繕事業です

けど、私何度も何度も田中課長にね、公園

の修理のこと電話して、これ 113 万でいけ

ます。 
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私、ときわ台の公園のこと言いましたよ

ね。見に行ってくれはりましたよね。もう

こんなん怖いわというほどひび入って、そ

やけど絶対動けへん大丈夫やと言われては

りましたけど、それ、絶対大丈夫ですとか、

もう表示しとかな怖って怖ってそんなん、

お母さんがいたら駄目駄目ここ触ったら駄

目とかいうような状態だったんですよね。 

そして、ブランコのチェーンもぼろぼろ

で、上から何か塗ったかもわからへんけど、

いや、これいつ外れるかわからへんよなと

いうようなボルト。あれもまだそれでも大

丈夫やと言うてはるんですけどね。素人わ

かりませんわね。 

そして、これあちこち公園あるのに、点

検も順次していくとおっしゃってましたけ

ど、これ、大体年度で大体どれぐらいの個

数というか公園の整備をしていかれる予定

なんでしょうか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田中次長。 

○都市建設部次長（田中克生君） 

はい。都市建設部、田中です。 

まず予算、委員おっしゃってるブランコ

程度でしたら、134 万あれば、塗替え、チェ

ーンの取替とかは十分できます。 

それで、遊具点検のほうなんですけども、

町職員で公園遊具の点検士がいてますので、

法的には１年に１回必ず遊具の点検をしな

ければならないというところから、１年間

通じて、直営部隊で公園の草刈業務は行っ

ておりますので、その職員らと合わせて、

遊具の点検をしていきまして、１年間全て

の遊具を点検してるということになります。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

絶対安全、安全に点検されてるのに見か

けが悪いから怖いわね、そんなんどないか

なれへんのでしょうかね。 

どないかなれへん。本当にどないかなれ

へんね。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田中次長。 

○都市建設部次長（田中克生君） 

都市建設部、田中です。 

限られた予算の範囲内でできることはし

ていきますので、どうしてもその遊具って

いうのが、改修を安く済ますせようという

ことで安い塗装をしますと、やっぱり剥離

してくるのが短期間で剥離してきますので、

それ相応の塗装屋さんに頼みますと、長持

ちするイコール費用もちょっと高うござい

ますので、どちらを採用するかということ

で、長く持つような形で、今のところ、都

市計画課のほうとしては進めているところ

でございます。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

はい、高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

高尾です。 

今の公園の関連でお聞きします。これま

で、丁寧にね、管理のために、歩いて修繕

したりしておられる方がいましたね。そう

いうよく知っている方が、公園をね、十分

把握して、点検して直していくっていうの

を、これからもね、やっぱり続けてもらい

たいなと思うんですね。 

やはりよく知ってる方のみがきちっと直

せるんじゃないかなというふうに思います

のでね、その点、予算もないいうような話

も聞きましたけども、そこのところ丁寧に

していただける方を、ぜひ、雇用してやっ

ていただきたいと思うんですけども、これ

は、そういう中身としては入っている。 

職員だけ今おっしゃったんですけど、そ
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の内容はどんななってるんでしょうか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田中次長。 

○都市建設部次長（田中克生君） 

都市建設部の田中です。 

委員おっしゃってるのは会計年度職員で

今現在、公園の遊具、月２回、公園のほう

をパトロールしてもらいながら、直営で直

せるところは直営で直してもらったりとか、

して活躍していただいてる方はいますので、

引き続き人事部局のほうと調整しながら、

そういう人の確保っていうところも調整し

ていきたいと考えております。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

月２回とおっしゃいましたね。月２回の

点検。私住民さんにこれ点検、月２回され

てますって言っていいんですね。自信持っ

て。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田中次長。 

○都市建設部次長（田中克生君） 

はい。都市建設部、田中です。 

説明がわかりにくくて申し訳ございませ

ん。 

月２回かけて、豊能町の全ての公園の遊

具を点検して回ってますので、例えば委員

おっしゃってるブランコを月２回点検して

るかと言う意味ではございません。 

月２回、会計年度職員さんのほうで、い

ろいろな公園を回っていただいて、順番に

一個一個点検してもらっているような状況

でございます 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

145 ページの棚田・ふるさと保全事業で、

先ほど牧地区でジャガイモ植えているとか

っていう答弁ありましたけれど、牧地区は

季節ごとに、いろんなもんを植えてはるん

でね、それとコープこうべさんがやってい

るから、もう民間に任せたらいいやろ、民

間のほうがちゃんとやってるやろうと思う

んですね。それに比べてあかんのですけど

も、高山は、棚田ふるさと保全事業ってホ

ームページも挙げてもらっています。 

反対に牧地区はもうほっといたらええと

思うし、あそこの元職員は、あんまり行政

絡んだらあかんでとかって言うてはるんで

ね、やれとは言わないんですけどそれやっ

たら高山ももっと頑張れと思うんですけど、

うまく民間と調整つけられないんでしょう

か。高山のほう。 

○委員長（永谷幸弘君） 

西田課長補佐。 

○農林商工課課長補佐（西田純夫君） 

今、委員御指摘の民間との、民間うまく

入ればというところなんですけれども、今

ちょっと私どものほうからは何とも答える

のが難しいような感じかなと。 

ただ、高山地区でほ場整備等、これから

行われていきます。その関連で例えば利用

権の設定等を含めまして、民間が入ってく

ることもあり得ようかと考えております。 

そこのところで、うまいこと、民間のほ

うの活力を活かしつつ、できるだけ行政も

何といいましょうかね、いわゆる手を離す

といいますか、独立してやってもらうとい

うようなところが展開できればなというと

ころは考えられると思いますけれども、具

体化のところにつきましては、私どもから

は何とも申し上げようはございません。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 



21 

○委員（管野英美子君） 

今ボランティアでやってはる、棚田保全

事業ってありますね。ホームページもちょ

くちょく更新されているんです。 

牧地区は、以前、中谷課長連れて行った

というか、来てくださいって言って、協議

会のほうにもちゃんとしっかりと入ってお

られるんですか。向こうも期待しているか

もしれないですけどね。はい。 

○委員長（永谷幸弘君） 

中谷課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

農林商工課の中谷です。 

牧地区のほうの協議会、コープさんのほ

うは、お声掛けいただいてるときは、特に、

コープが入ってない場合は、お伺いさせて

いただいているところです。 

ただ会議で出てまして、内容とかが、も

う、実際に何を植えてとかっていう作業の

話なんで、僕らが全然かむようなところは

ないんです。 

ただやっぱり広報とかね、そういうとこ

ろで必要な行政がやるべきものとして、依

頼どうしても役場に頼みたいということが

あればそこはおっしゃっていただいて、協

力できるところはさせていただきますとい

うことをお伝えはしてます。 

で、高山地区については今ボランティア

のほうでやってるような状況で、ボランテ

ィアの募集もボランティアさんがやってお

られるというようなところで、そちらはそ

ちらで、企業さんとは別に、くっつかなく

てもやっていただいてるんで、いろんな形

あっても、必ずしもその企業さんと引っ付

けるっていう必要はないと思います。その

協議会が、中でやりやすい、自分たちが活

動しやすい、グループをつくっていただい

て運営していただいたら、そこで、役場が

全部かむっていうのも必要かもしれません

けども、状況は当然知っとくべきやと思う

んですけども、自立した花いっぱい運動も

そうかなと思うんですけども、自立してや

っていただく。どうしても行政が手伝って、

手伝ってほしい、手伝わなあかんというと

ころは協力するという形で支援していきた

いなというような考えでおります。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

まだ、質問が続くようで、一旦ここで休

憩とりたいと思いますので、11 時 10 分に再

開いたしますのでよろしくお願いいたしま

す。 

暫時休憩いたします。 

  （午前 10時 57分 休憩） 

  （午前 11時 10分 再開） 

○委員長（永谷幸弘君） 

休憩前に引き続き会議を開きます。 

続きまして質疑をお願いいたします。 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

説明資料がちょっとわからなくなって、

予算書が 121ページ。 

○委員長（永谷幸弘君） 

どういう内容ですか。 

○委員（才脇明美君） 

耐震診断の補助金です。耐震診断、これ

は旧耐震ですよね、もちろん。 

   （発言する者あり） 

○委員（才脇明美君） 

耐震診断の件です。予算書 121 ページ、

資料は 130。ごめんなさい、私ちょっと調べ

たら 129 ページって書いてるんですけどな

いんですよね。 

   （発言する者あり） 

○委員（才脇明美君） 

すいません。予算書 121 ページ。上のほ

うのこの 18、右の 18 の補助金、耐震診断補

助金 25 万円と耐震設計、これはもちろん旧
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耐震ですよね。 

そして、新耐震はいつ頃になるんでしょ

うか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田中次長。 

○都市建設部次長（田中克生君） 

はい。都市建設部、田中です。 

今現在予算措置しておりますのは全て旧

耐震の案件となります。 

新耐震のほうにつきましては、現在大阪

府ともヒアリングをしておる中で、旧耐震

案件につきましては、豊能町の耐震改修促

進計画、それから大阪府の耐震改修促進計

画、ともに旧耐震物件を 95％底上げすると

耐震化率を。その計画に基づいて今事業を

進めているところではあります。 

その中で豊能町のほうが新耐震をすると

いうふうになった場合に、府の協力が得ら

れるのかっていうところで話をしたところ

ではあるんですが、今現在、府、町ともに

旧耐震の計画がございますので、それに基

づいて、旧耐震物件が出てきたときの構造

チェックなどについては、大阪府の構造を

専門にしております職員のほうで、チェッ

クをしていただいて、豊能町にそのものが

返ってきて交付しているようなことになり

ますけども、新耐震のほうにつきましては、

大阪府の中で、新耐震を補助していくとい

う計画がありません。 

ですので、豊能町が新耐震をするといっ

たときに、その構造チェック、大阪府の協

力が得られないので、今の現段階では、い

つからするかっていうことにつきましては、

明言することがちょっとできない状況であ

ります。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

旧耐震の 95％、底上げするおっしゃって

ましたけど、建設課の予定では大体どれぐ

らいなんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田中次長。 

○都市建設部次長（田中克生君） 

はい。都市建設部、田中です。 

計画を策定しております現段階では 83％、

そこから 95％をする目標で掲げております

が、その調査、集計いたしますのは、令和

９年度に計画を見直す段階で、何％底上げ

されているのかっていうところを調査する

予定でございますので、現段階でのパーセ

ンテージというのは、こちらのほうも把握

していない状況であります。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

豊能町の、例えば田中次長が、この建築

士さんですよね。建築士さん、構造の建築

士の免許を持ってたらできるということで

すかね。簡単に。 

○委員長（永谷幸弘君） 

田中次長。 

○都市建設部次長（田中克生君） 

はい。都市建設部、田中です。 

建築士の資格を持っておれば、意匠、設

備、構造、全てができる資格ではあるんで

すけども、これは医師免許と同じだと思う

んですが、医師免許を持っておって、例え

ば皮膚科、それから脳神経外科とか、いろ

んな分野に分かれていると思います。 

建築士の場合も、その方が何に従事、長

い時間していたのかっていうところで、設

備に特化した建築士、それから構造分野に

特化した建築士、それから意匠に特化した

建築士っていうところで分かれております。 

例で言いますと、大阪府、本町にとって
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は、大阪府が特定行政庁という位置づけな

っておりまして、大阪府は、建築基準法の

権限がございます。ですので、豊能町の中

で建物を建てる際には、大阪府のほう豊能

町を経由して大阪府のほうに建築確認申請

が流れていくわけなんですけども、その審

査の中で、大阪府の職員の中で、意匠のチ

ェック、設備のチェック、構造のチェック

というふうに分かれております。 

本町につきましては、私だけなんですけ

ども、私が長く従事しているのは、意匠の

ほうの分野になりますので、設備とか、構

造とかっていうのは、苦手な分野になって

おります。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかに。管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

147 ページのほ場整備事業ですけれど、こ

の期間をお聞かせください。 

○委員長（永谷幸弘君） 

淨住理事。 

○都市建設部理事（淨住 修君） 

都市建設部の淨住です。 

牧地区とですね高山地区のほ場整備の予

定期間ですけども、牧地区のほうは、令和

３年度から事業開始しておりまして今計画

では、令和７年度までの予定です。高山地

区は１年ずれまして、令和４年度から令和

８年度まで。ただですね、両地区ともです

ねちょっと国の予算ですね割当てがなかな

か府が要望しているよう額、満額がつかな

いということがありますんで、その予算が

ちょっと、国の予算がつかないということ

でちょっと遅れるのかなと、いう見込みが

ちょっと予想されているところです。 

○委員長（永谷幸弘君） 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

牧地区のほうですけれど、何か石が出て

きたとかっていうのを伺ったことがあるん

ですけども、そういうのはもう全部直って

るんですか。去年の田植の時期だったと思

うんですけど。 

○委員長（永谷幸弘君） 

淨住理事。 

○都市建設部理事（淨住 修君） 

はい。都市建設部、淨住です。 

その石が出てきたというのは、ちょっと

私の記憶ではですね、工事する中でちょっ

と水路部分を掘削するときに、石が出てき

たというところですね。 

そこはちょっと私聞いてますのは、工事

業者のほうが頑張って、岩をですね掘削し

て、無事工事できたというふうには聞いて

おります。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

次の質問です。162ページです。 

ごみ収集費用が増額されてるんですけれ

ども、要因は何ですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

星原主幹。 

○環境課主幹（星原健男君） 

環境課の星原です。 

増額の原因としては物価高、燃料費の高

騰によるものです。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

燃料費の高騰で、これだけ上がるという

ことですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

星原主幹。 

○環境課主幹（星原健男君） 

はい。環境課の星原です。 
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燃料費もありますし人件費もありますし、

従来ずっと同じ額で契約しておりましたの

で、ちょっとこれではもたないということ

で業者のほうから言われております。それ

に応じた形で予算組ませていただいており

ます。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

人件費とおっしゃいましたけれど、町職

員だけじゃなくて会計年度任用職員の勤勉

手当とかそういうのも皆入ってるいうこと

ですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

星原主幹。 

○環境課主幹（星原健男君） 

増額の要因としては委託がメインになり

ます。はい。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

次の質問です。144 ページの園芸ハウス、

６番目の園芸ハウスの補助事業ですけれど、

全部で幾つ単価掛ける戸数、お答えいただ

けますか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

西田課長補佐。 

○農林商工課課長補佐（西田純夫君） 

予算の想定では４件でございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

それと、新規就農者と経営発展支援の機

械導入支援の違いをお聞かせいただけます

か。５番ですね。 

○委員長（永谷幸弘君） 

西田課長補佐。 

○農林商工課課長補佐（西田純夫君） 

５番と８番ですかね。 

   （「はい」の声あり） 

○農林商工課課長補佐（西田純夫君） 

新規就農安定支援事業と経営発展支援事

業の大きな違いはその額でございます。 

イメージですけれども新規就農、５番の

ほうですね、こちらのほうは、額が少額で、

補助率は２分の１以内、上限 30 万というと

ころで、管理機とか、その辺りが対象にな

ってくるというところでございます。対象

者のほうもですね、町内農地の料金設定等

をしている新規就農者に対するものという

ことになっておりまして、そちらの８番の

ほう、こちらのほうにつきましては、認定

新規就農者ですね、これから始めようとす

る方に対しまして、コンバインの３条刈り

機ですとか、あと籾摺り機とか、比較的、

大きな機械を導入しようとされるときに限

り、１回きりで、75％ですね、この 75％の

補助率でもって補助しようとするものでご

ざいます。 

この経営発展支援事業のほうは、認定新

規就農者ということで青年就農計画の認定

が必ず必要になってくるというところで、

一定の縛りもちょっと強めたのかなという

イメージでございます。 

以上でございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

新規就農者のほうがいろいろかかるんじ

ゃないんですか。農機具とか。そしてそち

らのほうを厚くしたほうがいいんじゃない

んですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

西田課長補佐。 

○農林商工課課長補佐（西田純夫君） 

はい。経営発展支援事業のほうが先ほど

申しましたように、新たに農業を始めよう
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とされておられる方で、かつ、青年就農計

画で認定された方ということになっており

ます。 

つまり新規に就農をしようとする方で、

かなり本気度が高いということで町が認定

したものに限りまして、いわゆる大がかり

な補助を行おうというところでございまし

て、そういう意味では、何といいますかね、

いわゆる農業に対する思いというか、本気

度でもってはかるというところでございま

すので、いわゆる何といいますか、専業的

にやられる方に対しましては、ちょっと大

きめな補助と考えているところでございま

す。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

はかれないもの、本気度ってすごい思い

を伝えたらいいんですね。 

ほんで、もう一つね、就農支援塾塾生、

なかなか農地を確保できないって、才脇議

員も何度も一般質問でも、マッチングって

いうんですか、されているんですけども、

そこの支援もしっかりとしていただきたい

んですが。 

この５番の補助金が使えるように、まず

農地を確保だと思いますけれど。 

○委員長（永谷幸弘君） 

中谷課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

農林商工課、中谷です。 

農地の確保のほうですが、希望者は御相

談あれば、全て対応させていただいてます。 

ただ農地、出てくる農地と希望されてい

る農地がなかなか、条件に合うてないとか

いうこともあります。 

最近は見てますと、やっぱりほ場整備し

たとこも出てきておりまして、それは順次

マッチングさせております。ただ、面積が

大きかったら、一応利用権設定するには、

全ての農地を有効利用しなさいっていうハ

ードルがあるんですけども、ただパッと支

援塾出たからといきなり３反も４反も借り

るっていうことはなかなか不可能なんで、

その面積に応じて、またそのできるかって

いうその協力、御家族さんが協力するとか、

そういうような状況とか、機械の保有状況

とかも見るんで、比較的そんなに大きい面

積の農地はいきなり貸付できないというと

ころもありまして、そこら辺のマッチング

で思うように借りれないっていうところは

あるかと思います。 

先ほどの質問の本気度とか、小事業の５

番と８番の違いというところなんですが、

多少説明させていただいたんですけども、

認定新規就農者っていう、資格っていいま

すか、そういうのがありまして、それはハ

ードルとしまして、５年後に農業の収入が

250 万円以上目指す。また、従事が年間

1,600 時間以上従事するっていうような形で、

専業的に、今後されるっていう方が、そう

いう認定新規就農者っていう認定を受ける

んですけども、そこをクリアされた方に対

しましては、国の補助としてその８番の経

営発展支援事業というのがあります。これ

は大がかりな機械とかをやっぱり買われる

っていう、これから真剣に、農業、専業的

にやっていこうという方を対象にしている

というところです。 

５番のほうの新規就農促進安定事業のほ

うは、どちらかというと、兼業的にってい

うか、いきなりそういう大きい農業、今の

仕事をやめてなかなか行けないっていうよ

うな方で、これは町単独で、機械は必要や

ということで、そういうような補助をさせ

ていただいているというところでこれは町

単費のっていうところで、８番のやつは、

国、府挙げての施策になりますので、そう
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いうところの違い、本気度っていうのもあ

るんですけども、一応そういうランク付け

としましては、兼業というか、５番のやつ

は、ちょっと比較的入りやすいような形。

だから機械もそんな大がかりなものってい

うところまでは補助しないっていうような

形になっております。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

はい、才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

今の関連ですけど、新規は大きな、３反

や４反は借りれないとおっしゃいましたよ

ね。そして、また８番の経営発展、これは

新規でも大きな大がかりな農業はできると

いうことですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

西田課長補佐。 

○農林商工課課長補佐（西田純夫君） 

８番の新規、先ほど当課の課長より説明

したとおりなんですけれども、新規の青年

等就農計画を認定していただく必要がござ

います。もちろん、青年就農計画の認定に

当たりましては、当人さんが持ってらっし

ゃる機械ですとか、あるいは耕作する技術、

それからマーケティングに関する計画その

他を含めて認定が出るということでありま

して、８番のほう、こちらのほうにつきま

してはその他、この管理のことも含めまし

たうえで、農地、農業は専業的にやってい

かれるというところで、技術、一定持って

らっしゃるというところで、比較的大きな

ところも借りれるというところ、認定を起

こすものでございます。 

そこと５番と８番とはそこが違いまして、

５番のほうは比較的小規模でも入っていき

やすいというところも含めまして、そこが

違いというところでございます。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

はい。それはわかりました。 

そしてその８番の、おっしゃったこのコ

ンバインや籾摺り機が言うてはりましたけ

ど、これそしたら米ですよね。米をつくる

ということですよね。 

○委員長（永谷幸弘君） 

  西田課長補佐。 

○農林商工課課長補佐（西田純夫君） 

農林商工課、西田でございます。 

特に作付けについて米ということで限定

してるわけではございません。 

今のところこの予算の要求時期におきま

して対象となる方の予定がお米をつくられ

るのかなというところでございまして、今

回はこの額でコンバイン、３条刈り機等で

要求をさせてもらっているところでござい

ます。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

はい、才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

そして資料の 143 ページ、３番、とよの

就農支援塾ですけど、新規就農者にあたっ

てのフォローを行うって書いてますよね。 

そしてこの 300 万、これは業務委託され

てるんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

西田課長補佐。 

○農林商工課課長補佐（西田純夫君） 

その 300 万の中身につきましてはとよの

就農支援塾の、いわゆる運営といいますか、

展開に関する業務委託というところでござ

います。 

就農支援塾、卒塾された方に対するフォ

ローということでございますけれども、農

地のマッチングですね、ちょっと条件なか
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なか合わない方もいらっしゃるんですけれ

ども、農地の紹介等はこちらでさせていた

だきますのと、あと５番以降ですね、いろ

んな補助金の制度の案内等で、フォローア

ップのほうは務めさせていただいていると

ころでございます。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

  54 名中、今までの卒塾生 54 名中、私 32

名と思ってた 34 名とおっしゃいましたね。

この前。44％の就農率言うてはりました。 

何であとができないかという、フォロー

できてないからですよ。これ予算でこれ一

般質問で言いたかったんですけどフォロー

できてないからです。 

例えば去年の 10 月に電話でマッチングの

話を新規就農者卒塾生がしました。全く連

絡がない、返事もない。３週間たって返事

もないからメールを送った。それでも返事

がない。これはあかんねんなと思ったと、

フォローなんか全然できてないです。全然

ということはないですけど。フォローして

るのは頑張って軌道に乗ってる人たちをフ

ォローしてると思うんです。今の農林は。

違いますかね。 

私の調査の結果、頑張って軌道に乗って

年間 300 万以上も売ってる、頑張ってはる

方をばっかりフォローして、今やりたいん

やと思ってる方はフォローされてないと思

います。 

１年ぐらい前に私は、課長に言いました。

こういう方が施設をつくりたいと言ってる。 

誰ですかって、誰誰。わかりました、連絡

しときます。その後、私会いましたその人

に。何の連絡もなかったということです。 

○委員長（永谷幸弘君） 

 質問ですか。 

はい、西田課長補佐。 

○農林商工課課長補佐（西田純夫君） 

農林商工課の西田でございます。 

ちょっと、相談者の方と連絡がうまくと

れてなかったというところの可能性につき

ましては、この場でちょっとお詫びをした

いと思います。 

新規就農者に関するフォローが不十分と

いうところの御指摘ではございます。我々

としてもそこのところをなおざりにしてい

るつもりは全くございませんでして、先ほ

ど来、繰り返しておりますように、新規の

就農者の相談を受けましたときには、条件

に合う限り、農地の御案内ですとか、補助

制度の案内等は努めてきているところでご

ざいます。 

あと、おそらく新規の場合というのは、

先ほど当課の課長も申しましたとおり、耕

す面積、それに対して持ってる機械ですと

か当人の工作技術、そこら辺りも総合的に

判断して借りれるかどうかというところの

判断をするところです。そこのところで、

マッチングがなかなか起こらないというの

も一つの事実でありまして、ただ、結果の

可否につきましては、これからも、可能な

限り迅速に相談者の方には伝えていきたい

と思いますので、御理解賜りますようにお

願いいたします 

○委員長（永谷幸弘君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

全くしていない、会議がないということ

ですよね。でも全くあるんです、全くじゃ

ないんですよ。 

例えば、地権者の方と待ち合わせをした、

その地権者が来ない、地権者じゃないわ。 

     （発言する者あり） 

○委員（才脇明美君） 

予算や、すいません。 
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そういうことです。一般質問でします。 

○委員長（永谷幸弘君） 

そのとおりですね、一般質問の内容にな

ってますので、ここでは予算に対しての質

疑ということですので、それをしっかりと

わきまえて質問をお願いいたします。 

高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

今のページで７番のね、地域計画策定事

業なんですが、これは協議していくという

ことですけど、認定農家の方も、一緒に全

体でいうことですかね。 

認定農家は今何軒ぐらいあるんでしょう

か。 

○委員長（永谷幸弘君） 

西田課長補佐。 

○農林商工課課長補佐（西田純夫君） 

はい。認定農業者数ですね、幾つかとい

うことでございますけれども、国版の認定

農業者ということでございます。それでい

きますと個人が 12 人、法人が一つというこ

とでございます。 

以上でございます。 

すいません。個人は 11 人で法人が１法人、

これが、町内の国版の認定農業者数でござ

います。 

○委員長（永谷幸弘君） 

はい、高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

その方たちと今後協議して決めていくい

う農地利用の意向を調査して決めていくい

うことですけれども、これ、地域ごとで、

集落ごとに協議するいうことですが、まと

まる話なんですか、これ。 

○委員長（永谷幸弘君） 

西田課長補佐。 

○農林商工課課長補佐（西田純夫君） 

まず、地域計画の策定につきまして、今

国からの認定農業者の方が集まって、それ

を決定するのかなということのイメージで

おっしゃっておられたと思うんですけれど

も、国版認定農業者だけではなくて、地域

ぐるみで、これは計画を決定するというと

ころでなっております。 

  以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

まとめる中心はどなたがおられるのか、

地域の方が中心になって進められるのか、

その点いかがでしょうか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

西田課長補佐。 

○農林商工課課長補佐（西田純夫君） 

はい。原案につきましては農業委員会の

農業委員さんでありますとか、農業委員さ

ん、こちらのほうがいわゆる取りまとめ役

ということになろうかと考えております。 

その原案をもとに、地域の中で協議をし

ていただきまして、最終的に地域計画を作

成するという流れになります。 

以上でございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

これは予算の枠内で、１年間、進められ

るということなんですか。何回かいうのを

決めておられるんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

西田課長補佐。 

○農林商工課課長補佐（西田純夫君） 

回数につきましてはちょっとなかなか、

決まってないのかなと。 

地域によっておそらく実情も違うでしょ

うしそれに応じて回数というのは変わって

こようかと思いますけれども、大体の概数

で三、四回なのかなという想定はしており

ます。 
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以上でございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

  152ページの森林整備事業です。 

場所と土地、これは民有地なのに、国や

町のお金を使って伐採するということなん

で、土地の所有者に対しては、どのように

対応されているんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

中谷課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

はい。農林商工課、中谷です。 

森林整備のほうは、森林整備方針という

のを令和３年だったかな、に立てまして、

順次やっていく予定なんですけども、今、

北のほうから、寺田、牧地区のほうから順

次やってるような状況です。６年度につき

ましても牧地区を一応計画、４ヘクタール

前後の面積になろうかと思います。 

その費用の面なんですが、説明資料の 152

ページ、予算のほう 760 万上がってまして

うち特定財源が 46 万 2,000 円ということで

すが、予算書のまず 33 ページ、予算書の 33

ページの１番上ですね、款２．地方譲与税、

項３．森林環境譲与税、目の１．森林環境

譲与税の１になります。 

こちらのほうは、国のほうから環境譲与

税ということで、713 万 8,000 円というのが

入ってきまして、あと残りのほうが、予算

書の 54 ページ、54 ページの下半分のところ

です。款 19．繰入金、項１．基金繰入金、

そのページの１番下の４．森林環境譲与税

基金繰入金ということで 46 万 2,000 円。こ

れは、これまでに国のほうからいただいて

ます森林環境譲与税のほうの基金に積んで

いたものを取り崩しているということで、

全て、ここの予算説明資料では、うち特定

財源が 46 万 2,000 円ということになってま

すが、全て環境譲与税を使って整備してい

るという事業です。 

所有者さんの負担求めないかというよう

なお話だと思いますが、そちらのほう、本

来は森林整備というのは、個人が個人の資

産ですので個人がするべきものかとは思う

んですが、今の木材の流通とかいう森林の

整備の状況というところで、なかなか、そ

ういう森林整備して木材を売って、それを

収入源にできるっていうような社会構造に

なっておりませんので、放置された森林が

全国的にやはり多くなってる。ただ、災害

とか防災の関係とかで、森林の整備、水源

の何ていうかね、そういうようなところで

森林の整備というのは、日本どこでもとい

うか日本国中やっぱ整備はしていかなあか

んということで、そういう負担がもう個人

にはできないということで森林環境譲与税

というのは、今年の４月からですかね、個

人負担を取られることになります。 

そういうところで、国民全体で山を守っ

ていこう、整備をされていないところを守

っていこうという趣旨のもとで森林環境税

というのが徴収されることになりますので、

それで国全体で森林の保全をしていこうと

いう趣旨ですので、個人の負担、これはも

う個人ではできないところです。 

ただ経営が成り立つようなところは、こ

れで整備するつもりはございません。やっ

ぱり放置されてるところを整備の方針に従

いまして、優先順位の高いところから、そ

の人も入らへんような山整備しても仕方が

ないので、まずは、里山に近いところから

整備していくということで計画しておりま

す。以上です。 

だから個人の負担というのは求めないと

いうような形で整理しております。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 
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管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

そこはわかりました。 

次、154 ページの商工事務事業の２番、指

定沿道賑わい創出支援事業、一件当たり 300

万掛ける２件ということで、大変大きな額

を上限ですけども支援していただけるんで

すけれど、そもそもこの国道 423 号沿いの

ことだと思いますけれど、そういう土地は

あるんですか。そういう事業を展開するよ

うなことができるんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

西田課長補佐。 

○農林商工課課長補佐（西田純夫君） 

はい。農林商工課、西田でございます。 

今おっしゃったように市街化調整区域の

中では、今提案すらなかなかできなかった

というところが本町の場合にはあったんで

すけれども、それを１月１日現在、提案基

準Ａ、こちらのほうでちょっと緩めていこ

うというところになっているもんでござい

ます。 

こちらのほうを活かしながらですね、あ

と退避策もそうなんですけれども、豊能町

の賑わいですねこちらのほうを我々として

は創出したいと考えておりまして、もし仮

にそういう相談があればですね、こちらの

ほうとしても、いわゆる財政的な支援も含

めまして、できる限りの支援を行っていき

たいというふうに考えているところです。 

今そういう土地があるのかないのかとい

うところでございますけれども、今現在具

体的な相談というのは当課においては受け

ておりません。ただ、今後、この予算の中

で議決をいただきまして、実際に動き出し

たという後でですね、いろいろ候補が挙が

ってくれば、こちらのほうとしましてもそ

この相談に乗っていきつつ、できる限りの

支援を行っていきたいというところで、予

算を要求したものでございます。 

あと国道沿いだけじゃなくて、ほかにも、

主要な関連道路あるんですけども、その沿

道沿いのところに関するものですので、決

して国道 423 だけではないということを付

言しておきます。 

以上でございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

その説明は議員総会で受けたと思います。 

場所的にはね。大体、田んぼとか、特に国

道 423 号沿いの土地を貸してくれる人とか、

そういうのを見受けられないと思うんです

ね。田んぼだし。うまいこと、コメリさん

は、町が声掛けてくださってということだ

ったんですけれど、こういうことを、でき

ますよってもう田んぼやめたいなと思って

はる人もおると思うんですね。 

その広報はどのようにされてるんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

西田課長補佐。 

○農林商工課課長補佐（西田純夫君） 

農林商工課、西田でございます。 

土地の選定そのものにつきましてまだこ

れからというところもございます。 

農地に関しまして今質問がいただいたん

ですけれども、豊能町の場合は農振の用地

が非常にございます。農振の用地、一言で

言いますと、これは転用がなかなかできな

いというところでございます。 

こちらのほうですね提案基準Ａだけでは

なくて、要は市街化調整区域の話だけでは

なくて他法令の制限、ここをクリアしてい

く必要があるんですけれども、ここはやは

りケースバイケースというところもござい

ます。で、農用地除外すべきかどうかとい

うのも、個々の事案によるものと考えてお

りますし、ここのところは、実際、この議
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決をいただいて動き出した時にですね、

個々の具体の相談があったときに、こちら

のほうとしては考えてまいりたいと考えて

おります。 

以上でございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

田んぼや畑を持ってる人たちの声掛けっ

て言うんですか。そんなんはできないんで

すか。 

全然動かないじゃないですか、今のまま

だったら。 

○委員長（永谷幸弘君） 

大西政策監。 

○政策監（大西隆樹君） 

大西でございます。 

先ほど管野委員がおっしゃっていただい

たようにコメリのほう、誘致のほうはうま

く行きました。そういった形でですね、い

ろいろな、先ほど西田が申しましたように

いろいろな制約はございますけれども、こ

ういった予算がですね、うまく活用できる

ように、いろいろと、こちらも調査をしな

がら、活性化に向けてつなげていきたいな

というふうに思っております。 

個別の声掛けというのは、ちょっと、こ

こで申し上げると、いろいろとまた語弊が

出てくるかもわかりませんので、そこはち

ょっと差し控えさせていただきたいと思い

ます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

個別じゃなくてもいいですから広報とよ

のとかで、それを見かけたなって思ってお

問い合わせは農林商工課までってしていた

だいたらね、もう田んぼやめたろって思う

人が出てくるかもしれないから、どうです

か。 

○委員長（永谷幸弘君） 

中谷課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

農林商工課の中谷です。 

基本的には、農地、畑っていうのは、守

らなあかんのです。はい。うちからそこを、

もうしませんから何か貸してくださいって

いうような広報は、そういうのはしないん

です。 

予算お認めいただいたらこれから広報活

動していくんですけども、基本的には事業

主さん、それは個人であったり法人であっ

たりするんですけども、そことその土地所

有者さんが、やっていただくっていう形な

ので、町がその場所をマッチングする、町

の誘致とかっていう話とはまた別で、個人

さんが指定の沿道、沿線内で、例えば今家

建ってるところを改装して別のもんに、何

かお店したりとかっていうところで、賑わ

いをつくっていくっていう意味合いで、そ

こに支援していこうか、そういう気持ちを

ちょっと後押しするような形で、300 万結構、

改装するんでしたら微々たるもんかもしれ

ないんですけども、今までも創業支援とか

ってやってたんですけども、今度はもう、

沿道の賑わいづくり、今回、ちょうどその

沿道の規制がありましたので、そこの沿道

の賑わいをつくっていこうっていうところ

の背中をちょっと押すような形の支援って

いうような形で。 

ただ、いろんな法規制とかあって、それ

が農振の用地をちょっと、転用したりとか

ってなってくるとやっぱりスパンが結構長

い時間１年ぐらいかかるんです、農振の用

地外すとか。そういうのもあるんで、初年

度はなかなかおっきい話なので、なかなか

手は挙がってこないかなとは思ってるんで

すけども、一応２件分は、予算のほうを上
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げさせていただいているという状況です。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

田んぼや畑は諦めましたけどね、雑種地

とかあるでしょ。雑種地とかと、先ほどお

っしゃった倉庫とか、おうちで使っていな

いおうち。そういうところだったら、お商

売できるわけだから、やっぱり、広報して

いただいて、８年ぐらい前かな、ちょっと

デイリーマーケットみたいな人から、そし

たら沿道でやったらいいやん言ったら倉庫

貸してくれへんねんっていう話は聞いたこ

とがあるんですね。とてもすてきなものを、

グッズをつくってはったんでね。 

何かそういう人たちが簡単に借りれるよ

うに、まず倉庫貸しますよみたいなことに

なったらいいなと思って、しっかり広報や

ってください。 

○委員長（永谷幸弘君） 

要望ですね。 

    （「はい」の声あり） 

○委員長（永谷幸弘君） 

寺脇委員。 

○委員（寺脇直子君） 

最近ちょっと災害が多発してますのでち

ょっと防災関係の質問をちょっと何点か確

認させていただきます。 

116 ページ、説明資料 116 ページのため池

防災減災事業っていうの、前年度はゼロで

今回 500 万ということで、これ、どういっ

た、どこの地域でどういう防災になるんで

しょう。 

○委員長（永谷幸弘君） 

杉本課長補佐。 

○建設課課長補佐（杉本 崇君） 

はい。建設課、杉本です。 

この事業は吉川の上ノ山池と下池の廃池

にするための事業です。 

来年度はその廃池にするための工事する

ための実施設計を行う金額を計上させてい

ただいてます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

  寺脇委員。 

○委員（寺脇直子君） 

次に、次のページ 117 ページの２番目の

地籍調査推進事業の、本町は南海トラフ地

震防災対策推進地域に指定されているって

いう、これちょっと説明していただけます

でしょうか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

杉本課長補佐。 

○建設課課長補佐（杉本 崇君） 

はい。建設課、杉本です。 

もとになるのが南海トラフ地震に係る地

震防災対策の推進に関する特別措置法がも

とになってるんですけども、南海トラフ地

震防災対策推進地域の指定の基準の概要と

しましては、震度６以上の地域、津波高３

メーター以上の海岸堤防が低い地域、防災

体制の確保、あと過去の被災履歴、ちょっ

とこれは関係ないです、すいません。 

豊能町がぎりぎり含まれてるのはこの中

でも、震度６以上の可能性があるというこ

とで、含まれているものだと考えます。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

寺脇委員。 

○委員（寺脇直子君） 

次に 118 ページの２番目の急傾斜地崩壊

対策区域内の建築物で、これはどこの地域

でしょうか。住民の安全・安に寄与できる

っていう。 

○委員長（永谷幸弘君） 

杉本課長補佐。 

○建設課課長補佐（杉本 崇君） 

はい。建設課、杉本です。 
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地域と言いましたらこれは土砂災害特別

警戒区域に指定されてる、地域の住宅の補

強の設計と工事に関する補助事業です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

寺脇委員。 

○委員（寺脇直子君） 

次の３番目のがけ地近接等危険住宅とい

うのはこれは。 

○委員長（永谷幸弘君） 

杉本課長補佐。 

○建設課課長補佐（杉本 崇君） 

はい。建設課、杉本です。 

これも地域的には同じく土砂災害特別警

戒区域に指定されてる建物に関することな

んですけども、３番目のほうは、土砂災害

特別区域内にある建物の除却から移転まで

の事業です。 

２番目の急傾斜地のほうは、同じ区域な

んですけども、内容が、既存建物の補強に

関する設計と工事に対する補助です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

寺脇委員。 

○委員（寺脇直子君） 

２番目と３番目は何件ぐらいあるんでし

ょう。 

○委員長（永谷幸弘君） 

杉本課長補佐。 

○建設課課長補佐（杉本 崇君） 

はい。建設課、杉本です。 

以前も議会で質問あったんですけども、

豊能町内で土砂災害特別警戒区域ですかね、

に関する宅地は一応 486 宅地ほどあるんで

すけども、これが確実な数字かといいます

と、指定の条件としましては土地全部がこ

の特別警戒区域にはまるのか、建物が一部

でも絡んでたら対象になるかとかそういう

微妙なところがありますので、ちょっとそ

ういうのを除いて調べたところ大体 486 宅

地です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

寺脇委員。 

○委員（寺脇直子君） 

次のページの３番目の法定外公共物維持

管理補助事業の、この里道っていうのはど

この里道。 

○委員長（永谷幸弘君） 

杉本課長補佐。 

○建設課課長補佐（杉本 崇君） 

はい。建設課、杉本です。 

どこと言われましても豊能町の地域全域

に、昔から言われる里道、河川というもの

と水路の青線というものがありまして、そ

れの整備に関する補助事業であります。 

○委員長（永谷幸弘君） 

いいですか。 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

補助事業ってあるんで、その里道をパト

ロールして、ここが崩れてるなって言った

ら直すってそういうことなんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

杉本課長補佐。 

○建設課課長補佐（杉本 崇君） 

はい。建設課、杉本です。 

基本、法定外公共物は受益者さんに維持

管理してもらうということにしてますので、

何かしら崩れたりとかしたら、建設課のほ

うに申請していただいて、工事費に対して

２分の１を補助するという制度であります。 

○委員長（永谷幸弘君） 

池田副委員長。 

○副委員長（池田忠史君） 

すいません、まず戻りますけど 116 ペー

ジ、先ほどありました吉川のため池の廃止

の件なんですけど、ため池の管理等は全然

されてないんですか。これって廃止するの

には、予算計上されてますがこれって水利

の関係だと、各水利組合で管理するとかっ
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ていうところの話も出てくると思うんです

けど、何年か前、ため池が溢れて決壊する

っていうので、消防が出動したような事件

もありましたし、管理等については、国か

ら、国からじゃない町からの予算というの

はどこかに上がってるんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

杉本課長補佐。 

○建設課課長補佐（杉本 崇君） 

はい。建設課、杉本です。 

先ほど御指摘のあった管理なんですけど

も、管理のほうは町ではいたしていません

で、この対象となる、山ノ上池と下池は今、

水を抜いた状態で、水が溜まらない形とは

なってますので、溢れるとかいうような危

険性のあるものでは今のところありません。 

○委員長（永谷幸弘君） 

池田副委員長。 

○副委員長（池田忠史君） 

廃止するのには、町からお金が出るって

ことなんですね。ため池自身はそれぞれ、

先ほども言ったとおり、持ち主さんという

か組合というか、で管理してると思うんで

すけど、廃止する場合にはそこはお金を出

さなくて、町が出して廃止するということ

ですかっていうことなんですけど。 

○委員長（永谷幸弘君） 

杉本課長補佐。 

○建設課課長補佐（杉本 崇君） 

はい。建設課、杉本です。 

管理組合、この池の管理として管理組合

は存在するんですが、この事業に対しては、

100％国からの補助で町が工事するものであ

ります。 

○委員長（永谷幸弘君） 

池田副委員長。 

○副委員長（池田忠史君） 

ですので、廃止する場合には、町が最終

的にはお金を出して廃止するということで

いいんですかね。 

○委員長（永谷幸弘君） 

杉本課長補佐。 

○建設課課長補佐（杉本 崇君） 

建設課、杉本です。 

議員がおっしゃられるのは町の単費を使

うということでしょうか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

はい、池田副委員長。 

○副委員長（池田忠史君） 

これ町の単費とか国からの補助金とかい

う話ではなくて、組合側で組合がお金を出

し合って廃止するんじゃなくて、廃止する

ときには補助金が出るんですか。 

管理は全部組合が管理のお金を出してる

わけですよねっていうところを聞いてます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

杉本課長補佐。 

○建設課課長補佐（杉本 崇君） 

はい。建設課、杉本です。 

すいません、組合からの負担はありませ

ん。国からの 100％補助であります。 

○委員長（永谷幸弘君） 

池田副委員長。 

○副委員長（池田忠史君） 

ですんで、ほかでもじゃあ、ため息やめ

るって言った場合には全部国の補助金が出

てやめれるということでいいんですかとい

うことです。 

    （発言する者あり） 

○委員長（永谷幸弘君） 

ここで暫時休憩いたします。 

再開は 13時といたします。 

 （午前 11時 59分 休憩） 

 （午後１時 00分 再開） 

○委員長（永谷幸弘君） 

休憩前に引き続き会議を開きます。 

質疑を続けます。 

管野委員。 
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○委員（管野英美子君） 

管野です。 

119 ページの先ほどの法定外公共物維持管

理事業、 

○委員長（永谷幸弘君） 

すいませんね、回答先にいただきます。 

杉本課長補佐。 

○建設課課長補佐（杉本 崇君） 

はい。建設課、杉本です。 

先ほど池田委員のおっしゃられたこの事

業の対象となるため池なんですけども、防

災重点農業用ため池が事業採択の条件とな

っております。 

補助率なんですけども 100％補助といって

上限がないようなちょっと印象を与えてし

まいましたけども、定額補助ということで、

堤体の高さによって補助金額変わります。   

堤体の高さが５メーター未満と、５メー

ター以上 10 メーター未満、堤体高が 10 メ

ーター以上と、この３種類がありまして、

今回の山ノ上池と下池は堤体５メーター未

満なので、補助額は 1,000 万円となっとな

っております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

池田副委員長。 

○副委員長（池田忠史君） 

なので、最終的に私が確認したいのは、

今後ため池をもしやめるとか言った場合は

全部負担は組合のほうで負担しなくてもい

いってことですかっていうことなんですよ。 

○委員長（永谷幸弘君） 

杉本課長補佐。 

○建設課課長補佐（杉本 崇君） 

はい。建設課、杉本です。 

ため池が全てが対象とならないので、今

回のように補助が出るのは防災重点農業用

ため池という、これは大阪府が指定するん

ですけどもそのため池、ため池に指定され

ることで補助の対象となり、それに指定さ

れていないため池は補助の対象となりませ

ん。 

○委員長（永谷幸弘君） 

池田副委員長。 

○副委員長（池田忠史君） 

それはもう既に、既に今あるため池には

それが指定されてるとことしてない、され

てないところが全てにあるっていうことで、

その対象になってるところはその補助金を

使えるということでいいんですね。 

最終確認だけです。はい。 

○委員長（永谷幸弘君） 

杉本課長補佐。 

○建設課課長補佐（杉本 崇君） 

はい。建設課、杉本です。 

はい。委員のおっしゃるとおりです。 

○委員長（永谷幸弘君） 

淨住理事。 

○都市建設部理事（淨住 修君） 

ちょっと補足します。先ほど杉本が言っ

たですね、防災重点農業ため池というのは、

知事が府知事が指定してるんですけども、

下流に人家とか、道路とか公共性がありま

して、決壊とかですね、被害が生じると人

的公的被害が生じるという池についてです

ね、もう指定しているという池です。 

ですから、下流に、下流が山林とか農地

とか、人的被害が生じないという池は対象

にならないということ。 

あとその国の補助要件ですね、ほかにあ

りましては、被害のですね想定額が 500 万

以上とかですね、様々な要件がありますん

で、防災重点ため池、防災重点農業ため池

に指定されているからすぐに補助金がもら

えるというわけではなくて、ほかにも細か

い要件があるということで、御承知いただ

きたいと思います。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 
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○委員（管野英美子君） 

119 ページの町道維持管理事業の３番、法

定外公共物維持管理補助事業の里道のこと

ですが、昨年伺ったんでは、締切りが５月

末と記憶していますけれど、今回はどうで

すか。それと、申請は自治会や町会でやら

なければいけないんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

杉本課長補佐。 

○建設課課長補佐（杉本 崇君） 

はい。建設課、杉本です。 

申請は何か団体なりの名前じゃなくて個

人の方の申請でも構いません。 

締切りなんですけども、予算があります

ので、例年どおり似たような時期が、精査

したいと思いますのでその時期になると思

います。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

期限はないということですか。年度内だ

ったら、いつ申請してもいいんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

杉本課長補佐。 

○建設課課長補佐（杉本 崇君） 

建設課、杉本です。 

補助金が確定して、交付決定を行って、

工事が完了するのを年度内に行ってもらわ

ないといけないので、期限がないと言われ

て年度末ぎりぎりとかというのはちょっと

無理なので、その工事の期間も含めたうえ

での申請をお願いしたいところです。はい。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかにございませんか。 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

資料 151 ぺーシの野生鹿、猪等の件なん

ですけど、これ狩猟免許の講習費用の補助、

これちょっと具体的に教えてほしいのと、

あとこれ柵ですね、柵の一部の補助比率、

去年と同じだと思うんですけどもう一度再

度確認させてください。 

○委員長（永谷幸弘君） 

  西田課長補佐。 

○農林商工課課長補佐（西田純夫君） 

農林商工課、西田でございます。 

まず、狩猟免許の補助なんですけれども、

免許取得のため、講習会費用等を１万 2,000

円程度、こちらのほうの補助を行っておる

ところでございます。 

有害鳥獣の被害防護柵の補助金でござい

ますけれども、補助率は２分の１、10 万円

が上限でございます。要件としましては、

被害防護柵の設置場所が町内であること、

受益者が原則３戸以上であること、ワイヤ

ーメッシュ柵、金網柵、ネット柵、電気柵、

又はこれらの複合柵が対象となります。 

５年間は使用、維持管理することが条件

となってございます。 

以上でございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

かなりの金額をアップしてもらってるん

ですけど、件数増えてるということですね。 

件数ですよね。 

○委員長（永谷幸弘君） 

西田課長補佐。 

○農林商工課課長補佐（西田純夫君） 

予算の増額の質問かと思います。 

予算につきましてなんですけれども、捕

獲頭数の目標頭数を昨年度 250 頭となって

おりましたところ、今年度は 350 頭に上げ

ております。その予算増額でございます。 

あとですね、すいません。これ５年度予

算 999 万 4,000 円なっておりますけれども、

昨年度は骨格予算でありましたので、その

後、金額、補正しております。最終的には、
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596 万 5,000 円でございましたので、そこの

ところも御承知おきいただければと思いま

す。 

以上でございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

すいません、聞くの忘れました 119 ペー

ジの先ほどの里道のことですけれども、周

知はどのようにされるんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

杉本課長補佐。 

○建設課課長補佐（杉本 崇君） 

はい。建設課、杉本です。 

周知のほうは行政連絡協議会のほうで行

っています。 

○委員長（永谷幸弘君） 

高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

今の関連なんですけど、これはこれから

話ですけど、コメリが来ますよね。コメリ

の周辺の里道、グリーンの、何ていうかな、

設計がされておりまして、そこは町がする

いうことになるんですかね。里道あります

でしょ。 

○委員長（永谷幸弘君） 

大西政策監。 

○政策監（大西隆樹君） 

はい。大西でございます。 

コメリの裏側の芝生の広場っていうこと

になりますよね。 

あと、里道といいますか、河川管理道と

いうことで、１メーターぐらいの道が周囲

をついておるというような状況なんですけ

ども、その管理については、今後ですね、

自治会あるいは漁業組合、あるいは民間等

で管理していただくように考えておりまし

て、転落防護柵をそれは公費で町費又は大

阪府と相談して付けていきたいというふう

に思っております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

賑わいの事業ありましたよね。それ事業

自体はいいんですけど、大西政策監はコメ

リはうまくいったって言うけど、コメリ１

社だけでしたよね、申込み。やはりこうい

う事業をしたときに、どういうふうに知っ

てもらう、情報発信をしていくのかってい

うところをまずお聞かせいただけますか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

西田課長補佐。 

○農林商工課課長補佐（西田純夫君） 

はい。広報の方法でございますけれども、

まずは、基本どおり町内の広報紙で、まず

はさせていただければと考えておるところ

です。 

また、補助の対象者ですけれども、町内

で営業を行う者であれば、代表者、従業員

等の居住地は町内外問わないことを考えて

おります。 

ですので、広報紙のみならず、やはりホ

ームページでも情報発信をしていきたいと

考えております。あと関係各団体ですね商

工会等、こちらのほうに入ってくる団体も

あろうかと思いますので、それら団体も含

めまして、広報に努めてまいりたいと考え

ております。 

以上でございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

やはりいろんな場面で広報紙をつくって

発行したりとか、総務のほうで何かあった

かな、確か広報紙をつくってっていうのは

部長ありましたよね。 

やはり、そういった場合、今の時代メイ

ンとなるのはホームページなんですよやは
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り。ホームページにアクセスすればいろん

な豊能町のお得な情報が見えると、ふるさ

と納税に限らずこういう広報の賑わい創出

に限らずいろんな情報が見れるっていう体

制にするためには、今のようなホームペー

ジじゃ駄目だと思うんですよね。 

いわゆるこういったことを考えると、も

っとホームページ担当のね、ところは、本

当しっかりとすぐにでも見やすいホームペ

ージに改良していく必要があると思います。 

これはもう、総務のときからお願いしてる

ことなんで。 

 それで 149 ページのコミュニティセンタ

ーなんですけど、12 月議会のときに指定管

理で可決されたと思うんですけど、その時

に事業者としては、幾つか、グラッドと何

社か複数あってっていうようなことをおっ

しゃっててそこら辺はどうなるかわからな

いっていう回答でしたよね。 

それでその後どういうふうな形になった

かちょっと経緯を含めて説明してもらえる

と助かります。お願いします。 

○委員長（永谷幸弘君） 

西田課長補佐。 

○農林商工課課長補佐（西田純夫君） 

農林商工課、西田でございます。 

高山コミュニティセンター指定管理者の

件について御質問いただきましたので、報

告をさせていただきたいと思います。 

高山コミュニティセンター指定管理者の

指定につきましては、昨年の 12 月議会にお

きまして、株式会社グラッドを指定管理者

としてお認めいただいたところでございま

す。 

全員協議会の提出議案での説明並びに総

務建設常任委員会の審査の中の説明で、株

式会社グラッドは、協力事業者としてほか

２社と協力し、今後、株式会社グラッドを

中心に３社でＮＰＯ法人の設立、又は共同

企業体を組む可能性があり、今後名称が変

更となることがありましたら議会報告、ま

た議決が必要な場合は議会へ上程させてい

ただくことと、説明をさせていただいたと

ころでございます。 

その際議員の皆様から、ＮＰＯなど別組

織を設立した場合、その責任の所在はどう

なるのかなど別組織になることを懸念させ

る御意見もちょうだいをいたしました。 

年が変わりまして、１月 19 日、株式会社

グラッドと協議の場を持たせていただきま

して、全員協議会並びに常任委員会でいた

だいた御意見をお伝えしまして、今一度協

力事業者間でどういう方向で運営をされる

か、協議をしていただくように指示をいた

しました。結果２月１日に株式会社グラッ

ドから協力事業者間の協議結果の報告があ

り、別組織の設立はせず、株式会社グラッ

ドが、以後、指定管理者として運営すると

の回答をいただきました。 

なお、予定していました協力事業者２社

とも、指定管理の運営の協力関係は保つと

の返答をいただいておりますので、議会へ

提案させていただきました事業につきまし

ては、実質、何も変わらないものと承知を

しております。 

したがいまして、協力３社で別組織が引

き継がれる可能性がありますと説明をして

おりましたが、今回、株式会社グラッドよ

り、自社が全面的に受けるという報告があ

りましたので、この場でもちまして報告を

させていただきます。 

以上でございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

ありがとうございます。今回のね懸念で、

今回うまいこと解消されたんですけど、や

はり指定管理を選ぶ際は今回のように明確



39 

に事業者というものはどこか、責任の事業

者どこかっていうのを明確にして、今後の

指定管理の採用、採択基準、いうものに入

れ込んでいっていただきたいと思います。 

それとあと１点、160 ページのごみ減量化

なんですけど、しないんですかね、ごみ減

量化。予算も若干減ってるんです。どうい

う理由でかわからないんですけど。 

減量化の方針みたいなものがあれば、お

聞かせください。 

○委員長（永谷幸弘君） 

星原主幹。 

○環境課主幹（星原健男君） 

はい。環境課の星原です。 

去年はですね、ごみ減量化事業としまし

て推進員の皆さんの協力のもと、店舗前で

ごみ減量化の啓発物品を配りました。啓発

物品としましては、例えば、食品ロスを防

ぐための冷蔵庫に貼るシールであるとか、

あとはジプロックみたいな、そういう冷凍

して、食品ロスを防ぐという、そういうよ

うなものを配布させてもらいました。 

今後啓発としましては、どちらかという

と食品ロスのほうをメインに、ちょっと進

めていきたいと考えております。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

本当力入れたほうがいいと思うんですよ。 

一市三町の負担金って、可燃ごみの量で

分担金変わってきますよね。そしたら生ご

みのこういった量が減るっていうことは、

こういうもっと一市三町の負担金の面でも

減ってくるのかなと思うんで、もう少し何

かこう啓発だけじゃなくて、例えば生ごみ

処理機を入れる、何とかこう、ほかのもう

ちょっと面白い規格に合わせたごみ減量を

する、学校を中心に減量化を進めていく、

何かもう豊能町、町全体を挙げてごみ減量

化っていうことを、何か施策の一つとして

挙げるっていうのは非常にリターンとして

は大きいのかなと思うんですけど、そこら

辺は町長、何かお考えありますか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

はい。ごみ減量についてはですね、ずっ

と長きにわたり進めているところでござい

まして、ずっと環境課のほうで取り組んで

いただいております。 

これについては続けていかなきゃならな

いんですけれども、時代とともにですねい

ろんなことが変わってまいりますので、そ

れも加味した形でですね、おっしゃいます

ように進めていくというということで、ご

み減量というのは、しっかりとですねアド

バルーンを一つ上げてですね、今後も進め

ていきたい思っております。 

よろしくお願いいたします。 

○委員長（永谷幸弘君） 

永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

次年度でもいいしどこかの段階で町の一

つの方針として、ダイオキシンで有名にな

った豊能町だからこそ、日本全国ごみ量が

少ないというのも一つの売りかもしれない

し、そういった意味で一つの骨太の方針の

中に力入れてごみ減量していきますってい

うようなものをつくり出していっていただ

きたいと思います。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかにございませんか。 

はい、高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

説明書の 127ページなんです。 

下水道のこれは 99 ページです、予算書で

は。下水道のことなんですけれども、１番
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目の下水道事業ですね、これは全体の下水

道事業のことを言ってるんですか。 

1,032 万 6,000 円が計上されているんです

が、これは、この説明ちょっとお願いした

いと思います。 

○委員長（永谷幸弘君） 

臼井課長補佐。 

○都市企画課課長補佐（臼井信一郎君） 

都市計画の臼井です。 

１番目の下水道事業会計繰出金事業、整

備分についてなんですけど、これは浄化槽

の一般財源のほうに浄化槽分が計上されま

すのでその部分の全体に占める事業費とな

ります。 

２番目の下は先ほどもお話しさせていた

だいたとおり、そちらの部分の臨時として、

浄化槽の修繕料分、三件分が計上している

形になっております。 

以上となります。 

○委員長（永谷幸弘君） 

高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

三件分っていうのは、東地域の、吉川も

あるのかもしれませんが、これ両地域のこ

とを言ってるんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

臼井課長補佐。 

○都市企画課課長補佐（臼井信一郎君） 

はい。都市計画の臼井です。 

今浄化槽が、浄化槽が現在稼働中の浄化

槽は 57 件あります。そのうち、高山が 55

基、余野、吉川で２基で合わせて 57 基のう

ち、今回事業費と上げている 122 万 3,000

分は、高山分になります。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

わかりました。私、前から言ってたんで

すけども、光風台の遊水池のところに下水

のほうが流れてきてるんですけどね。 

それが暖かくなったらすごい臭いがする。

これから暖かくなるので、すごく、もう何

て言うのかな、何とも言えない臭いがしま

すね。町のイメージが全然変わるんじゃな

いかなと思ってね、光風台上がってきた途

端臭いがね、すごいするのでね。 

その点で、これは浄化槽なので、ここの

あれですよね。全体のはないのかもしれま

せんけど、その点検がすごくやりにくいと

ころでわからない、暗渠が。そういうふう

な御説明があったんですけどね。 

それは、いずれ何とかね解明していただ

いてね、直すような方向がね、できないの

かなというふうに思って、これは一応指摘

だけしておきたいと思いますが、はい。 

ひとつよろしくお願いいたします。 

それは何かありましたらおっしゃってく

ださい。 

○委員長（永谷幸弘君） 

臼井課長補佐。 

○都市企画課課長補佐（臼井信一郎君） 

はい。都市計画の臼井です。 

今委員がおっしゃられた光風台の分につ

いては、令和５年の決算のときに御質問の

あったとおりで、うちのほうが、池田市役

所の上下水道部にちょっと協力を得て、水

質検査のほうを実地していただきました。 

その中で、微妙ではありますが、臭いっ

ていうのは検出されております。ただ、そ

この原因追及という形になりますと、委員

長もおっしゃられたとおり、どこをってい

う区域を設定するには、消去法ですね、流

れてくる区域のところを１か所１か所閉じ

て確認していかないといけないっていう作

業がありますので、直営ではちょっと難し

いということと、あと業者に委託しても、

実際水が流れてくるような下水ですね、流
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れてくる時期、時間帯でないと把握できま

せんので、水量が多いということであれば、

朝とか、例えば夕方お風呂の使用後という

水を排出するときになるんで、なかなかち

ょっと確認っていうのはできないというか

しづらい状況ではあります。 

ただ今言われてましたように、今後夏場

ということであって臭いが強くなるような

ことがまた多々あると思うんで、そのとき

はまた直営でも一応確認はしていくという

ことで、ちょっと進めていきたいと思いま

す。 

以上となります。 

○委員長（永谷幸弘君） 

浄化槽の今お話なんで、 

○委員（高尾靖子君） 

はい。浄化槽の話でちょっと話がね違っ

たんですけども、これは一応下水の話なの

で聞いていただきたいなと思ってお願いし

ましたけど、ぜひ、その辺を意識していた

だいて、今後検討していただきたいという

ふうに思います。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかにございませんか。 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

資料 155 ぺージ、観光事業なんですけど、 

これ、どういったことをして、この予算を

使おうと思ってはりますか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

西田課長補佐。 

○農林商工課課長補佐（西田純夫君） 

はい。観光事務事業でどういったことに

使っていくのかという御質問だったと思い

ますが、まずは観光協会に対する補助金、

あと大阪府、大阪観光局に対する負担金の

支払い等、あと、今回秋フェスタというも

のを、来年度やろうかということを計画し

ておりまして、それのチラシの印刷代等に

使わさせていただく予定となっております。 

以上でございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

よろしいですか。 

私のほうから説明書 133 ページのですね、

３番、支障木伐採業務委託事業で新規で

1,000 万、今回出てまして、対象地域は説明

を受けたんですが、これって今 1,000 万、

これは単年度で終わるものなのか、例えば

計画を立ててですね、来年度も引き続いて、

このような形の委託事業をされるのか、こ

の点についてお伺いいたします。 

○委員長（永谷幸弘君） 

臼井課長補佐。 

○都市企画課課長補佐（臼井信一郎君） 

はい。都市計画、臼井です。 

今回の支障木 1,000 万なんですけども、

前年度からも引き続きの事業ではございま

す。今回の予算が 1,000 万という形にはな

っております。 

先ほどにも述べさせていただいたとおり

なんですけれども、令和２年度のときに一

応点検という形で確認させていただきまし

て、ときわ台、光風台、東ときわ台、それ

から新光風台地区、希望ケ丘地区この住宅

地区の法面で、全体で 993本あります。 

そのうちに、令和７年度の実績としては

71 本、令和４年で 66 で、去年、すいません。 

令和、ごめんなさい。令和３年度の実績で

71、令和４年度の実績で 66、令和５年度先

ほど申したとおり 40 本で、全体で今、177

本。991 本のうちの 180 本弱ですね。２割弱

ぐらいが、今実際に支障木として撤去でき

た形になります。 

今年も、予算のある範囲内で、支障木の

選定はもう順位、優先順位を決めてますの

で、そちらのほうを切っていくという形に

予定しております。 

以上です。 
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○委員長（永谷幸弘君） 

993 本もうわかっておりますので、これか

ら計画的に、毎年、何本か知りませんけれ

ども、予算をとってやっていくということ

で、再確認します。 

臼井課長補佐。 

○都市企画課課長補佐（臼井信一郎君） 

はい。そのとおりでございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ありがとうございます。 

池田副委員長。 

○副委員長（池田忠史君） 

すいません、ここ関連なんですけど、

1,000 万の予算とられてますけど、木一本伐

採するのに大体幾らぐらいかかるって考え

たときに、去年 40 本で、ちょっと場所等に

よってかかる金額は違いますけど、平地で

普通に個人で業者さん頼んだら、二、三万

で一本切ってくれはりますよね。 

規模にもよるんでね、おっきい木やった

らとか場所がどんなとこやったらとかいう

のもあるけど、考えたときにこの 1,000 万

の予算が、その伐採だけじゃないと思うん

ですけど、ほかそれ以外に何が入ってるの

か。 

○委員長（永谷幸弘君） 

臼井課長補佐。 

○都市企画課課長補佐（臼井信一郎君） 

都市計画の臼井です。 

副委員長おっしゃるとおりなんですけど

も、実際に木が切っているのは、法面の緑

地、勾配があるところなんで、実際平地で

切るのとは金額は違います。 

そして、優先順位で順番的に危険度の高

いもん順から切るようにはしているんです

が、実際その危険度が高い分が全て密集し

ているわけではないので、その一本の木の

周りには、例えば危険度Ｂの、もうワンラ

ンク下の木が立ってたり、その場所、道路

の手前とか道路の奥にあるようなところも

ありますんで、一概に、一本切るっていう

値段は算定はしておりません。 

ただ、今、経験上の話になって申し訳な

いんですけども、大体基本的一本切るのに

に 20 万弱ぐらいはかかっている状態になり

ます。 

で、木切る以外なんですけども、処分代

とか運搬代、そちらのほうに経費も当たっ

てますんで、年度によっては、本数がばら

ばら、ばらばらっちゅうたらおかしいんで

すけど、50 本程度ぐらいは切る予定で進め

ている感じにあります。 

以上になります。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかにございませんか。 

田中次長。 

○都市建設部次長（田中克生君） 

都市建設部の田中です。 

ちょっと補足させていただきます。 

支障木というふうになっておりますので、

やはりそれなりに大きな木でございます。 

高さに応じてもですし、幹周に応じても

ですし、場合によっては、住宅地に向かっ

て滑り落ちてくるような樹木であれば、切

り倒したとしても持ち出します。で、その

木を切るために、周りの木も切らなきゃい

けなくなったりとか、いうようなケースが

ございます。逆に住宅地が高くて、法がこ

うなってる場合ですね、その場合は、切っ

て放置します。わざわざ持ち出さなくても

その木が、住宅地のほうに倒れてくること

はないということで、持ち出しはしません

っていうところで、ケースバイケースで金

額のほうがちょっと変わってきているよう

な状況でございます。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかにございませんか。 
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永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

説明はなかったんですけど 140 ページの

シルバー人材センター、毎年同じように 600

万近くを出すんですよね。 

やはりこれ当たり前のように補助してま

すけど、予算編成に当たってどういうふう

なヒアリングをしていうことぐらいは、説

明はいただきたいかなと思いますけど。 

どういうヒアリングをしてどう来年度ど

ういう事業を、どういう方向性でいくとい

うことは何か確認されてますか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

西田課長補佐。 

○農林商工課課長補佐（西田純夫君） 

農林商工課、西田でございます。 

委員御指摘のシルバー人材センター支援

事業、この予算要求に当たりまして、こち

らのほうから何か調査等しておるかという

話だと思うんですけれども、補助金出して

おります以上、補助金調査というのは年２

回行っております。 

そのときに会員数の動向ですとか、ある

いは今年いいますと令和５年の決算見込等

は、確実に聞き取りを行っているところで

ございます。 

今年度につきましては今のところ 100 万

円前後の黒字になるかなというところでし

て、今まで基本的に赤字体質であったとこ

ろ、ここはシルバー人材センターの努力等

でもちまして、何とか黒字化にこぎつけて

いるというのはこちらのほうも掴んでおり

ます。 

将来的には、いわゆる自立していただく

というか、自分のほうで経営していただけ

ればというのが理想ではございますけれど

も、まだそこまでは至っていないのかなと

思います。 

シルバー人材センター取り巻く状況です

けれども、企業 65 歳定年の導入等でですね、

おそらく会につきましては、今後もちょっ

と苦戦されるのかなというところもありま

して、こちらのほう、一つですね、お互い

にやりながら、今後とも予算要求どのよう

にしてあるべきかと考えながら予算要求を

してまいりたいと思いますので、御理解賜

りますようにお願いをいたします。 

以上でございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

やはり 600 万もの補助金を出してるわけ

ですから、今の説明をやはり毎年度当初予

算のときは、こういう状況ですと。今いい

話ですよね、ようやく黒字になりましたみ

たいな。じゃどういう事業をしていくんだ

って言ったら、これくらいの補助金出して

ちゃんと指導してるなというのが伝わって

くるんで、そこら辺の説明というものをし

っかりするようにしていただきたいと思い

ます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかにございませんか。 

私から 134 ページですね、その中の８番

の希望ケ丘緑地散水栓設置事業、新規でな

っておりますけども、これ実際に緑地に花

いっぱい運動されてる方がもう既にされて

おりまして、そのために今回をつけるとい

う話ですよね。 

散水栓と水道管の延長なんですけど、散

水栓で、幾らぐらい何個つくんですかね。  

臼井課長補佐。 

○都市企画課課長補佐（臼井信一郎君） 

はい。都市計画の臼井です。 

内訳としまして、工事費で 99 万円、水道

を引くために口径別納付金、要は申込み料

みたいな形で 44 万円要ります。合わせて

143万円となります。 
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以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

あとこれ場所的にどの辺になるんですか

ね。緑地って書いてあるんですけど、広い

ような感じするんですけど。 

臼井課長補佐。 

○都市企画課課長補佐（臼井信一郎君） 

はい。都市計画の臼井です。 

ちょっと阪急バスの前に、公園みたいに

広場があるんですけども、その花壇の上の

部分に一応予定はしてます。 

ただ、場所なんですけども、水道を引き

込める要は給水管というのが希望ケ丘宅地

にあるんですけど、そちら側から分岐して、

公園内に引っ張っていかないといけません

ので、一概に国道とか大きな道路ですね、

あちら側から引っ張って、引き込みすると

工事代もかかりますし、そういう管が通っ

てないとできませんので、その辺は現場、

それから水道の埋設管の調査をして最終的

には設置するように考えております。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

この花いっぱい運動なんですけど、これ

が例えば今後もですね、申請があれば、即、

町としては、許可を出して、散水栓を引っ

張るという、そういう考えですか。 

多分いっぱいつくってくると思うんです

けどね。それをもとに、町がこのような形

で、申請があれば必ず許可するという体制

なのか、申請があって、どういう形で申請

を許可するのかよくわかりませんけれど、

多分花いっぱい運動というのはやっぱり花

があればでいいと思うんですけど、どこか

である基準持っとかないと、世話するも大

変ですけど水道も大変ですよね。 

そういうのがあるかどうか。 

田中次長。 

○都市建設部次長（田中克生君） 

はい。都市建設部、田中です。 

花いっぱい運動とかで協定を結んだ住民

さんが、ここでするからすぐ欲しいという

わけでは、なかなか予算措置は厳しくて、

本件については、池田町長の１期目のとき

から、毎年、地元自治会のほうから要望書

をいただいておりました。 

ということで今回やっと設置するという

運びになりました。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかにございませんか。 

質疑がないようですので、次に入れ替わ

るタイミングとして、暫時休憩をさせてい

ただきます。 

45分でよろしくお願いいたします。 

ありがとうございました。 

（午後１時 37分 休憩） 

（午後１時 45分 再開） 

○委員長（永谷幸弘君） 

休憩前に引き続き会議を開きます。 

次に予算説明資料の 167 ページから 213

ページまでのこども未来部（教育総務課・

義務教育課・こども育成課・生涯学習課）

が所管する事業について、御説明願います。 

住原課長補佐。 

○教育総務課課長補佐（住原 聡君） 

教育総務課、住原と申します。 

私のほうからは、第 22 号議案、令和６年

度豊能町一般会計予算の件につきまして、

教育総務課関連部分について御説明させて

いただきます。着座にて失礼いたします。 

まず、予算書 18 ページをお開きください。 

継続費でございます。第２表の継続費でご

ざいます。 

款 10．教育費、項１．教育総務費、事業

名、小中一貫校施設整備事業（西地区整備

工事）でございます。こちらは工事費が工

事請負費及び工事監理委託料として、32 億
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3,000 万飛び 99 万 5,000 円を計上しており

ます。 

年度割の事業計画といたしましては、令

和６年度と令和７年度の２か年として指定

いたしまして、割合として、令和６年度が

40％の 12 億 9,239 万 8,000 円、令和７年度

が 60％の 19 億 3,859 万 7,000 円という設定

しております。 

続きまして、20 ページをお開きください。 

第４表、債務負担行為でございます。１番

下の段、校務支援システム更新事業でござ

います。 

教職員の働き方改革と教育の質の向上を

目的として、平成 31 年４月に導入いたしま

した校務支援システムの契約期間満了に伴

う、校務支援システムの更新費用として設

定させていただいております。令和６年度

から 11 年度までの限度額、4,652 万 6,000

円を設定しております。 

続きまして、歳入について御説明いたし

ます。 

予算書 43 ページをお開きください。款 15．

国庫支出金、項１．国庫負担金、目２．教

育費国庫負担金、事務局費国庫負担金でご

ざいます。こちらは公立学校施設整備負担

金といたしまして、9,680 万 4,000 円を計上

しております。 

これは、西地区義務教育学校施設改修工

事の新増築の部分に係る、令和６年度の実

施割合 40％に基づく国庫負担金でございま

す。 

予算書 45 ページをお開きください。款 15．

国庫支出金、項２．国庫補助金、目５．教

育費国庫補助金、事務局費国庫補助金でご

ざいます。こちらは学校施設環境改善交付

金といたしまして、４億 6,700 万飛んで２

万 2,000円を計上しております。 

これは同じく西地区義務教育学校施設の

改修工事の改修部分に係る令和６年度の実

施割合 40％に基づく、国庫補助金でござい

ます。 

この国庫負担金と国庫補助金の違いでご

ざいますけども、国庫負担金は、新増築に

係る部分につきまして、国が補助するもの

で、ここに国が負担するものでございまし

て、環境改善交付金のほうにつきましては、

改修等に基づく部分に関しまして、補助が

出るという違いでございます。 

続きまして歳出に移ります。 

予算書 94 ページ、当初予算説明資料 167

ページを御覧ください。吉川保育所管理事

業でございます。 

こちらにつきましては、教育総務課が所

管する吉川保育所の施設設備の保守及び修

繕に係る経費でございまして、138 万 7,000

円を計上しておりますが、こちらは例年と

大きな変更はございません。 

続きまして、予算書 127 ページ、当初予

算説明資料 160 ページ、169 ページをお開き

ください。款 10．教育費、項１．教育総務

費、目２．事務局費、学校園管理事業でご

ざいます。 

こちらは昨年度と比較して、734 万 3,000

円の減となっております。その主な要因と

いたしましては、令和６年度に、校務支援

システムの講習を行うこととするために、

校務支援システムの機械器具使用料を３か

月分のみ計上しているためでございます。 

次に、当初予算説明資料の２、構成事務

事業の３の学校給食栄養ソフト導入事業で

ございます。 

こちらは、現在無償貸与されている公益

財団法人大阪府学校給食会の学校給食栄養

ソフトの貸出が終了するため、新たに学校

給食栄養ソフトを導入するものでございま

す。ソフトの購入費といたしまして 73 万

7,000円を計上しております。 

次に、当初予算説明資料の構成事務事業
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の４番、小中学校園給食調理等委託事業で

ございますが、現在、小学校４校とひかり

幼稚園、そして令和６年度より、光風台小

学校の敷地に吉川中学校が移転することと

なっておりますので、４小１中と幼稚園の

給食調理等業務委託料といたしまして、こ

の学校園管理事業に計上しているものでご

ざいます。 

続きまして、構成事務事業の５、校務支

援システム更新事業でございますが、こち

ら先ほど債務負担行為について御説明いた

しましたが、更新に係る５年間の機器使用

料の令和６年度分を計上しているものでご

ざいまして、697 万 9,000 円となっておりま

す。 

次に、構成事務事業の６、高校生通学費

補助事業でございますが、本町から高等学

校へ通学に際し、鉄道やバスの運賃が高額

となっていることから、町内在住の高校生

の通学に係る費用を一部補填するために、

810万円を計上しております。 

次に、予算書 131 ページ、当初予算説明

資料は 172ページをお開きください。 

款 10．教育費、項１．教育総務費、目２．

事務局費、13．小中一貫校施設整備事業で

ございます。 

西地区の小中一貫校、義務教育学校改修

に係る費用といたしまして、業務委託料と

いたしまして 2,495 万 8,000 円、工事請負

費といたしまして 12 億 6,826 万 6,000 円を

計上しております。 

この小中一貫校施設整備事業は継続費の

ところでも御説明いたしましたが、事業費

総額が 32 億 3,099 万 5,000 円となっており

ますので、６年度と７年度の実施割合を、

６年度が 40％、７年度が 60％と設定いたし

まして、６年度の事業費として 12 億 9,322

万 4,000 円を計上しております。その特定

財源につきましては、国庫負担金、予算書

44 ページ、先ほど御説明いたしましたが、

公立学校施設整備負担金といたしまして

9,680 万 4,000 円を計上しております。国庫

補助金といたしまして、予算書 45 ページの

公立学校施設環境改善交付金といたしまし

て、令和６年度は４億 6,702 万 2,000 円を

計上しております。 

次に予算書 31 ページ、当初予算説明資料

は 174 ページを御覧ください。款 10．教育

費、項２．小学校費、目１．学校管理費、

構成事務事業の１の小学校管理事業でござ

います。 

こちらはですね、令和５年度と比較いた

しまして 4,486 万 9,000 円の減となってお

ります。その減額の要因といたしましては、

令和５年度までは４小学校とひかり幼稚園

の給食調理業務を、こちら小学校管理費に

計上しておりましたが、令和６年度より、

４小学校、ひかり幼稚園と光風台小学校に

移転する吉川中学校分を加えて、事務局費

のほうで予算を組んだためでございます。 

その下、構成事務事業２、小学校給食費

補助事業でございますが、子育て支援の一

環として、世界的に物価が高騰している中

で、保護者の経済的負担の軽減を図るため

に給食費の一部を負担するものでございま

す。予算といたしましては 285 万円でござ

います。 

その下、構成事務事業の３、新規教科書

関連図書購入事業 854 万 8,000 円でござい

ますが、こちらは、４年ごとに行われる教

科書採択により採択された新規採択教科書

に係る教師用指導用図書を購入するもので

ございます。 

次に、予算書 135 ページ、当初予算説明

資料は 180 ページを御覧ください。款 10．

教育費、項２．中学校費、目１．学校管理

費、中学校管理事業でございます。 

当初予算説明資料の構成事務事業の１番
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目、中学校管理事業でございます。令和５

年度と比較して 3,602 万 9,000 円の減とな

っております。その要因といたしましては、

令和６年度から中学校給食調理業務委託の

吉川中学校分を、４小学校とひかり幼稚園

の給食調理等委託事業に加え、事務局費に

予算の組替を行ったためでございます。ま

た、令和６年度から吉川中学校が光風台小

学校に移転することに伴い、施設の修繕料

や保守管理委託料、清掃費等も要因でござ

います。 

構成事務事業２、中学校給食費支援事業

でございますが、昨年度に引き続き、子育

て支援の一環として、保護者負担の軽減を

図るため、町立中学校の給食費を無償とす

るものであります。 

構成事務事業４、中学校給食費補助事業

でございますが、中学校給食を喫食してい

る東能勢小学校の５、６年生の小学校の給

食費との差額を補助するものでございます。 

構成事務事業６、理科教育設備整備事業

191 万 4,000 円でございますが、理科教育の

充実を図るため、補助金を活用し、不足し

ている理科教育設備の充実を図り、教育の

推進を図るためのものでございます。こち

らは、特定財源といたしまして、理科教育

設備整備費等国庫補助金といたしまして、

２分の１、95 万 6,000 円が特定財源として

設定してございます。 

教育委員会、教育総務課の関連部分は以

上でございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

大石課長補佐。 

○義務教育課課長補佐（大石登紀子君） 

義務教育課、大石でございます。よろし

くお願いします。 

それでは、私のほうから義務教育課関連

の予算の説明をいたします。着座にて説明

させていただきます。 

予算書 128 ページ、129 ページ、当初予算

説明資料 186 ページ、187 ページを御覧くだ

さい。 

当初予算説明資料、大事業、学校教育充

実事業のうち、小事業の三つ目、学力向上

事業につきましては、教職員の授業力向上

等を目指した学校への支援を行うものです。 

事業費としまして、経験豊富な元教員等

の配置に係る報償金が主なものです。また、

公民館を活用した中学生まなび舎教室を生

涯学習課に所管替し、事業を整理するため

に、事業費を減額するものです。 

小事業の五つ目、ＧＩＧＡスクール教育

支援システム配備事業につきましては、１

人１台配付した端末による学習環境を実現

するため、オンライン配信ソフトを利用し

た授業などをタブレット端末で実施するた

めに必須となる教育支援システムを配布す

るもので、全額システム使用料の物件使用

料となります。 

次に、小事業七つ目のＧＩＧＡスクール

サポーター配置促進事業につきましては、

１人１台配布したタブレット端末を学習で

活用するために、支援、指導する専門職を

派遣する事業で、全額業務委託料となって

おります。 

小事業、九つ目、ことばの力向上推進事

業につきましては、町内在住の中学校１年

生から３年生を対象に、町内各学校等で英

語検定を実施するものです。 

これは、本町内の中学生に対し、学びに

対する意欲の醸成を図ることを目的とし、

町内で受験できる環境を整えたものとなり

ます。また、英語教育の更なる充実を図る

ため、英語学習ツールとしてウェブアプリ

を利用した英語学習を行います。 

事業費としましては、実用英語技能検定

受験料の補助、検定補助員の謝礼、また、

ウェブアプリのサポート保守管理料、ライ
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センス使用料が主なものです。 

続きまして、予算書 130 ページ、131 ペー

ジ、当初予算説明資料 192 ページを御覧く

ださい。 

当初予算説明資料、大事業、保幼小中一

貫教育推進事業のうち、小事業の一つ目、

保幼小中一貫教育推進事業は、保幼小中一

貫教育推進のため、学校運営協議会を開催

し、地域とともにある学校づくりを進めて

いくものです。 

事業費としましては、学校運営協議会委

員の報酬、報償金と、令和８年度開校、義

務教育学校の校歌作成に係る報償金が主な

ものです。 

私の説明は以上となります。 

○委員長（永谷幸弘君） 

はい、髙田こども育成課長。 

○こども育成課長（髙田浩史君） 

こども育成課、髙田です。 

私からは、こども育成課の関連部分につ

いて、昨年度と大きく変更がありました項

目について御説明いたします。着座にて説

明します。 

当初予算説明資料 193 ページ、予算書 94

ページを御覧ください。 

吉川保育所運営事業につきましては、昨

年度比 161万 8,000円の増でございます。 

主な要因は、使用済み紙おむつ処理機導

入に伴う、おむつパックフィルム代に係る

消耗品費 194 万 8,000 円の増、給食費 36 万

8,000 円の増、光熱水料費 63 万 3,000 の減

によるものです。 

吉川保育所運営補助事業につきましては、

保育士の欠員に対応し、保育士資格の不要

な補助業務をシルバー人材センターに委託

を予定しているものです。令和５年度は補

正予算により対応しており、現在も継続中

ですが、令和６年度の保育士配置状況によ

り、業務継続を予定しております。令和５

年度補正後の予算と比較して、業務委託料

32万 5,000円の増です。 

保育士派遣事業につきましては、令和６

年度当初から、保育士の欠員が見込まれる

ことから、６名分の業務委託料を計上した

ものです。昨年度、補正予算後の額と比べ

て、業務委託料 404万 4,000円の増です。 

当初予算説明資料 194 ページ、予算書 96

ページを御覧ください。 

留守家庭児童育成室管理事業につきまし

ては、吉川育成室の開室に伴い、公用車に

よる東ときわ台育成室への送迎業務が終了

することなどにより、業務委託料 95 万

9,000円の減となります。 

留守家庭児童育成室運営補助事業につき

ましては、年度途中の利用増や、三期休業

中の支援員不足に対応するため、令和５年

度同様に育成室支援補助員の派遣を業務委

託するための費用を計上したものです。令

和５年度の補正予算後の額と比べて、業務

委託料 63万 1,000円の減です。 

留守家庭児童育成室新規備品購入等事業

47 万 8,000 円の内訳につきましては、吉川

育成室の整備に工事請負費 37 万円、長机の

購入費用として庁用器具費 10 万 8,000 円を

計上したものです。 

当初予算説明資料 197 ページ、予算書 130

ページを御覧ください。 

子ども・子育て支援事業につきましては、

他市町の施設を利用する子どもに係る費用

として負担金 553万 1,000円の増です。 

第３期子ども・子育て支援事業計画策定

事業につきましては、計画策定に係る支援

業務委託料 396万円を計上しています。 

当初予算説明資料 198 ページ、予算書 138

ページを御覧ください。 

ひかり幼稚園運営事業のうち、保育士・

幼稚園教諭派遣事業につきましては、ひか

り幼稚園教諭の欠員に対応するため、派遣
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幼稚園教諭一人の業務委託料 557 万 6,000

円を計上しています。 

当初予算説明資料 199 ページ、予算書 139

ページを御覧ください。 

ふたば園運営事業につきましては、昨年

度比 57 万 7,000 円の減となっています。主

な要因は、使用済み紙おむつ処理機導入に

伴う、おむつパックフィルム代に係る消耗

品費 44 万 9,000 円の増、光熱水料費 80 万

1,000 円の減、給食費 22 万円の減によるも

のです。 

説明は以上でございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

大森課長補佐。 

○生涯学習課課長補佐（大森啓史君） 

生涯学習課の大森です。 

私のほうからは生涯学習課に関連する部

分について説明させていただきます。着座

にて失礼いたします。 

当初予算説明資料の 200 ページの学校教

育充実事業から 213 ページの生涯スポーツ

推進事業まで、予算書では 128 ページから

129 ページの事務局費の学校教育充実事業及

び 140 ページの社会教育総務費から 148 ペ

ージのスポーツ振興費までとなっておりま

す。 

それでは前年度から内容に大きな変更の

あった事業を中心に説明させていただきま

す。 

予算説明資料 200 ページ、予算書の 128

ページを御覧ください。学校教育充実事業

の学力向上事業ですが、先ほど義務教育課

より説明いたしました、中学生まなび舎教

室が所管替になったものです。 

続きまして、予算説明資料の 203 ページ、

予算書 142ページを御覧ください。 

西公民館管理事業の二つ目、西公民館改

修事業ですが、視聴覚室の空調が故障のた

め、改修工事を実施するものであります。 

続きまして、予算説明資料の 205 ページ、

予算書の 143ページを御覧ください。 

図書館運営事業の四つ目、図書館システ

ム機器更新事業ですが、図書館システムの

アップデートに対応した機器に入替を行う

ものです。 

続きまして、予算説明資料の 207 ページ、

予算書の 145ページを御覧ください。 

ユーベルホール管理事業の二つ目、ユー

ベルホール改修事業ですが、設備点検にお

いて指摘を受けました非常灯バッテリー、

防火扉等に加えまして、非常用発電機及び

シーリング室の空調設備について改修する

ものであります。 

続きまして、予算説明資料の 209 ページ、

予算書 145ページを御覧ください。 

文化財保護事業の二つ目、町指定文化財

補助事業ですが、町指定文化財、高山高札

場について屋根周りを中心に損傷している

ため、条例に基づき、補修に対して補助金

を交付するものであります。 

続きまして、予算説明資料の 212 ページ、

予算書の 147ページを御覧ください。 

シートス管理事業の二つ目、シートス改

修事業ですが、消防設備点検において指摘

を受けましたスプリンクラー設備について

修繕を行うものであります。 

説明は以上となります。 

御審査賜りますようよろしくお願いいた

します。 

○委員長（永谷幸弘君） 

これより質疑を行います。 

吉澤課長。 

○教育総務課長（吉澤 亘君） 

はい。教育総務課、吉澤です。 

すいません。教育総務課のほうの説明で、

一つ、説明が間違っていたのがあります。 

予算説明資料の 172 ページのところです。 

小中一貫校施設費整備事業のところで、
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こちらで計上しているのは、西地区の改修

工事と工事監理事業だけでして、ここの事

業概要のところに東地区の分が記載してま

すが、それは誤りです。申し訳ありません。 

 訂正のほう、よろしくお願いいたします。 

○委員長（永谷幸弘君） 

はい、わかりました。 

これより質疑を行います。 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

予算書で 18 ページで、12 億 9,239 万

8,000 円になってるんですけど、ここの数字

とは違うんですけれど、どういうことです

か。172ページと数字が違うんですけど。 

○委員長（永谷幸弘君） 

住原課長補佐。 

○教育総務課課長補佐（住原 聡君） 

施設整備費の中の金額は正しいんですけ

ども、この当初予算説明資料に入っている

数字は、そのほかの事業のお金も入ってい

るので、プラス 89 万 5,000 円ほどが多分多

いかと思います。 

これは別の補助金対象外の事業として経

費を計上させていただいております。 

申し訳ありません。 

○委員長（永谷幸弘君） 

続いて、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

説明資料の 169 ページの学校園管理事業

の４番目の小中学校園給食調理等委託事業

なんですけれど、これは、配送業務のこと

が書かれてあるんですが 7,328 万 9,000 円、

調理の費用ではないんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

住原課長補佐。 

○教育総務課課長補佐（住原 聡君） 

教育総務課の住原です。 

こちらの費用につきましては、配送と申

しましても、光風台小学校の配膳室からひ

かり幼稚園までの短い距離の配送業務を含

んだ調理と配送を含んだ委託料でございま

す。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

調理も配送も入っているということです

ね。はい。 

そしたら東能勢中学校の給食は、お弁当

になりますけれど、それはどこに書いてあ

るんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

住原課長補佐。 

○教育総務課課長補佐（住原 聡君） 

教育総務課の住原です。 

東能勢中学校の給食の調理につきまして

は、当初予算説明資料の 180 ページの構成

事務事業の１番目の中学校管理事業の中に

含まれております、入っております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

こっちのお弁当の給食ですけれども、公

会計と私会計があって、公会計の分は全額

無償で、違う、私会計の部分を全額無償に

するわけですよね。 

調理をする金額、調理と配送の金額は幾

らになりますか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

住原課長補佐。 

○教育総務課課長補佐（住原 聡君） 

教育総務課の住原です。 

中学校給食の委託料につきましては、調

理業務委託といたしましては 1,171 万 1,700

円となっております。 

学校におきましては従前どおり配送と調

理と込みになってございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 
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○委員（管野英美子君） 

補助の部分と、補助の部分で私会計を補

填する分と、あと、調理配送業務との内訳

をお答えいただけます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

時間かかるようでしたら、大丈夫ですか。 

    （発言する者あり） 

○委員長（永谷幸弘君） 

はい。そしたら、課長補佐がされますの

で、住原課長補佐、担当以外の質問あれで

答弁いただけると思うんですが、はい、配

慮、よろしくお願いします。 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

200 ページの学校教育充実事業の学力向上

事業。公民館を活用し、今度は生涯学習課

の担当になられたと伺いましたけれど、吉

川中学生も西公民館でやるんですか。 

新光風台の子はまた西公行って戻ってく

るいう形になるんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

千歳課長。 

○生涯学習課長（千歳あや乃君） 

はい。生涯学習課、千歳です。 

まなび舎教室というのがもともと西公民

館のほうで実施しておりまして、所管が義

務教育課から生涯学習課に移るというのが

今回の予算の振り分けになっております。 

ですので、西公民館でまなび舎教室は行

いますので、新光風台にお住まいの方で、

まなび舎教室に通われるとなると、西公民

館に一度来ていただいてまた戻ると、いう

ような形で考えております。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

186 ページ、説明資料の 186 ページの学校

教育充実事業の３番、学力向上事業で、こ

こが減額になっているんですが、学力向上

をもっと進めなきゃいけない時期だと思い

ますけど。 

○委員長（永谷幸弘君） 

大石課長補佐。 

○義務教育課課長補佐（大石登紀子君） 

義務教育課の大石です。 

先ほどこの学力向上事業の件につきまし

ては、まなび舎の中学生のまなび舎教室を

生涯学習に移管するため、減額するものに

なりますので、よろしくお願いいたします。 

○委員長（永谷幸弘君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

説明資料 193 ページ、小事業名、保育士

の派遣事業なんですけど、保育士の不足、

これ、金額が予算が上がっているのは何で

でしょうか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

髙田課長。 

○こども育成課長（髙田浩史君） 

はい。こども育成課、髙田です。 

予算が、令和５年度と比較いたしまして、

令和５年度の補正後の額と比較いたしまし

て増額してるのが 404万円です。 

この理由でございますけれども、令和５

年度、当初からですね、この６人が配置さ

れていたわけではございませんでして、年

度の途中で１人、また１人と増えていった

経過がございます。それに合わせて 12 月補

正で増額を行っております。 

ですので、去年については何か月分か、

何人か分が、計上されていなかったという

ことでございますので、令和６年度６人分

を、丸々といいますか４月から配置すると

した場合にこのような額になったものでご

ざいます。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 
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いいですか。 

ほかにございませんか。 

池田副委員長。 

○副委員長（池田忠史君） 

187 ページ、ＧＩＧＡスクールサポーター

配置で、金額が上がってる分に関して先ほ

ど説明がありましたけれども、金額の根拠

をもう一度お願いします。 

○委員長（永谷幸弘君） 

大石課長補佐。 

○義務教育課課長補佐（大石登紀子君） 

義務教育課の大石です。 

こちらのほう 122 万 8,000 円から 675 万

2,000 円の増となっておりますが、この 122

万 8,000 円は当初の骨格予算の金額でござ

いまして、そのあと５月に補正した金額が

552 万 4,000 円、計 675 万 2,000 円と、令和

５年度、令和６年度と金額のほうは変わり

はございません。 

よろしくお願いいたします。 

○委員長（永谷幸弘君） 

いいですか。 

はい、才脇議員。 

○委員（才脇明美君） 

先ほどに戻るんですけど、これ、ここで

質問していいかどうかわからないんですけ

ど、ここでは駄目って言ったら言ってくだ

さいね。 

保育士の賃金の件なんですけど、ここで

は駄目、ここではない。 

    （発言する者あり） 

○委員（才脇明美君） 

 豊能町は私調べたらね 1,125 円なんです

ね、保育士の時間給。私が調べたら間違っ

てたらごめんなさいね。そして箕面市は

1,300円、池田市は 1,415円ね。 

ほんで町の募集がこれなんですね。人材

派遣からの時給のほうが高いんですよね。

これで不協和音が起こって、人材が確保で

きないっていうことはない。 

これはだから、誰に、この質問駄目なん

ですかね、ここでは。 

○委員長（永谷幸弘君） 

人材派遣は別に、いいとは思いますよ、

確保することやからね。 

いいですか、その件で。 

    （「はい」の声あり） 

○委員長（永谷幸弘君） 

髙田課長。 

○こども育成課長（髙田浩史君） 

はい。こども育成課、髙田です。 

今、委員がおっしゃったのは、おそらく

会計年度任用職員の時給単価だと思います。 

確かに豊能町でも会計年度任用職員を募

集はしておりますけれども、昨今の保育士

不足の中、なかなか集まっていないという

のが現状でございます。やむを得ず、派遣

に委託せざるを得ない状況でして、それに

対しましても、すぐに見つかるような状況

ではないというのが現状でございます。 

それから、不協和音というお話ございま

したけども、その点は私のほうで特には承

知はしていない状況でございます。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

 才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

派遣会社から派遣されてる保育士と、町

から雇用している職員の数はわかりますか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

髙田課長。 

○こども育成課長（髙田浩史君） 

はい。派遣職員に関しましては、今現在

吉川保育所が６名、ふたば保育所が３名、

合計９名でございます。 

町の職員に関しましては、今現在すいま

せん、数字は持っておりません。 

  以上です。 
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○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

町政運営方針で質問したんですけれども、

保育士、いつもは吉川保育所に申し込んで

入れなかったらふたば園にって言われたん

ですけど、ふたば園は保育士が足りないか

らって断られた人がいるんですね。 

そんな空白の時間もあったんですか。 

断られた人がいるんです。 

○委員長（永谷幸弘君） 

髙田課長。 

○こども育成課長（髙田浩史君） 

はい。こども育成課の髙田です。 

令和５年度において、実際に保育士が配

置できていなかったために、しばらくお待

ちいただいた方というのはいらっしゃいま

す。ただその分につきましても保育士は配

置できましたので、現在は入っていただい

てるという状況です。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

続いて、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

町長か副町長に伺うんですけど子育ての

町とかってもう言えないじゃないですか。 

保育士すら見つからなかったら。学校の先

生も足りないとか、町では、塾の先生も、

少ないって足りないとか言われてるんです

けど、その辺りはどうですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

高木副町長。 

○副町長（高木 仁君） 

今年度、４月以降確かに保育士不足で、

保育所のほうに入所いただけない、待機さ

れてる保護者の方がいらっしゃるというこ

とは我々も承知しております。 

今まででしたら町内でもある程度の年齢

の方がいらっしゃって、資格を持ってらっ

しゃる方が保育士として働いていただくこ

とで、保育所のほうで、保育所不足という

ことによる待機児童ということはなかった

んですけども、やっぱり、町内の高齢化が

進んでまいりまして、ある程度そういった

資格を持ってらっしゃる方がどんどんどん

どん減ってきているという現実がございま

す。その中で、なかなか、どこの市町村で

も、民間の保育所が大分増えてまいりまし

たので、保育士不足っていうとこで取り合

いになってるのかなということは我々もそ

こは危機感を持って、どうするのかという

ところは今考えているところでございます

が、おっしゃってるように子育ていうんで

すか、子育て支援というところ我々重きに

おいてっていうところは、今まで給付の関

係でいろいろ施策を打ち出してきておりま

すけども、その根本となる保育所に入れな

いというところはこれは非常にちょっと危

機感を持っておりまして、保育士の確保に

ついては、どういう形で確保していくのか

ということでこの人材派遣会社もそうなん

ですけど、もうちょっと広く募集してはど

うかということで、例えば日曜日なんかに

よく入ってるチラシなんかにもとりあえず

今回入れさせていただいたりして、できる

だけ町内ではもうちょっと確保難しいのか

なと思っておりますので、広いエリアをタ

ーゲットっていうんですか、対象にしなが

ら、保育士の確保に進めてまいりたいと。 

今のところは、保育士の確保ということ

に関しては、なかなか打つ手がないってい

うんですかねの現状なんですが、できるだ

け、保育所で、保育士不足による待機児童

が出ることのないように、努めてまいりた

いと思っております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 
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保育ママみたいなおうちで預かるってい

うそういうのも、条例ではあるんですけど

いつも、この町にはありませんということ

ですけど、命を預かるんでなかなかもう 70、

80 になってはると思うんですね、地域の保

育士さんは。難しいですけど、いざ学校へ

入ってみると今度は留守家庭児童育成室が

いっぱいになってるとかいう現状があるか

ら、まじで、未就園児、未就学時より未就

園児のほうから力入れていかなあかんのと

違うのかなと思っています。 

言うことないねんけど、次の質問です。 

194 ページの留守家庭児童育成室なんです

けど、去年光風台で２クラスにしていただ

きました。これから先ね光風台小学校も、

教室がないっていうかぎりぎりの状態で、

むしろ１年と、あと３年と５年が多目的ル

ームを一緒に使うという形になっているん

でね。これから先増えたときにね、どうす

るのかっていうの、保育士もですけどここ

の支援員も足りているのか、伺います。 

○委員長（永谷幸弘君） 

髙田課長。 

○こども育成課長（髙田浩史君） 

はい。こども育成課の髙田です。 

まず一つ目の質問が、教室が足りなくな

った場合にどうするかということですけれ

ども、それにつきましては光風台小学校の

普通教室でないところを、Ｃ棟１階の多目

的室ですね、そちらを状況によっては活用

するということを予定しております。 

それから、支援員に関してですけれども、

今現在、吉川育成室の開室とあわせて、支

援員のシフト等の調整をしているところで

す。足らずの分につきましては、当然、新

たな任用を行う。そこも募集もかける予定

をしておりますし、それでもちょっと足り

ないという場合には、この予算要求さして

おります運営補助事業、こちらのところで、

今年度同様にシルバー人材センターの方で

支援員ということではないんですけれども、

見守り等を一緒に行っていただくというこ

とを考えております。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

支援員のハードルが高くなったと思うん

ですね、あと教職を持ってる人とか、研修

を何回も受けに行くっていうか、今教職持

ってない人もいてはるのは知ってますけれ

ど、その辺りのシルバー人材センターで、

教職持ってはる人がいらっしゃったらいい

ですけどね、お手伝いだけで入っていいん

ですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

髙田課長。 

○こども育成課長（髙田浩史君） 

はい。正確に言いますと支援員としては

資格が要りますということなんですけれど

も、支援補助員という形でございましたら、

特にそこの資格は求めてはおりません。 

支援員となりますのは、従来の、例えば

教職を持っている方等で、この認定研修を

受けていただいて初めて支援員になりまし

て、時給等も若干違う形で業務に従事して

いただいてるということですので、その研

修を受けていない方に関しては、支援補助

員と、はい、として従事していただくこと

になります。 

以上でございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

先ほどにちょっと戻るんですけど、管野

さんとちょっと被るかもわかりませんけど

ね。 

これ、常に恒常的に豊能町は保育士不足
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ですよね。会計年度任用職員、私の調べた

ところでは間違ってたら先ほども言いまし

たけどごめんなさいね、豊能町 1,125 円で

すね。大阪府の最低賃金 1,064 円、たった

61円しか高くないんですよね。 

保育士っていいましたら保育士の免許と

幼稚園の免許要りますよね、二つの免許要

るんじゃないですか。そやのにもかかわら

ず、子どもの命を預かってる、ウズラ卵飲

み込ましたらあかん、リンゴの飲み込まし

たらいうことで。 

ちょっとそれ調べていただいて、先ほど

も言いましたように箕面は 1,300 円です。

池田市は 1,415 円。先ほど流れると言いま

したよね、確保できないというその辺に問

題があるんではないでしょうか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

仙波部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

はい。こども未来部の仙波です。 

すいません、今保育士の時給が幾らかっ

てのはちょっと現在把握してない、よその

市町村も含めて把握していないところなん

ですけれども。保育士が不足しているとい

う状況はもちろん私どものほうもそうなん

ですけども、日本全国的に今そういう状況

に陥っております。 

本町の分は先ほどの時給の面ももしかし

たらあるかもしれませんが、時給の面につ

きましては、財政状況等を鑑みたうえで、

町として出せる部分であると思っておりま

す。それとともに、いわゆる通勤に係る、

要は大阪市内からとかになりますと、どう

してもやはり距離が遠いっていう面も一定、

少なからず影響があるのではないかと思っ

ております。 

その辺も含めまして、先ほどの答弁にも

ありましたけれども、募集のやり方もいろ

いろ考えまして、今後も募集、保育士の確

保に努めていきたいと考えております。 

よろしくお願いいたします。 

○委員長（永谷幸弘君） 

永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

他市町村の取組って調べてます。どうい

うことをしてるか。時給だけじゃなくてね。 

○委員長（永谷幸弘君） 

高木副町長。 

○副町長（高木 仁君） 

先ほど私申し上げましたように保育士の

不足による待機児童というのは非常に我々

も認識しております。 

今回予算上げるときにですね保育士確保

していくのをどうするのかというとこ私自

身がちょっと勉強させいただきました。 

その中で、永並議長おっしゃってるよう

に他市町の取組っていうのいろいろ、大阪

府内でもいろんな取組やってらっしゃいま

す。例えば保育士の資格ない方に、保育士

資格を取るために 30 万円出して資格取って

もらうとか、よそから来てもらったらその

住宅の家賃補助しますとかいろんな制度あ

るんですけども、これ民間の保育所の保育

士を確保するときに、そういうことで、何

か市町村が援助しましょうということでや

ってらっしゃるようでございまして、我々

のような公立の保育所で保育士が足りない

から、そういう制度を使って、保育士を確

保しましょうというのは、おそらくそのお

金の使い方、公のお金の使い方としてはそ

ういう使い方が馴染まないんじゃないかな

と思っておりまして、なので、永並議長お

っしゃってる何らか別の給付なり補助によ

って、保育士の確保っていうのはなかなか

難しいんじゃないかなと。 

他市町見てもどこもそういうことやって

らっしゃらないので、多分そういうことで

はないのかなと思っておりまして、我々の
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公立の保育所の保育士確保していくのはど

うしたらいいのかっていうことになると、

やっぱり才脇委員おっしゃったような例え

ば賃金上げるとか、そういったところで確

保をしていかざるを得ないのかなあという

のは今ちょっと我々の認識でございます。 

なので、ちょっとそこんところはなかな

か限界があるのかなということで、勉強し

ないというわけではございませんので、そ

こんところは御理解いただきたいと思いま

す。 

○委員長（永谷幸弘君） 

永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

多分、獲得競争になってるんですよね。 

どこともが。そうすると、お金持ってる大

都市のほうが、そういう手当なり補助なり

時給なりがよくなってきて、そっちに取ら

れてしまう。でも、豊能町の場合、いずれ

認定こども園みたいなことも計画されてま

すよね。民間のほうに。そうなったときに、

開いたはいいけど保育士がいませんなんて

すごい不細工なことになって具合悪いんで

すよね。 

そしたらやはり時給の面で、何かこう、

ほかよりもいいっていうものをしていかな

いと、いろんな分野で人が足りないってい

う現象が起きているんで、早々に、ちょっ

とこれはお金がかかることであるかもしれ

ないけど確保しておかないと、ちょっと本

当洒落にならないような状況になりかねな

いんで、そこら辺はよろしくお願いします。 

○委員長（永谷幸弘君） 

上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

はい。今議長がおっしゃいましたように

本当にそこは私たちも悲壮感を持ってござ

います。 

私、公務員が長かったもんでちょっとだ

け民間におりました。民間、私もその社福

におったんですけどもね。社福におった時

はもう日曜日に出るチラシをくまなく見て

ですね。それをね、年間の手当とかボーナ

スが全部それを分母にあって、ほんで何ぼ

何ぼで出てきてて、私の勤めてたとこより

もちょっと 10 円高かったらその 20 円いく

んですよ。また 10 円いきよるからまた 20

円。そんな世界でございましてね、それほ

どのですね悲壮感を持ってやらなきゃなら

ないかなと思っております。 

それとあと、単価の話なんですけどもそ

れも内部でいろいろ話しさせていただいて

ております。民間のですね、例えば看護師

についてもなかなか見つからないんですけ

ども、民間の例えば、アルバイトさんで例

えば 1,500 円出してはる看護師さんですよ、

例えば 2,000 円とか出てくるんですけども、

それは多分ですね、私の感覚の中では、

2,000 円で出てきても期末手当、勤勉手当が

多分ないんですよ。いわゆるボーナスが。 

私どもとしては、期末手当、今度勤勉手

当を出しますので、それを上手に年収に乗

せて、それを働く時間内で割って、実質こ

んだけありますよとかいう、それをそうい

う実際にやってることは見せて御理解いた

だくと。そのチラシの中でしっかりとお伝

えをするいうやり方もあるよということで、

今回の日曜日載せさせていただいたのは、

確かに時間給は 1,100 何ぼだとかそういう

ことで、別途ボーナスがボーナスという書

き方やったかな、期末手当、何十万とかで

書かさせていただいてます。 

それとかですねちょっと工夫をしながら

ですね、やはりその競争をしていくという

のは本当に議長おっしゃいましたように、

悲壮感持っておりますので、今おっしゃい

ましたようにちょっと経費も要るやろとい

うことも御理解いただいておりますので、
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我々としてもですね、人材確保については、

引き続き前に向いて進めていきたいと思っ

ています。 

よろしくお願いいたします。 

○委員長（永谷幸弘君） 

 先ほどの管野委員の質問に対しての金額

がもう出ているようですので、住原課長補

佐のほうから、大丈夫。 

住原課長補佐。 

○教育総務課課長補佐（住原 聡君） 

教育総務課の住原でございます。 

先ほど御質問の件でちょっと若干訂正が

ございまして、申し訳ございません。 

当初予算説明資料の 169 ページをお開き

ください。構成事務事業の４番目、小中学

校給食調理等委託事業という項目でござい

ますけども、事業概要に、小学校４校、吉

川中学校、ひかり幼稚園と書いてございま

すけども、こちら東能勢中学校も含まれて

ございます。最後この予算の組替をしたと

きに、ちょっと修正が漏れておりました。

申し訳ございません。 

ですので、こちら小学校４校、中学校２

校、ひかり幼稚園の給食調理、配送等業務

ということに修正をお願いいたします。 

金額につきましては、7,328 万 9,000 円の

うち、４小学校と吉川中学校、ひかり幼稚

園の係る部分が 4,770 万 7,000 円でござい

ます。東地区のデリバリーに係る部分につ

きましては、2,558 万 2,000 円でございます。 

復唱いたします。西地区の小学校と中学校、

ひかり幼稚園の給食調理と配送等業務につ

きましては 4,770 万 7,000 円、東地区のデ

リバリーに係る費用につきましては 2,558

万 2,000円でございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

先ほどの保育士の件ですけどこれ要望で

すけど、これすごく豊能町にとって若い世

代を流入する、これトリガーになると思い

ますので、ぜひ、検討していただきたいと

思います。要望です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

173 ページの奨学資金貸与事業なんですけ

れど、条例廃止を出しているにもかかわら

ずここに入れてくるっていうのと、広報と

よの３月号には、確かに広報されていませ

んけど、保護者へのチラシもやめているん

ですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

吉澤課長。 

○教育総務課長（吉澤 亘君） 

はい。教育総務課、吉澤です。 

今回予算上げさせていただいてるのは、

現状、申し込まれてる方への支援金として

の分の費用がまだ在学中ですので、その分

の費用は必要になってきますんで、計上さ

せていただいたところです。 

今回の募集の分は、ちょっと保留にして

いるところです。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

保留にしていると言っても中学生は、あ

さって卒業してしまいますけれど、もしこ

れが否決されたとしたら、奨学金事業は続

けるんですか。 

続けるんであればどうするんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

吉澤課長。 

○教育総務課長（吉澤 亘君） 

はい。教育総務課、吉澤です。 

はい、否決されましたら現状どおりとい

うことになりますので、何らかの形で、宣
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伝等はしていかないといけないかなとは思

っております。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

私ももし行政側やったらやめたいなと思

うんです。それは、滞納が多いからです。 

28 年も滞納してるってね、何らか、手打

てないんかなと。 

それと、秋元議員が保証人になったこと

があるって伺いましたけど、保証人は何し

ているんですかって。やくざの取立てじゃ

ないからねそんなことはでけへんかもしれ

ないけどね、あまりにも、28 年という長い

期間、だから、それを置いておくがために、

教育総務課にいてはる人とても大変だと思

うんです。 

何とかならないんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

吉澤課長。 

○教育総務課長（吉澤 亘君） 

はい。教育総務課、吉澤です。 

ありがとうございます。大変です。 

一応ですね 28 年続いてる方については、

弁護士さんがついておられまして、交渉す

ると、納付の意欲はあるよと言われてます

ので、落とすこともできず、交渉して納め

てもらうように言ってくださいというふう

にお願いして、通知文書を送るということ

をずっと続けております。 

それ以外の方々につきましても、納付の

催促の通知はしますけども、法的に差押え

とかまではできないので、そういう形でし

か、いけないという状況にあります。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

ずーっと欠損金になるわけですか、これ

28 年ずーっと 29、30 でずーっとそうなるん

ですか。保証人はどうおっしゃってるんで

すか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

吉澤課長。 

○教育総務課長（吉澤 亘君） 

はい。教育総務課、吉澤です。 

今年度はちょっといけてないんですが、

昨年度は臨戸徴収といいまして、直接御本

人さんあるいは保証人の方のところへ手紙

を持っていって納めてくださいということ

でお話しして、納めていただいた実例もご

ざいます。 

そういうことを地道にやっていかざるを

得ないのかなとは思っております。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

池田副委員長。 

○副委員長（池田忠史君） 

すいません、差押えはできないんですか

ね。そこだけちょっと。 

もちろん裁判の結果にはなりますから裁

判しないと駄目です。勝手に差押えはでき

ないんですけど、そこまでしない理由とい

うかできないのかしないのか、その理由を

お伺いします。 

○委員長（永谷幸弘君） 

吉澤課長。 

○教育総務課長（吉澤 亘君） 

はい。教育総務課、吉澤です。 

税金のようにですね、法律上、そういう

ことができるものとそうでないものがあり

ます。 

この奨学金については、税金のような法

的なものではございませんので、そこまで

することはできません。ただ裁判とか起こ

して、そういうふうな命令が出た場合には、

できるかもしれませんけど、なかなかそこ
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まで持っていけるような材料がありません

ので、それができてないというのも、あり

ます。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

池田副委員長。 

○副委員長（池田忠史君） 

貸与に対して返済なんで、貸したお金を

返すのは当たり前ですよね。 

お金を貸したことに対して返さないで、

裁判はできないわ、差押えはできないわっ

ていうのがちょっといまいちわからないん

ですけど。その辺、税金であろうがなかろ

うが個人的に借りたお金は返すのが当たり

前ですよね。 

裁判するまではあれですけど、税金と違

っても差押えは最終できますよね。 

その辺ちょっといまいちよくわからない

んですけど。 

○委員長（永谷幸弘君） 

仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

こども未来部、仙波です。 

先ほど吉澤課長が申し上げたように、こ

の奨学資金につきましては税金等と違いま

して、私の債権、いわゆる名前は町なんで

すけれども、要は私人同士の債権債務とい

う関係になります。 

従って差押えをしようと思うと、池田副

委員長おっしゃったとおり、裁判をして、

差押えができるという形になって差押えを

するという手続になります。 

その後、それでもまだ払ってくれなかっ

たら、今後につきましては、今度競売にか

けて何かそういう差し押さえたものを競売

にかけてっていう手続になるというふうに

思っております。 

裁判をするだけではなく、裁判をするに

当たりましては、例えば何を差し押さえる、

何を差し押さえるかっていうところで調査

をかけたりであるとか、ほんでもちろん裁

判に係る弁護士等の費用であるとか、そう

いういわゆるコスト面がかかる。片や、奨

学資金につきましては、ここに書いてあり

ますとおり月２万 5,000 円ということで、

12 か月で約 30 万円弱が４年間でざっと 120

万ぐらい、もちろん 120 万円っていうのは

大金なんですけど、その部分のうち幾らか

を払っていただいてると残りの分というこ

とになってしまうということで、今までは、

そういう裁判にまで訴えるというところに

ついてはちょっと、ちゅうちょしておった

ところです。 

今後につきましては、ちょっと一度、顧

問弁護士とも何かいい方法がないかも含め

まして、ちょっと相談してまいりたいと思

います。 

よろしくお願いします。 

○委員長（永谷幸弘君） 

池田副委員長。 

○副委員長（池田忠史君） 

町としては、顧問弁護士雇ってるのは別

にそれがために雇ってるわけじゃなくてほ

かも含めてなので、別に弁護士料がどうと

かいう話はまた別の話になりますよね。 

なので、もうあまりにも返さない方であ

れば少額であれ、欠損は欠損、赤字は赤字

なので、それが全部返ってこなくてもたと

え半分でも返ってくれば、その分は町の財

政として補填できるわけですから、あまり

りにもひどい、ひどいというか返す意思は

あっても実際には返してない以上、長期間

そのまま保留されてる方に関しては今後そ

ういう強硬手段も考えるべきだと思います

けれども、その点はどうですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 
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はい。こども未来部、仙波です。 

今後顧問弁護士等も、一度ちょっと相談

をしていきたいと思っております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかにございませんか。 

永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

今の本当にしっかり毅然とした態度でや

っていただきたい。一人のよからぬ人のた

めに、この制度をちゃんと利用してる人た

ちに、非常に迷惑がかかる。一人そういう

人がいたといったら、そういうふうに逃げ

延びれるっていうようなことがうわさにな

るとどんどん変なね、奨学金という制度自

体が揺らぎかねないから、そういう一人の

おかしいなというかまともにちゃんと払わ

ないっていう人は、金額の問題じゃないん

ですよ。幾らコストが労力がかかったとし

ても、取り立てるっていうね、萬田銀次郎

じゃないですけどね。 

そういうような姿勢っていうのはやはり

平等に取り立てるっていう意味では払って

もらうという意味ではちゃんとそこら辺は、

町としての毅然とした態度を示して、それ

が例えば赤字になったとしても、だと思い

ますよ。 

それは周りのちゃんとまともに普通に借

りて、ちゃんと返してくれてる人に対して、

それが、そういう姿勢を見せるということ

も町の重要なことだと思うんで、ぜひとも、

副委員長言われたように、毅然とした態度

で行っていただきたい。 

○委員長（永谷幸弘君） 

他にございませんか。 

高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

今の関連でいきますとこれは期限はなし

っていうことですよね、納める期限はなし

ということになるんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

吉澤課長。 

○教育総務課長（吉澤 亘君） 

はい。教育総務課、吉澤です。 

貸与が終わって、返済に入った場合には、

一応 10 年間の返済計画を立てていただいて、

その計画のもとに納めていただいておりま

す。 

大概の方はそれで納めていただく、ある

いは、前倒しで全額返済していただいてい

るという状況です。 

現在の方も、納付するという意思を示さ

れてますので、なかなか欠損として落とす

こともできず、ずっと今も継続していると

いう状況です。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

今までは、それで払っていただいてない

いうことで、欠損にしたことはないという

ことでいいんですか。流したというんです

かね。 

○委員長（永谷幸弘君） 

吉澤課長。 

○教育総務課長（吉澤 亘君） 

はい。教育総務課、吉澤です。 

はい、今までの欠損を落としたことはご

ざいません。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

すいません、説明書の 171ページです。 

１項目め、予算は 128ページになります。 

就学援助事業なんですけれども、今、こ

の利用は、小学校、中学校で何人ぐらいい

らっしゃるんでしょうか。 

○委員長（永谷幸弘君） 
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時間かかるようでしたら違う質問を出し

ておきましょうか。 

  （「すいません」の声あり） 

○委員長（永谷幸弘君） 

はい、私のほうから１点聞きます。 

207 ページ説明書。２番のユーベルホール

改修事業ですけど、今回設備点検で非常灯

バッテリー及び排煙設備、防排煙設備です

ね、修繕。おそらく非常バッテリーは取替

だと思うんですけど、防排煙設備なんです

けどこれが指摘されてるんですけど、これ

って、今現在も使える、バッテリーは多分

駄目だと思うんですけども、防排煙設備が

使える状況なんですか。 

まずこれ１点だけ。 

大森課長補佐。 

○生涯学習課課長補佐（大森啓史君） 

はい。生涯学習課、大森です。 

防排煙設備ですけれども、そのうちの２

か所のみがうまく感知機能が作動しないた

めに使えない状態になっております。 

それ以外のところは、現在も使えてる状

態になっております。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

２か所ということは、全て何台あってそ

のうちの２か所、その２か所もその部屋に

かたまってるのか、一室の分の防排煙設備

なのかどうか、その点わかりますか。 

とりあえずさっきこちらのほうで。 

住原課長補佐。 

○教育総務課課長補佐（住原 聡君） 

はい。教育総務課の住原でございます。 

先ほどの現時点での就学援助の利用者と

いうことでございますけども、令和５年度

の実績でいきますと、小学生で 55 名、中学

生で 35 名、合計 90 名となってございます。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

令和５年度より減額になってるんですか、

それだけ減ったいうことでいいんですね。 

人数が増えたんじゃなくて減ったいうこ

とでよろしいですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

住原課長補佐。 

○教育総務課課長補佐（住原 聡君） 

教育総務課の住原でございます。 

小中学校の児童生徒数が減少しておりま

すので、その推移を見てですね、計算させ

てもらってございますので、減ってござい

ます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

そこの担当課以外、生涯学習課以外。 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

172 ページの先ほどの小中一貫校整備事業

なんですけれど、西だけしか入ってないと

いうことですけれど東地区は幾らかかかる

んですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

こども未来部の仙波です。 

東地区については現在、小学校も含めて

検討しておりまして、今回の予算措置はし

ておりません。で、令和４年の９月に議員

総会でお示しさせていただきましたが、そ

の当時の資料によりますと、２期工事、令

和７年度に予定しておりました２期工事で

２億 2,928 万 5,000 円。こういう形で議員

総会のほうで説明をさせていただいており

ます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

大森課長補佐。 

○生涯学習課課長補佐（大森啓史君） 

生涯学習課、大森です。 
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防火扉の全体の数というのをちょっとわ

かりかねるんですけれども、今、不具合が

起きているのは、２階のホール客席の一つ

と、舞台裏の一つ、それぞれ２か所になっ

ております。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

続いてもう１点ですけど、その下に不具

合が生じている自家発電設備とシーリング

室の空調の説明なんですけど、これ実際今、

まだ使える状況なんですか。全く使えてな

いというのか、その点について。 

大森課長補佐。 

○生涯学習課課長補佐（大森啓史君） 

はい。生涯学習課、大森です。 

シーリング室の空調自体は２台ございま

して、そのうちの１台はまだ稼働中なんで

すけども、同時期に施工したものになって

おりますので、いずれそちらについても不

具合が生じる可能性があるということで、

今回交換するものですけれども、シーリン

グ室はスポットライトとピンスポットライ

トがございまして、かなり高温となるため

に、両方ともが使えないというふうな状態

になりますと、シーリング室自体の使用が

できなくなるというために事前に修繕をす

るというものになっております。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

非常用自家発電はどうですか。 

大森課長補佐。 

○生涯学習課課長補佐（大森啓史君） 

すいません。自家発電機につきましては

こちらのほうは不具合になっております。

今現在は使えてる状態ではございません。 

○委員長（永谷幸弘君） 

これはいつから使えないんですかね。 

○生涯学習課課長補佐（大森啓史君） 

故障が起きたあとの８月から使えていな

い状態になっております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

大事な設備なんですけど、財源は厳しい

とこありますが、例えば急施工事でね、そ

れでするとかいう工事はどうなんですかね。 

自家発は大事だと思うんですけどそうい

う工事は、全く頭にないっていうかできな

いのか、その点について。 

急施工事というのは要するに、具合悪い

から金入れて、要するに、工事、即工事す

ることです。急ぐ施工ですけども、そうい

う対応今までなかったらあれなんですけど、

そういう方法もあるので、大事なことにつ

いては金を、町長の判断と思いますけど。 

すぐ金を投入して工事をやってというこ

とがありますので、その点も今後は大事な

ことについては要望ですけども、お願いし

たいと思います。 

永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

教育委員会議のことなんですけど、出席

率がちゃんと出席されてないっていうのを

よく聞くんですけど、これは、本当なんで

すか。 

いやそれだと本当に洒落にならないんで

任命責任の問題もありますし、教育をね、

教育のまちをうたっていろいろとこれから

教育、小中一貫校であったり重要なときに、

出席されない方がおられるっていうのは、

非常に具合悪いのかなと思うんですけどそ

ういった対応っていうのは、例えば辞職を

願うとか、何かするべきじゃないかなと思

うんですけど、そこら辺はどうなってるん

ですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

森田教育長。 

○教育長（森田雅彦君） 

教育長の森田です。 

教育委員会議を主催しております私のほ
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うから御答弁させていただきます。 

確かに今、議長おっしゃいましたように

これは、お仕事の都合で欠席をされる、例

えば、毎月開催の日にちにつきましては、

５人の教育委員さんに御都合を聞いて、そ

して、５人が出席、できるだけ出席できる

日を選んで開催をいたしております。 

ただ、やはりお一人の方は医療の関係の

仕事に従事されておりますので、今日は出

席をしますというふうなことで、朝、連絡

をいただいておりましても急患が入ったの

で申し訳ない、というようなことで、休ま

れることがこの間ございました。 

できるだけ全員がそのように、こちらも

調整をこれからもしてまいりたいですし、

休まれた委員さんにつきましては、会議の

内容等につきましては、お伝えを丁寧にお

伝えをしているところでございます。 

以上でございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

意見は様々でいいんですよ。でもその大

事な、豊能町にとって、教育委員会議をど

ういう位置づけにしてるのかなあと。 

それであれば、やはりお仕事忙しいんで

あれば、交代してもらうとか、何らかのこ

とをして、やっぱりその数少ないですよね。 

５人しかいませんよね。その中の一人って、

すごい大きなことだと思いますよ。 

豊能町、教育無関心な町って言ってるわ

けじゃなくて教育で何とかしていこうとい

うところだから、絶対そこの議論の中には

加わっていただきたいんですよね。 

それをその判断というものをやはりこう

もうちょっと、教育長なりにしていただか

ないと、こういうことが続いていると、教

育委員会議の決定なんて、いやいや、全員

の決定じゃないでしょっていうような形で

認めれなくなりますよ、こちら側としても。 

やはり議会としても、なるべく議会が優

先にして来ていただくということをしてま

すからね、やはりそういう教育委員会議の

位置づけをどう、何か軽く見ておられるの

かなと。対応しないんであればね。 

やはりそこら辺の対応を毅然として、全

員出席のもと、ちゃんと教育委員会議をし

てそこで決まったことを、いろいろ議会に

上げることが議会に上げてきてっていうと

ころはしっかりとしていただきたいと思い

ます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

森田教育長。 

○教育長（森田雅彦君） 

申し訳ございません。 

今議長のほうからいただきました御意見

等も踏まえまして、私も実際にお願いして、

その辺りのこと、お話をしてまいりたいと

いうふうに思っております。 

やはり、５人そろって、会議が開けると

いうような状況をつくっていかなくてはな

らない、というように考えるところでござ

います。ありがとうございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかにございませんか。 

池田副委員長。 

○副委員長（池田忠史君） 

すいません、169 ページの学校園管理事業

の６番、高校生進学費補助事業ですけれど

も、前にちらっとは聞きましたけど、正確

な金額ですね、教えていただきたいと思い

ます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

住原課長補佐。 

○教育総務課課長補佐（住原 聡君） 

教育総務課の住原です。 

正確の数といいますか、810 万円を算出し

た根拠でございますけども、12 月１日時点
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での高校の在学するだろう年齢の方を拾い

出しまして、西地区でいいますと 270 人、

東地区でいいますと 90 人おられましたので、

それぞれ西地区ですと年間２万円を補助す

るということで、２万円掛ける 270 人。東

区は３万円掛ける 90 人ということで、810

万を計上してございます。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

西地区は能勢電に限るんですね、能勢電。     

   （「限られない」の声あり） 

○委員（才脇明美君） 

東は阪急バス。はい、西地区は全ての交

通。 

○委員長（永谷幸弘君） 

住原課長補佐。 

○教育総務課課長補佐（住原 聡君） 

教育総務課の住原でございます。 

公共交通機関となってございますので、

阪急バスと能勢電と含まれます。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

給付するのはもう自動的にですか。すご

い距離自転車とかね、いますけど。例えば

能勢高やった自転車で行く子もいますけど。 

定期の領収書を持って、補助もらうんで

すか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

住原課長補佐。 

○教育総務課課長補佐（住原 聡君） 

教育総務課の住原でございます。 

一応まだ最終の制度の仕組みについては

今現在検討中でございますけども、基本的

に原則として、学校に通ってる証明と定期

券を提出してもらうことを考えてございま

す。 

○委員長（永谷幸弘君） 

高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

説明書の 212 ページ、予算書の 147 ペー

ジでございます。 

シートスの管理事業なんですけれども、

民間活力導入により、効率的な運営を図る

ということですが、これは継続の金額を書

いているのか、新たにまた指定管理者を導

入するいうことになる話なのか、その点ち

ょっとお伺いします。 

○委員長（永谷幸弘君） 

大森課長補佐。 

○生涯学習課課長補佐（大森啓史君） 

生涯学習課、大森です。 

現在の指定管理者が令和４年から令和７

年度までになっておりますので、それの令

和６年度分を計上させていただいてるとこ

ろです。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

問題なく全て管理していただいてるいう

ことでよろしいでしょうか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

大森課長補佐。 

○生涯学習課課長補佐（大森啓史君） 

はい。生涯学習課、大森です。 

そのように認識しております。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

205 ページの図書館システム機器更新事業

ですけれど、どの機器でしょうか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

藤木館長。 
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○図書館長（藤木裕美君） 

はい。生涯学習課図書館、藤木です。 

図書館の中にあります御利用者がセルフ

サービスで本を検索したり借りたりする機

械、中央公民館図書室に１台、図書館のほ

うに３台ございます。はい。その４台が対

象となっております。はい。 

また、平成 24 年、今の富士通のシステム

を導入したときに、購入しましたプリンタ

ー、中央公民館図書室１台、図書館に１台、

そちらがもう 10 年以上経過しておりますの

で、入替を行います。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

寺脇委員。 

○委員（寺脇直子君） 

187 ページの教育充実事業なんですけども、

６番目の項目の小・中学校学力等調査事業、

増額になってます。 

これ１年生から中学３年生まで、年１回

学力・体力・学校生活アンケート調査を実

施して、児童・生徒一人ひとりの課題を把

握するということで、教育の町という魅力

にもつながるっていうことでいい事業だと

思うんですけど、これ今年度の取組につい

て伺います。 

○委員長（永谷幸弘君） 

大石課長補佐。 

○義務教育課課長補佐（大石登紀子君） 

はい。義務教育課の大石です。 

今年度の取組に関しましては、12 月にと

よのチャレンジ学力調査と学校の生活意識

調査を実施しました。また、春の１学期に

体力調査のほうを実施しました。 

こちらのほう、令和３年度から実施して

おりまして、令和３年度からの経年を比較

したものを今度、次年度の教育課程の編成

に活かしていこうと思いまして、今回取組

を行っております。 

全国学力調査など、全国でされてるんで

すけれども、その調査につきましては、対

象は例えば小学６年生、中学３年生と対象

学年が少なくなっておりますので、本町に

おきましては、１年生から中学３年生とい

う形で行っておりまして、経年の伸びを見

ましたり、今後の教育課程編成につなげて

いこうと思っております。 

以上となります。 

○委員長（永谷幸弘君） 

寺脇委員。 

○委員（寺脇直子君） 

次、７番目のＧＩＧＡスクールサポータ

ー配置促進事業の、今すごい学校でもＩＣ

Ｔが推進されてるんですけども、これは増

額になってるんですが、ＩＣＴ技術者を町

内学校に配置するということで、この技術

者っていうのは以前どっか学校でもう既に

そういうＩＣＴの取組されてるとかそうい

った方なんでしょうか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

大石課長補佐。 

○義務教育課課長補佐（大石登紀子君） 

義務教育課の大石です。 

こちらのほうは 122 万 8,000 円から 675

万 2,000 円、こちらのほうは、骨格予算で

122 万 8,000 円計上いたしまして、５月の補

正で 522 万 4,000 円計上いたしまして、令

和５年度、令和６年度は同額となっており

ます。 

週１回、各学校にＩＣＴ支援員さんを配

置いたしまして、授業のデジタル化のタブ

レットを使った授業のサポートですとか、

あとは機器のトラブル、あとマニュアル作

成等を支援で入っていただいております。 

以上となります。 

○委員長（永谷幸弘君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 
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同じページ、187 ページのことばの力向上

推進事業ですが、これ実用英語いうたら英

検、教育ではない。なぜ。 

○委員長（永谷幸弘君） 

大石課長補佐。 

○義務教育課課長補佐（大石登紀子君） 

はい。義務教育課の大石です。 

はい、こちらは９番目のことばの力向上

推進事業につきましては、英検を実施して

おります、はい、検定の補助でありますと

か、あと、検定員さんの謝礼となります。 

今おっしゃっていただいた英語検定とい

いますのは、高校受験に関しまして、私立、

公立である一定の英語の点数を確保してい

ただくという制度になっておりますので、

今回英検を実施しております。 

以上となります。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

そこのところです。９番のことばの力向

上推進事業ですけど、その下の英語教育の

更なる充実のために、ウェブアプリを利用

したというのはどのようなものですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

大石課長補佐。 

○義務教育課課長補佐（大石登紀子君） 

はい。義務教育課の大石です。 

今回、英語のウェブアプリ、学習ツール

を用いたものになります。内容としまして

は、もともとの英語教材をタブレットの中

に入れ込み、各生徒たちがそれを言葉に出

して読み上げることによって、そのタブレ

ット中のアプリが正式に読めてるかどうか

というのを認識します。例えば、発音が間

違っていましたら、赤字で表示されたりと

いうことになります。 

また、こちらのほうは例えば自宅学習に

取り組むこともできまして、その方が例え

ば、英語の文章を読まれてスコア表示をさ

れます。例えば全て間違っておりませんで

したら 100 点という形で、何度も何度も繰

り返して、英語の力を高めていくというも

のになります。 

今回、自宅学習できるということで、あ

る一定、学校側の先生のほうから、この生

徒さんは、何回練習されてるとか、そうい

う形の自学の、はい、分析もできるという

ふうに聞いております。 

はい、以上となります。 

○委員長（永谷幸弘君） 

はい、池田副委員長。 

○副委員長（池田忠史君） 

すいません、今タブレットって、学校に

預けてあって普段は学校で管理されてると

思うんですけども、今後はみんな好きに持

って帰って家で使えるということで間違い

ないんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

大石課長補佐。 

○義務教育課課長補佐（大石登紀子君） 

義務教育課の大石です。 

タブレットにつきましては、各小学校、

中学校で自宅に持って帰る取扱いが異なっ

ております。はい。 

今現在の吉川中学校、はい、自宅のほう

に持って帰ると聞いておりますので、今後、

小学校については今２校、持って帰れると

いうことで、また平日ではなく、例えば長

いお休みの間などは自宅に持って帰ると聞

いておりますので、今後自宅学習でもそう

いうタブレットを用いた学習を取り組んで

いただいて、学力向上に努めていただきた

いと思っております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

池田副委員長。 

○副委員長（池田忠史君） 

うち、東能勢中学校通ってますけど、持
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って帰ってきたことありません。 

学校によって違うのかそれぞれ個人によ

って違うのかですけれども、その辺学校ご

とで違う対応ではなくて全学校同じ対応に

していただかないと、それこそまた西は持

って帰れるけど東は持って帰られへんとか

っていうこともありますし、今言ったこう

いうアプリがあって使えるとしても、それ

を持ち帰って使わないんであれば意味がな

いので、それは皆さん、家に持って帰って

ちょっと自分で勉強しましょう的な感じの

ことも案内していただいて、みんながもっ

と持って帰る環境にあるようにしないと駄

目かなと思うんですけれども、その辺はど

うなってますか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

大石課長補佐。 

○義務教育課課長補佐（大石登紀子君） 

はい。義務教育課の大石です。 

各学校によって、自宅に持ち帰れる学校、

持ち帰れない学校がございます。 

今回、このシステムにつきましては、中

学校のほうで導入、今年度させていただい

て、今年度は企業からの無償でモデルとし

て導入させていただいて、来年度、本格実

施させていただきます。 

またタブレットの自宅の持ち帰りにつき

ましても、今後教育委員会のほうで検討さ

せていただいて、各学校のほうに、どうい

う形で運用していただくかということもあ

わせて検討してまいりたいと思います。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

今の 187 ページの英語、ちょっとびっく

りしました。私ら点数いうたらカラオケし

か思い浮かばなかったんでね。はい。 

子どもたちは英検を外に受けに行くのが

とても大変なんで、喜ばれていますよ。補

助をたくさんしてくれはりますよね、１級

とかなったら検定料が高いですけどもね、

すごく喜んでいらっしゃいます。 

続きで 180 ページの中学校管理事業の６

番、理科教育設備整備事業ですけど、この

191万 4,000円は何ですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

住原課長補佐。 

○教育総務課課長補佐（住原 聡君） 

教育総務課の住原です。 

こちらは、国の補助金がございまして、

各学校にどのような理科の機材が要ります

かというのを紹介かけてまして、それを集

約して、可能なもので補助金を利用して、

理科教材を整備するものでございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかにございませんか。 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

今のは何年かに１回こういうのあります

ね。衝突実験装置とかいうの買うたでって

見せもらったことがあるんで。 

次の質問です。 

ちょっと整理します。すいません 

○委員長（永谷幸弘君） 

池田副委員長。 

○副委員長（池田忠史君） 

174 ページの小学校管理事業の３番、新規

採択教科書関連図書購入事業で、デジタル

教科書の購入というのがありますけれども、

これ、新規で教員用というお話でしたけれ

ども、デジタル教科書を、いつ、どのタイ

ミングで導入するとかっていうことになっ

てるのか、これは全体で入れる話なのか、

それともまずは教員が試しに入れてみて、

使ってみるっていうことになってるのか、

その辺、どういう予算になってますか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

吉澤課長。 
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○教育総務課長（吉澤 亘君） 

はい。教育総務課、吉澤です。 

文科省のほうから、デジタル教科書の導

入ということで、いろいろ、試行的に今さ

れてます。 

各学校のほうも、教科が選択制であった

り、決められた教科で、お試しで今入って

おります。 

教員のほうも、そのデジタル教科書の活

用を知るために、教員用のデジタル教科書

を、それは自治体のほうが負担ということ

になってますので、それで購入をさせてい

ただいております。 

ですので、そのデジタル教科書の教科に

ついては、学校のほうに本課から、どのよ

うな教科かっていうのとあわせながら、ま

た、学校のほうと、また義務教育課と提携

しながら、教科を選んで購入しているとこ

ろです。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

池田副委員長。 

○副委員長（池田忠史君） 

ということは、これはまだ子どもたちが

使う段階ではなくて先生たちが使ってる段

階っていうことですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

吉澤課長。 

○教育総務課長（吉澤 亘君） 

教育総務課、吉澤です。 

英語につきましては、全子どもたちにデ

ジタル教科書が入っておりますので、それ

の活用はしております。 

ですので、一部の教科についてはもう既

にタブレットを活用してデジタル教科書を

使っております。 

教員のほうは、その支給がありませんの

で、公費で負担しているという状況です。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

先ほどアプリを入れる話なんですけど、

これは使い方がまだ定まってないんですか。 

そのタブレット、どういうふうに子ども

たちにそれを利用してもらうっていうのが

まだ定まってない状態で、予算が上がって

きてるんですか。そこら辺押さえといても

らわないと。 

片や持ち帰って家で練習してくださいね、

片や学校でっていうところ、それだったら、

認めれなくなるんですよ。 

しっかりと学校でまず調整してこういう

ふうな、子どもたちの教育でこういうふう

に家で使ってくださいねとか、そしたら前

提としてタブレットを持ち帰るということ

は、既に行っていただかないと、これから

検討しますじゃ具合悪いんでね。 

それは大丈夫なんですか。答弁をお願い

します。 

○委員長（永谷幸弘君） 

大石課長補佐。 

○義務教育課課長補佐（大石登紀子君） 

義務教育課の大石です。 

すいません。説明不足で申し訳ありませ

ん。 

英語学習ツールのアプリにつきましては、

今年度、経産省の予算を企業が取られまし

て、企業が豊能町のほうでモデルとして実

施していただきました。 

ですので、今年度、東能勢中学校と吉川

中学校のほうでは既に実施しております。 

来年実施するに当たりまして、町で予算

を計上するということになりましたので、

今回上げさせていただいております。 

吉川中学校のほうも東能勢中学校のほう

も、継続してこの学習アプリを使って、英

語の授業をしていきたいということで、は
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い、ありましたので今回計上させていただ

いております。 

あと先ほどのタブレットにつきましては、

家庭でも授業でも活用していくような形で

取り組んでまいります。 

○委員長（永谷幸弘君） 

よろしいですか。 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

209ページの文化財保護事業です。 

それの２番の町指定文化財補助事業で高

山高札場の補修ってどのようなものですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

大森課長補佐。 

○生涯学習課課長補佐（大森啓史君） 

はい。生涯学習課、大森です。 

高山高札場の屋根瓦が一部欠落している

ところがあります。そちらのほうを、地元

自治会さんが補修されるのに対してこちら

で補助を行うというものになっています。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

自治会さんがやるんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

大森課長補佐。 

○生涯学習課課長補佐（大森啓史君） 

はい。生涯学習課、大森です。 

自治会が所有されてるものになりますの

で、実際の修繕自体は自治会さんがされま

す。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

補助の基準っていうのはあるんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

大森課長補佐。 

○生涯学習課課長補佐（大森啓史君） 

生涯学習課、大森です。 

交付要綱のほうを定めておりまして、そ

ちらに基づいて２分の１を補助するという

ふうになっております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

同じく文化財保護のことで、教育委員会

会議でも大きな地図を見せていただきまし

たけれど、今後はどのようにして住民に見

せる。今図書館で、何ていうかな、コピー

みたいな飾っていただいてますけど、その

ような形をとるんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

  千歳生涯学習課長。 

○生涯学習課長（千歳あや乃君） 

はい。生涯学習課、千歳です。 

そうですね、吉川古地図についても、今

回、またもう１点もう一つ指定させていた

だいた文化財があるんですけれども、でき

る限り本物を見ていただきたいというのが

原則になっております。 

ただ保存状態であったりだとか、あまり

外に出すと劣化が進みますので、いろんな

イベントですとか、あとは図書館もそうな

んですけれども、年に何回か決めて展示さ

せていただいて、その辺のところは住民さ

んに展示をしますという広報のほうをしっ

かりしていきたいと思っております。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかにございませんか。 

永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

192 ページの保幼小中一貫教育推進事業な

んですけど、これ保幼小中って何度も言い

ますけど、今後どうやって、もともとは町

立だったから、保幼小中の連携ができます

ねっていうアピールポイントにもなるかな
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っていうところだったんですよね。 

豊能町の場合は、普通なら幼保一元化で

幼保なんですけど、あえて保幼なんです。

最初に保育所ができて保育所のほうができ

たという理由だったからだと思いますよ。 

それで保幼って言ってるはずなんですよ

ね。でもそれは全て町立で運営してるから、

一貫して町立で中学校卒業まで行けますっ

ていうところで、それがＰＲポイントにも

なってた強みでもあった。 

でも、今方向性としては、西地区のほう

は、認定こども園として民間に募集をかけ

るということですよね。もうその時点で、

保幼小中の保幼は、町全体の話ではないん

ですから、外すべきなのかなと思うんです

けど。それと保幼小中をやっている先進自

治体ってどこなのかなと。あまり聞かない

んですよね、小中一貫校というのはよく聞

くんですけど。 

そういったところはどういうふうに考え

ておられるのかお聞かせください。 

○委員長（永谷幸弘君） 

森田教育長。 

○教育長（森田雅彦君） 

はい。今、議長のほうからございました

保幼小中の名称のこと、今後、将来、西地

区は、保育所、幼稚園、これを認定こども

園いう形で民間のほうにお願いしていくと

いうことが、一応そういう答申を受けてお

ります。 

それで、この保幼小中一貫教育が誕生し

ましたのは、平成 26、27。豊能町において

の小中一貫教育をどうしていくかというふ

うなことで、検討委員会を立ち上げて、そ

れで学識者も入って、それで２年間、学校

の管理職あるいはＰＴＡの方、保護者代表

の方も入って、教職員代表も入りました。 

それでどうするかということを検討いた

だきました。その中でそのいただいた答申

の中に、今後のやはり教育の在り方につき

ましては、０歳から一定義務教育の 15 歳ま

でを見通して検討していくべき、考えてい

くべきではないかというような答申もいた

だいたところでございます。 

それを受けて、保育所、幼稚園の時代か

ら中学校卒業までということで、他市町で

は、小中一貫教育いうような名称でいろん

な研究をされておりますけれども、本町で

は、保幼小中一貫教育という形でこれまで

研究を進めてきたところでございます。 

今、御指摘のありました分については、

今後、その名称についてどうするかは、こ

れは検討をしていきたいというふうに考え

ておるところでございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

この予算で、それで先進事例をって言わ

れてるんで、そういったところが保幼小中

で一貫してしておられるところがどういっ

たところがあるのかっていうところと、も

しこれがあることで、民間の認定こども園

で保育所、幼稚園で結構特色ある幼稚園の

教育の仕方をしてるとこがいろいろあるん

ですよね。例えば、教育で特化してたりと

かいろんなところでね、そしたらここの保

幼小中というのがあるがために、連携して

いかないかんねやここに入っていかないか

んのやということで、独自の幼稚園、保育

所の考え方を持っている教育の園が入って

来れないっていう懸念があるから聞いてる

んですよ。 

そこの事業者を募集するに当たっても、

そういった豊能町の保幼小中っていうとこ

ろに乗った事業者に限って募集をされるの

かというところで聞いてるんです。 

○委員長（永谷幸弘君） 

森田教育長。 
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○教育長（森田雅彦君） 

保育所、幼稚園その民間の方に事業者に

お願いする場合は、一応今まで、豊能町が

進めてきました保育所、幼稚園の保育ある

いは教育をできるだけ引き継いでいただこ

うということで保護者も入っていただいて、

第三者委員会を立ち上げて、それで検討す

るということですので、最初募集するとき

に、そういうことで、制約をかけるという

ことは、今のところは考えておりません。 

○委員長（永谷幸弘君） 

永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

そしたら早い段階で保幼取っとかないと、

豊能町ってちょっと調べたときに保幼小中

ってなると、ここに乗っからないとってい

うふうに事業者としては見た側としては思

いますよ。ほかのところ、保幼入れてない

から。小中一貫校で独自の幼稚園教育、保

育教育をしてくれるところで、みんなは参

入してるはずですからね。 

豊能町の教育の骨太みたいなところに保

幼小中一貫教育でって言ったら、そこのラ

インに乗ったって言って事業者がもしかし

たらその段階で引くかもしれない。それを

考えるとやはりそこの部分というものは、

もう民間に募集をして広く応募してもらう

というの決まった段階でそこは早々に外す

べきかと思いますけど、またその検討をお

願いします。 

それでこの事業の中に校歌をつくるって

あるんですよね。東と西、両方で。これ豊

能町で１個の校歌ってできないんですか。 

やはり２つ、一時的にでも募集、つくら

ないと駄目なんですか。 

それが本当に人口が増えなかったからね

東の場合。本当なら一つで何か一時的につ

くるというのは非常に申し訳ないなという

ところがあるんですけど。これは豊能町全

体の学校として、豊能町校歌みたいな形で

はできないものかお聞かせください。 

○委員長（永谷幸弘君） 

森田教育長。 

○教育長（森田雅彦君） 

はい。校歌につきましては、これは、そ

れぞれの学校で、これまで策定をしていた

だいておるところでございます。 

この校歌の策定につきましては、学校運

営協議会、東能勢小中学校の学校運営協議

会、そして吉川中学校の学校運営協議会の

ほうの、この新しい学校をつくるための部

会をそれぞれ立ち上げていただいた中で、

総務部会のほうで、地域の皆さん方も委員

に入っていただいておりますので、いろい

ろと検討する中で、一応例えば校名をつく

るときは、東、西共同で一緒になって、ど

ういう校名にしていこうかということを検

討いただきました。 

校歌につきましては東、西、それぞれで、

これは考えていただいておるところでござ

います。やはりその地域、地域に合った、

もちろん町一つの校歌ということも、それ

はあるかもわかりませんですけれども、そ

このところは、それぞれの地域あるいはそ

れまでの文化、それから伝統、そういうも

のを重んじながら、やはり、策定していく

ものではないかなというふうに思っており

まして、東のほうはもう既に今ある小中学

校の校歌を、それをベースにして使ってい

こうと、西につきましては、新しい校歌を

策定しよういうようなことで、今、進めて

いただいておるところでございます。 

もちろん、町一つというふうなこともあ

るかと思いますけれども、今の検討状況は

そういう形で進めていただいておるところ

でございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

永並議長。 
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○議長（永並 啓君） 

本当にね、塩川前町長のやってくれたこ

とひどいなと思いますよ。 

これ子どもが増えてたら、ここ何 10 年 20

年先もここに学校がっていうのが明らかに

誰の目から見ても残るよねって、このまま

どんどん増えていったら、また昔みたいな

学校になってこっちにも学校一つあっても

いいよねっていうことだったらよかったん

ですけど、どう見ても減っていく一方なん

で、そういう中でっていうことになると、

先がちょっと非常に心配しているところで

す。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかにございませんか。 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

別の質問です。169 ページの学校園管理事

業の３番、学校給食栄養ソフト導入事業で

すけれども、このシステムはどういうもの

ですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

住原課長補佐。 

○教育総務課課長補佐（住原 聡君） 

教育総務課の住原でございます。 

今現在ですね、無償貸与されてるソフト

もございますけども、そちらのほうに食品

とか出てカロリー計算とかして、栄養管理

ができるようなソフトがございますけども、

それに準じたソフトを購入して導入するも

のでございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

栄養士さんは今、光風台小学校の常駐せ

れてるのかな。その方がお使いになる分で

すか。 

それから、デリバリー給食にはこれは使

わないんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

吉澤課長。 

○教育総務課長（吉澤 亘君） 

はい。教育総務課、吉澤です。 

小学校のほうに配置している栄養士、そ

れから中学校のほうも、デリバリー給食の

担当ということで栄養士が非常勤でおりま

す。その者とあと給食担当のうちの教育総

務課にいてる職員で話をしながら、献立の

ほうを考えております。 

それを継続してやっていくためにはそう

いうソフトがあると、早くカロリー計算等

できるので、それを継続して使いたいとい

うことで予算計上させていただきました。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

前回は貸出事業なんですけども、今回は

購入するということですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

吉澤課長。 

○教育総務課長（吉澤 亘君） 

教育総務課、吉澤です。 

貸与期間が切れてしまいまして、今度は

その貸与がもうできない状況なので、ソフ

トを購入せざるを得ないという状況になっ

ております。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかにございませんか。 

池田副委員長。 

○副委員長（池田忠史君） 

180 ページやったかな、180 ページの中学

校管理事業の中で、５番、中学校電話整備

事業。吉川中学校が移転するに当たって内

線電話の代替として携帯電話を整備するっ

てなってますけど、これどういうことなの

か説明いただきたいのと、何台をどう使う
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のかっていうところをお願いします。 

○委員長（永谷幸弘君） 

住原課長補佐。 

○教育総務課課長補佐（住原 聡君） 

教育総務課、住原です。 

光風台小学校に吉川中学校が移転します

ので、各教室に内線電話等を整備しようと

思うと費用がかなり高額な費用がかかると

いうことでございまして、ある携帯電話会

社が出している携帯電話を見ると、月々

2,000 円弱で２か年、使い放題でできるとい

うものがございましたので、それを移動教

室、各教室等にですね、配備する若しくは

移動する先生方に持っていただいて、内線

電話の代わりとして活用するものでござい

ます。 

台数につきましては 18 台を計上しており

ます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

池田副委員長。 

○副委員長（池田忠史君） 

今現在内線電話はないってことなんです

か。 

○委員長（永谷幸弘君） 

住原課長補佐。 

○教育総務課課長補佐（住原 聡君） 

吉川中学校には６校舎にはございますけ

ども、現在、今度移転する光風台小学校の

教室には、光風台小学校の内線電話は若干

教室がございますけども、中学校が連絡す

る中学校の職員室から連絡すべがございま

せんので、携帯電話を貸与する形で導入す

ることになっております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

池田副委員長。 

○副委員長（池田忠史君） 

それって普段って内線電話って使ってま

すか。何の連絡をするための内線電話なの

か、ちょっとそれを教えてください。 

教えてください駄目ですね。どうなって

るのかちょっとお伺いします。 

○委員長（永谷幸弘君） 

吉澤課長。 

○教育総務課長（吉澤 亘君） 

はい。教育総務課、吉澤です。 

現在、光風台小学校もそうですが、ほか

の小中学校につきましても、各教室のそば

に緊急通報装置というのがあります。何ら

かがあった場合に、職員室に直でつながる

というものです。 

それが、今度、吉川中学校が光風台小学

校に行った場合、吉川中学校の職員室のと

ころにはそれがありません。それを設置し

ようと思うと、かなり費用がかかりますの

で、何か、安価なものでその代用ができな

いかということで、補佐のほうが探してく

れまして、それが携帯電話で、それを先生

方に持っていただいて、各教室へ行ってい

ただくと。 

何かあったときにはそれで、吉川中学校

の職員室と吉川中学校の先生が、連絡がで

きるような状況をつくったということです。 

○委員長（永谷幸弘君） 

池田副委員長。 

○副委員長（池田忠史君） 

よくわかりました。 

それで、18 台の数の根拠ですね、いわゆ

る中学生棟の棟だけに必要ですという形で

すよね、中学生のクラスが何クラスあるん

ですかね。 

単純に２人で 14 とか、何かその数字の根

拠も一緒にお願いします。 

○委員長（永谷幸弘君） 

吉澤課長。 

○教育総務課長（吉澤 亘君） 

はい。教育総務課、吉澤です。 

各普通教室の台数分と、それから特別教

室に行かれてる先生がいらっしゃいますの
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で、その先生の分。それから保健室、職員

室、ということで計上していくと 18 台にな

ったということです。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかにございませんか。 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

172 ページの西地区小中一貫施設改修工事

は、本当にこの前見せていただいた図面ど

おりで、工事するんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

いけますか。 

住原課長補佐。 

○教育総務課課長補佐（住原 聡君） 

教育総務課の住原です。 

図面どおりで工事するのかということで

ございますが、基本的にはその配置で考え

てございますし、内容で工事を進めていこ

うかと考えております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

テニスコートもちょっとびっくりしたん

ですけど、私は野球の試合ができない学校

をつくるんだって思ってるんですけど、ケ

ージはあるとか言っても、試合はできない

んじゃないですか。試合はどっか確保して

いただけるんですか、東ときわ台小学校と

か。野球のできない学校をつくるんですね。 

この田舎の学校で。 

○委員長（永谷幸弘君） 

どなたが答弁されますか。 

仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

はい。こども未来部の仙波です。 

吉川中学校の運動場につきましては、要

は住宅地の真ん中にありますので、基本的

には、あそこでフルスイングをすると、当

然ネットがありますんで、そのネットを超

えてしまうと住宅街に飛び込んでしまうと

いう危険性はございます。 

もし試合をする場合、例えば、ほかの小

学校の用地が空いてたりであるとか、もち

ろん学校開放団体等の調整はございますが、

例えば試合の段階では、そのようなことも

視野に入れて考えなければいけないのかな

と思います。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

その考えだったら、跡地利用のところで、

野球場ということを一つ、つくるという考

えですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

こども未来部の仙波です。 

跡地利用につきましては、これからまだ

町全体として検討していく材料になるかと

思います。 

教育委員会としても当然何らかの形で、

その検討の中には入っていくというふうに

考えております。 

今後教育委員会としては、例えば学校開

放をどうするのであるとか、今のクラブ活

動もそうなんですが、そういったことにつ

いては今後、その跡地利用の中で考えてい

かなければいけないというふうに考えてい

ます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかにございませんか。 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

今の跡地利用に、中学生が野球ができる

ようにっていう条件も入れてもらえるとい

うことですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 
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仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

こども未来部の仙波です。 

先ほど申し上げましたとおり、跡地利用

につきましては今後町全体として考えてい

くということになります。 

今の意見は、教育委員会としての意見と

して、今現在私が、今後教育委員会の中で

こういう意見はどうや、ああいう意見はど

うやろうというふうに議論をしていかなけ

ればいけないというふうに考えている意見

でございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

 よろしいですね。 

 質疑はもうないようですので、質疑を終

結いたします。 

ここで暫時休憩いたします。 

再開は放送をもって連絡いたします。 

よろしくお願いします。 

   （午後３時 52分 休憩） 

   （午後４時 20分 再開） 

○委員長（永谷幸弘君） 

休憩前に引き続き会議を開きます。 

これより討論を行います。 

高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

高尾でございます。 

長い間の審議、皆さんお疲れさまでした。 

私は一般質問、今回の６年度予算には反

対討論をさせていただきます。 

府は物価高騰の中で、府民、自治体に対

し、カジノや万博に負担を課しています。

建設費 2,350 億円に膨れ上がっている状態

です。そして、その中で小中児童生徒を危

険な万博会場に招待するという問題なども

起こっております。 

そして、吉川中学校の運動場の件ですけ

れども、生徒児童の健全育成の観点から、

野球ができるようにすべきです。そして、

これまでのスマートシティ事業の必要性は

全く感じられず、１億 3,518 万 1,000 円が

入金されないままとなっている６年度予算

に突入していることは、住民の理解が得ら

れないいうことになります。 

職員に負担を強いているこのスマートシ

ティ事業も、これからは解決してもらうこ

とになる方向でお願いしたいと思いますが、

万博中止を求める予算には、反対をいたし

ます。 

ですからこの６年度の予算は反対です。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

次に賛成討論ございますか。 

次に反対討論ございますか。 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

管野です。 

この時点で修正案を出したいと思ってい

ますので、この時点で反対いたします。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかにございませんか。 

討論を終結いたします。 

これより採決を行います。 

第 22 号議案、令和６年度豊能町一般会計

予算の件は、原案のとおり可決と認めるこ

とに賛成の方は挙手を願います。 

    （少数挙手 ２：３） 

○委員長（永谷幸弘君） 

挙手少数であります。 

よって第 22号議案は否決されました。 

続きまして、第 23 号議案、令和６年度豊

能町国民健康保険特別会計事業勘定予算の

件を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

とりあえずすいません、とりあえず関係

ない方は退出をお願いします。 

それでは、改めまして提案理由の説明を

求めます。 
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奥課長補佐。 

○保険課課長補佐（奥 文彦君） 

保険課、奥でございます。 

それでは第 23 号議案、令和６年度豊能町

国民健康保険特別会計事業勘定予算の件に

つきまして、提案理由の御説明を申し上げ

ます。着座にて説明します。 

予算書の 169ページをお開き願います。 

第１条といたしまして、歳入歳出予算の

総額をそれぞれ 25 億 3,163 万 6,000 円と定

めるものであります。 

第２条は、地方自治法第 235 条の３第２

項の規定による一時借入金の借入れの最高

額を２億円と定めるものでございます。 

第３条につきましては、地方自治法第 220

条第２項ただし書の規定により、歳出予算

の各項の経費の金額を流用することができ

るものについて定めたものでございます。 

それでは、主な内容につきまして御説明

いたします。予算説明資料 219 ページ及び

220ページを御覧ください。 

大事業名１、国民健康保険事務事業につ

いては、国民健康保険事業運営に係る事務

費を計上しており、令和６年度はシステム

改修費用を見込んでいるため増額となって

います。システム改修費用相当額は全額国

庫補助となる見込みです。 

大事業名４から 12 までの療養給付等の費

用につきましては、被保険者数の減少など

を勘案し予算計上しております。療養給付

等の費用につきましては、大阪府より全額

交付金措置されます。 

220 ページの大事業名 13 から 15 までの国

民健康保険事業費納付金につきましては、

納付金額を大阪府が算定し、本町に割り当

てられた額を大阪府に納めるものでござい

ます。こちらも被保険者数の減少などを反

映して、納付金額が減少しています。 

説明は以上でございます。 

御審議いただき御決定賜りますよう、よ

ろしくお願いいたします。 

○委員長（永谷幸弘君） 

これより本件に対する質疑を行います。 

ございませんか。 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

管野です。 

被保険者数の人数、お答えください。 

○委員長（永谷幸弘君） 

奥課長補佐。 

○保険課課長補佐（奥 文彦君） 

保険課、奥です。 

予算の積算について見込んだ人数につき

ましては、被保険者数が令和６年度につい

ては 4,011 人、令和５年度は 4,382 人で、

8.47％減少を見込んでおります。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

減った原因っていうのは、皆さん後期高

齢者になったということですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

奥課長補佐。 

○保険課課長補佐（奥 文彦君） 

はい。保険課、奥でございます。 

委員がおっしゃった後期高齢者の移行も

毎月 30 人から多い月で 50 人ぐらいござい

ます。それ以外に令和４年 10 月から拡大し

た、社会保険への適用拡大ですね。これに

ついて国保から社会保険に移られる方も一

定数いらっしゃいます。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

若い人がこの国保に入るっていうのはす

ごく負担が大きいと思うんですね、会社の
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保険だったら、使ってなかったら、トース

ターもらったこともあるんですけどね。 

若い人の人数とかわかります。若い人っ

て言うのもなんですけど。 

○委員長（永谷幸弘君） 

奥課長補佐。 

○保険課課長補佐（奥 文彦君） 

若い人という年齢層がちょっとあれなん

ですけれども、そうですね、65 歳以下かど

うかというので集計はしておるんですけれ

ども、はい。いわゆる前期高齢者を除いた

人数は約 2,000 人ぐらいとなっております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

出産の育児一時金は何人ですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

奥課長補佐。 

○保険課課長補佐（奥 文彦君） 

はい。保険課、奥でございます。 

令和６年度の出産育児一時金の所要額は

３名で算定しております。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかにございませんか。 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

国保事業の事務のシステム改修というの

は今年度の保険料の改正っていうことです

か。ほかに何か改修内容ありますか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

奥課長補佐。 

○保険課課長補佐（奥 文彦君） 

保険課、奥です。 

システム改修につきましては、保険料に

関する部分ではございませんで、令和６年

12 月に健康保険証が廃止されることにより

まして、それに伴う改修費用を見込んでお

ります。 

具体的には保険証がもう発行されること

がなくなりますので、それ以降、保険証に

代わる資格確認書というものの発行である

とか、既にマイナンバー保険証で連携を済

ませておられる方に向けての資格内容のお

知らせといったものを今後発行する予定は

ございますので、それについての改修経費

となっております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

毎年 10 月頃ですか。保険証が来るんです

けど、この資格確認書も 10 月頃の予定なん

ですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

奥課長補佐。 

○保険課課長補佐（奥 文彦君） 

保険課、奥です。 

令和６年度につきましては、まだ令和６

年の 11 月現在で保険証は廃止になっており

ませんので、通常どおり、保険証は送付い

たします。 

そののち約１か月後、12 月２日をもって

保険証が廃止になります。これ以降、本町

で国保に入られる方とかですね、につきま

してはマイナンバー連携されてる方はもう

そのままマイナンバーお使いくださいとい

うことになりますし、お持ちでない方は先

ほどの資格確認書を発行するということに

なります。 

令和７年以降は、保険証の一斉発送にか

わりまして、保険証を持ちでない方につい

て資格確認書の一斉発送ということになり

ます。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

説明資料の 219 ページですね、予算書の
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186ページです。 

ここで、１番目の国民健康保険事務事業

で、1,252 万 4,000 円増になってるんですが、

この説明をお願いいたします。 

○委員長（永谷幸弘君） 

奥課長補佐。 

○保険課課長補佐（奥 文彦君） 

保険課、奥です。 

先ほど御質問もありましたシステム改修

に係る費用 1,200 万円ほどを見込んでおり

まして、特定財源もイコール 1,200 万円ほ

ど入るということで、100 分の 100 の措置と

なっております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかにございません。 

高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

調べてみますとね、豊能町は大阪府下で

も国民健康保険が１番高いと言われている

んですが、その要因はどのように考えてお

られるんでしょうか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

奥課長補佐。 

○保険課課長補佐（奥 文彦君） 

保険課、奥でございます。 

保険料の料率だけで見ますと、豊能町は

別に今現在１番高い状況ではございません。 

高いところは今大阪府が標準保険料率と

いう、大阪府全体での統一保険料を標準的

には定めていますけれども、今、令和５年

度までは経過措置期間中ということで、豊

能町は独自保険料としてそれより下げた、

保険料率としております。 

一方でそれより高い保険料に設定してい

る市町村もございますので、そういった意

味では１番高いとは認識しておりません。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかにございませんか。 

私から。219 ページの 10 番ですね、出産

育児一時金給付事業、令和５年度よりも 250

万減っておりますけど、これの要因につい

てお願いします。 

奥課長補佐。 

○保険課課長補佐（奥 文彦君） 

保険課、奥でございます。 

約 150 万ですね、３人分見込んでおるん

ですけれども、これは直近の現状の出産数

を勘案して見込んでおりまして、令和５年

度につきましては今のところ１件だけとい

うことになってまして、令和６年度につい

ては３件を見込んでるということになりま

す。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかにございません。 

いいですか。 

    （「はい」の声あり） 

○委員長（永谷幸弘君） 

質疑を終結いたします。 

これより討論を行います。 

高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

年金生活者が増えている中で、年金は減

らされる、また、国民健康保険は上げてい

くというような大阪府のほうの統一によっ

て、逆に影響を受けてきてると思います。 

その点で、高齢者に負担がかかるいうこ

の保険、国民健康保険料は新たな負担とな

ってくるわけです。 

以上で簡単ですけども、反対いたします。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかに討論ございませんか。 

    （「なし」の声あり） 

○委員長（永谷幸弘君） 

はい。討論を終結いたします。 

これより採決を行います。 

第 23 号議案、令和６年度豊能町国民健康

保険特別会計事業勘定予算の件は、原案の
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とおり可決と認めることに賛成の方は挙手

を願います。 

    （多数挙手 ４：１） 

○委員長（永谷幸弘君） 

挙手多数であります。 

よって、第 23 号議案は原案のとおり可決

されました。 

引き続いて、第 24 号議案、令和６年度豊

能町国民健康保険特別会計診療所施設勘定

予算の件を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

保険課、岡本です。 

第 24 号議案、令和６年度豊能町国民健康

保険特別会計診療所施設勘定予算の件につ

きまして、提案理由の説明を申し上げます。 

座って説明させていただきます。 

 SideBooks 内の予算書 209 ページをお開き

ください。 

第１条といたしまして、歳入歳出予算の

総額は歳入歳出それぞれ 9,404 万 2,000 円

と定めるものでございます。 

第２条は、地方自治法第 235 条の３第２

項の規定による一時借入金の借入れの最高

額は 5,000 万円と定めるものでございます。 

それでは、内容につきまして、歳出から

主なものについて御説明申し上げます。 

予算書は 221 ページ、予算説明資料も 221

ページを御覧ください。 

予算書の 221 ページから 222 ページにご

ざいます、款１．総務費、項１．総務管理

費、目１．一般管理費の２、診療所管理運

営事業の 590 万 4,000 円。こちらは予算説

明資料では１番の項目になります。診療所

の運営管理に要する経費でございます。 

次に、223 ページから 224 ページにござい

ます、款２．医療費、こちらは説明資料で

は３番から５番の事業です。こちらは 2,419

万 6,000 円は、診療所に要する各種検査や

歯科技工士、歯科技工等の委託料及び医薬

品、また、内科、歯科、電子カルテ用コン

ピューターのシステム保守等の経費でござ

います。歳出は以上です。 

次に歳入の説明をいたします。 

お戻りいただき、217 ページを御覧くださ

い。 

款１．診療収入、項１．外来収入の予算

でございますが、4,184 万 7,000 円で、令和

４年度より 606 万円の増額としております。 

これは、コロナ禍による受診控えの回復

が進んだことを踏まえ、令和６年度の決算

見込を参考に収入の増額を見込んだもので

す。 

次に、219ページを御覧ください。 

款４．繰入金、項１．繰入金の 4,705 万

1,000 円は、一般会計から 3,878 万 9,000 円、

また、へき地診療所施設の運営補助等とし

まして、国民健康保険特別会計から 826 万

2,000 円をそれぞれ繰入するものでございま

す。 

説明は以上です。 

御審査いただき、御決定賜りますようよ

ろしくお願いいたします。 

○委員長（永谷幸弘君） 

これより本件に対する質疑を行います。 

ございませんか。 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

職員が１人辞められると伺いましたけれ

ど、補充はちゃんとできているんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

はい。保険課、岡本です。 

職員の退職、今再任用職員が年限を迎え

ますので退職となります。 

こちらにつきましては、通常の職員の配
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置の対象の枠があると思っておりますので、

人事異動により、新たな職員が配置される

ものと考えております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかにございません。 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

運営事業の減額の理由をお答えください。 

○委員長（永谷幸弘君） 

  岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

はい。保険課、岡本です。 

こちらは、予算書を見ていただいくのが

良いかと思いますが。はい、予算書の 222

ページを御覧ください。 

こちらの公課費、こちらが 9,000 円を計

上しておりますが、令和５年度につきまし

ては、令和３年度にコロナワクチンによる、

業務委託料の収入が多く入りましたので、

消費税を納める対象になるというふうに考

えております。 

今現在、消費税の申告については手続中

なんですけれども、こちらの予算が令和５

年度の予算に入っておりましたので、その

分が約 40万円ほど減額となっております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

よろしいですか。 

ほかに、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

 器材管理が増額の理由と医薬品購入が増

額の原因は何ですか。ジェネリックとかそ

ういうのを使わなくなったのかなと思った

りして心配しています。 

○委員長（永谷幸弘君） 

岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

はい。保険課、岡本です。 

まず、医療器材管理事業の増額分ですが、

こちらは歯科のほうで歯科技工料の実績に

応じて増額をしております。あと、次の医

薬品管理事業ですが、こちらに関しまして

は、薬剤の価格が高騰しておりまして、そ

の分を計上、増額しているというものでご

ざいます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかないですか。 

高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

今内科と歯科の先生に来ていただいて、

歯科はここでずっと、やっていただけるよ

うな話を聞いておりましたけれども、今、

利用者、利用者いうか患者さんいうのは何

名ぐらい内科と歯科でいらっしゃるのか、

それはわかります。 

○委員長（永谷幸弘君） 

岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

保険課、岡本です。 

患者数に関しましては、患者の診療の件

数で言いますと、内科診療が令和４年度で

1,883 件。すいません 1,883 人で、歯科のほ

うが 2,322 人というふうになっております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

すごいですね利用者は。これ東地域の方

だけではなく西地域からも来てはるいうこ

とですね。そういうことになるんですね、

西地域からもこちらのほうに来ておられる

いうことが伺えるんですけど、そうでしょ

うか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

はい。保険課、岡本です。 

多くは希望ケ丘の患者さんが最も多くい

らっしゃいまして、あと西地区のほうから

は、約１割程度かなというふうに考えてお
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ります。 

この人数を申し上げますと、これは数え

方が、月に何人来られて、それを 12 か月、

それぞれ出しておりますので、実際の来ら

れるお顔ぶれの数が 2,000 人いらっしゃる

というわけではなくて、はい、そういう内

容になっております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかにございませんか。 

質疑を終結いたします。 

これより討論を行います。   

    （「なし」の声あり） 

○委員長（永谷幸弘君） 

討論を終結いたします。 

これより採決を行います。 

第 24 号議案、令和６年度豊能町国民健康

保険特別会計診療所施設勘定予算の件は、

原案のとおり可決と認めることに賛成の方

は挙手を願います。 

      （全員挙手） 

○委員長（永谷幸弘君） 

挙手全員であります。 

よって、第 24 号議案は原案のとおり可決

されました。 

続きまして、第 25 号議案、令和６年度豊

能町後期高齢者医療特別会計予算の件を議

題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

奥課長補佐。 

○保険課課長補佐（奥 文彦君） 

はい。保険課、奥でございます。 

第 25 号議案、令和６年度豊能町後期高齢

者医療特別会計予算の件につきまして、提

案理由の御説明を申し上げます。着座にて

説明します。 

予算書の 235ページをお開き願います。 

第１条といたしまして、歳入歳出予算の

総額をそれぞれ７億 3,287 万 1,000 円と定

めるものでございます。 

それでは、主な内容につきまして御説明

をいたします。予算説明資料の 222 ページ

を御覧ください。 

大事業名２、後期高齢者医療徴収事務事

業でございます。保険料徴収事務におきま

して、口座振替手数料に係る取扱件数を精

査したため、手数料を減額しております。 

大事業名３、後期高齢者医療広域連合納

付金事業につきましては、徴収した保険料

を広域連合に納付しておりますが、対象者

の増、及び２年ごとの保険料率の見直しに

より増額となっております。 

説明は以上でございます。 

御審議いただき御決定賜りますようよろ

しくお願いします。 

○委員長（永谷幸弘君） 

これより本件に対する質疑を行います。 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

  これも被保険者数をお答えいただけます

か。 

○委員長（永谷幸弘君） 

奥課長補佐。 

○保険課課長補佐（奥 文彦君） 

保険課、奥です。 

令和６年度予算の積算の被保険者数でご

ざいますが、5,016 人。令和５年度につきま

しては 4,781 人で、4.92％の増加を見込ん

でおります。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

手数料の減額と今伺いましたけれど、こ

の２番目のところの未納者に対する督促状

っていうことで、短期証みたいのが発行さ

れるんですか、国保と一緒で。 

○委員長（永谷幸弘君） 

奥課長補佐。 

○保険課課長補佐（奥 文彦君） 
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保険課、奥です。 

国保と同様に短期証というものがござい

ます。ただ、ルールといいますか取扱いが

違いまして、これは大阪府の広域連合のほ

うで定められておりまして、去年の、前年

度ですね、保険料の１年間分の２分の１以

上を滞納してる方につきましては、短期証

の対象となって、納付相談であるとか、そ

ういう滞納の相談の機会を設けて、御本人

に交付するという流れになっております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

  管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

先ほど教育のところで奨学金を返しても

らえないとかっていう問題があったんです

けれど、その辺の督促のやり方っていうの

はどのようになっているんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

奥課長補佐。 

○保険課課長補佐（奥 文彦君） 

保険課、奥です。 

督促のやり方につきましてはもう国民健

康保険、介護保険あわせて同時期に、約、

納期限の１か月過ぎぐらいにですね、一斉

発送させてもらっています。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

保険料になったから、保険税のときは５

年、５年だったかな、なんですけど料やか

ら、だからなかなか入れてもらえなかった

ら流すっていう形になると思うんですけど、

その辺の差押えとかそこまでいくんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

奥課長補佐。 

○保険課課長補佐（奥 文彦君） 

保険課、奥でございます。 

後期高齢者医療なんですけれども、もと

もと当初から保険料でして２年で時効とい

うことになるんですけれども、被保険者の

方の大部分ですね、75％が年金からの特別

徴収、口座振替が 16％ぐらい、残りの約

８％の方が納付書払いということで、こう

いった方が滞納が発生するおそれがあるそ

うです。 

その中で差押えに至るかというのもある

んですけれども、確かに人によってはある

前年に土地を売ったとか、家を売ったとか

で、その年だけすごい収入が発生される方

がいらっしゃいまして、その翌年に保険料

が急に上がるとか、というケースもござい

ます。結果的にそれがちょっと納付が難し

いっていうことになって、それで徴税のほ

うで、滞納処分が起こったときにそれに参

加差押えという形でしたことは過去にはあ

ります。 

○委員長（永谷幸弘君） 

よろしいですか。 

ほかにございませんか。 

高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

今回あとにありますけど、介護保険料が

上がったことによって後期高齢者医療者で

すね、この影響はあるのかどうか、その辺

をお聞かせください。 

○委員長（永谷幸弘君） 

奥課長補佐。 

○保険課課長補佐（奥 文彦君） 

保険課、奥です。 

後期高齢者医療の保険料の算定につきま

しては、大阪の広域連合のほうで決められ

ておりまして、直接豊能町の介護保険料の

動きとは連動しておりませんので、その辺

は関係ないと言えば関係ないです。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

よろしいですか。 

ほかにございます。 
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質疑を終結いたします。 

これより討論を行います。 

高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

75 歳以上の後期高齢者に対して、この制

度は、前からも言っておりますけれども、

年金は減らされる中で反対いたします、反

対です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかにございませんか。 

    （「なし」の声あり） 

○委員長（永谷幸弘君） 

討論を終結いたします。 

これより採決を行います。 

第 25 号議案、令和６年度豊能町後期高齢

者医療特別会計予算の件は原案のとおり可

決と認めることに賛成の方は挙手願います。 

    （多数挙手 ４：１） 

○委員長（永谷幸弘君） 

  挙手多数であります。 

よって、第 25 号議案は原案のとおり可決

されました。 

続きまして、第 26 号議案、令和６年度豊

町介護保険特別会計事業勘定予算の件を議

題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

加藤課長補佐。 

○保険課課長補佐（加藤剛志君） 

はい。保険課の加藤でございます。 

そうしましたら、令和６年度豊能町介護

保険特別会計事業勘定予算の件につきまし

て、提案理由の御説明をさせていただきま

す。すいません、失礼して座らせていただ

きます。 

はい。SideBooks 内、予算書 253 ページを

御覧ください。 

第１条といたしまして、歳入歳出予算の

総額は歳入歳出それぞれ 25 億 82 万 4,000

円と定めるものであります。 

第２条といたしまして、地方自治法第 235

条の３第２項の規定による一時借入金の借

入れ最高額は１億円と定めるものでありま

す。 

また、第３条につきましては、地方自治

法第 220 条第２項ただし書の規定により、

歳出予算の各項の経費の金額を流用するこ

とができるものにつきまして定めたもので

あります。 

それでは、内容につきまして、歳出から

主なものについて御説明を差し上げます。 

予算書は 271 ページ、説明資料は 223 ペ

ージを御覧ください。 

予算書 271 ページから 272 ページにござ

います、款１．総務費、項１．総務管理費、

目１．一般管理費の２、介護保険事務事業

857 万 8,000 円は、介護保険事業運営に係る

事務経費でございます。 

273ページを御覧ください。 

項３．介護認定審査会費、目１．認定調

査等費の 1,319 万円は、主治医意見書作成

の手数料や要介護認定調査の業務委託等に

係る経費でございます。また、目２、介護

認定審査会共同設置負担金の 1,740 万円に

つきましては、池田市、能勢町、本町の一

市二町によります介護認定審査会の負担金

でございます。 

275 ページから 281 ページの上段までは、

保険給付費であります。合計額が記載され

ております 262ページを御覧ください。 

款２．保険給付費は、現在作成中の令和

６年度から令和８年度を対象とする第９期

介護保険事業計画における推計値に基づき

まして、22 億 4,559 万円を計上しておりま

す。 

282 ページから 288 ページの上段までは、

地域支援事業費であります。こちらも合計

額が記載されております 262 ページを御覧

ください。 
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款４．地域支援事業費の１億 7,361 万

1,000 円は、介護予防日常生活支援総合事業

や自立支援に重点を置いた地域包括支援事

業及び地域包括支援センターの運営に係る

経費を計上しております。また、新たな事

業といたしまして、保健福祉事業の実施を

予定しております。 

予算書 288ページを御覧ください。 

款５．保健福祉事業費、項１．保健福祉

事業費、目１．保健福祉事業費の１、独居

高齢者等見守り事業 115 万 5,000 円でござ

います。これは、第１号被保険者の保険料

を財源として実施する事業でございまして、

ひとり暮らし高齢者等を対象とした緊急通

報装置貸与事業等を改編し、新たな見守り

体制の構築を図るものでございます。 

歳出は以上でございます。 

次に、歳入につきまして御説明を差し上

げます。予算書 263 ページを御覧ください。 

款１．保険料、項１．介護保険料、目１．

第１号被保険者保険料でございますが、歳

出で申し上げました保険給付費、地域支援

事業費及び保険福祉事業費に対する第１号

被保険者負担分に滞納繰越分を含めまして、

６億 2,073 万 4,000 円を計上してございま

す。 

次に、264ページを御覧ください。 

款３．国庫支出金、項１．国庫負担金、

目１．介護給付費国庫負担金の４億 4,912

万円は、歳出で申し上げました、保険給付

費に対する国の負担分でございます。 

264ページから 265ページにございます、 

項２．国庫補助金は、市町村ごとの介護保

険財政の調整を行うための調整交付金や、

歳出で申し上げました地域支援事業費に対

する国の負担分、また、指標に沿った評価

に基づく交付金を含め 7,804 万円を計上し

ております。 

265ページから 266ページにございます、 

款４．支払基金交付金の６億 3,572 万 4,000

円は、歳出で申し上げました、保険給付費

及び地域支援事業費に対する 40 歳以上 64

歳までの第２号被保険者の負担分でござい

ます。 

266 ページから 267 ページにかけまして、

款５．府支出金、項１．府負担金、目１．

介護給付費府負担金の２億 8,069 万 9,000

円、その次の項２．府補助金の 2,393 万

7,000 円につきましても同様に、歳出で申し

上げました、保険給付費及び地域支援事業

費に対する大阪府の負担分でございます。 

続きまして、款６．繰入金、項１．一般

会計繰入金につきましては、目１．介護給

付費繰入金の２億 8,070 万円、目２．介護

予防事業費繰入金の 1,361 万 9,000 円及び

目３．包括的支援事業費等繰入金の 1,031

万 9,000 円につきましても、歳出で申し上

げました、保険給付費及び地域支援事業に

対する本町の負担分でございます。また、

同じく目４．その他一般会計繰入金の 6,954

万 4,000 円は、介護保険事業運営に係る事

務経費を繰入れするものでございます。 

最後に、268ページを御覧ください。 

同じく、目５．低所得者保険料軽減繰入

金の 1,730 万 8,000 円は、低所得者への公

費による保険料軽減措置に係る繰入金でご

ざいます。 

説明は以上でございます。 

御審査いただきまして御決定賜りますよ

う、どうぞよろしくお願いを申し上げます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

これより本件に対する質疑を行います。 

すいません、申し訳ないです。 

秋山課長補佐。 

○健康増進課課長補佐（秋山力政君） 

はい。健康増進課の秋山でございます。 

介護保険特別会計事業勘定のうち、地域

支援事業費と保健福祉事業費に関する新た
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なものを追加で説明させていただきたいと

思います。着座にて説明させていただきま

す。 

予算説明資料のほうなんですが、226 ペー

ジと 227 ページ、予算書のほうが 287 ペー

ジをお開きください。 

予算説明書のほうの大事業名の番号でい

きますと 13 番の認知症伴走型相談支援拠点

整備事業でございます。 

この事業は、認知症高齢者の増加に伴い、

地域包括支援センターを中心に、医療機関

や地域の介護サービス事業所及び地域の支

援機関と連携を図りながら、認知症の経過

に伴って生じる生活上の諸問題について、

専門的な知識を持つ職員が適切な情報を提

供し、症状に合わせた対応の工夫や生活環

境の改善、家族関係の調整に向けた助言を

行う伴走型の支援が可能な専門的な相談窓

口拠点を整備し、継続的な個別相談機能の

強化を図り、認知症になっても安心して住

み慣れた地域で暮らしていただけるまちづ

くりを進めるための経費でございます。 

引き続きまして同じページになります。 

予算説明書でいきますと 226 ページと 227

ページ予算書のほうが 288 ページになりま

す。 

大事業名でいきますと 14 番の独居高齢者

等見守り事業でございます。 

先ほど説明がありました保健福祉事業費、

こちらのほうは保健福祉事業費になります。 

この保健福祉事業は、介護保険法に基づき

ます事業メニューの一つでございます。 

事業の概要ですが、これは介護者支援、

介護予防、介護給付サービス利用に係る資

金の貸付など、市町村が被保険者及び介護

者に対し、必要と判断する事業を実施する

ものであります。 

その対象は、被保険者家族等の介護者が

対象で、１号被保険者の保険料を財源とし

ており、高齢者等の孤独孤立対策として、

今回の緊急通報装置貸与事業と、社協のか

ぎ預かり事業等を改編しまして、一体的な

事業に再編することに当たり、被保険者や

その御家族を対象とする介護保険特別会計

の保健福祉事業として再構築するものです。 

まず、今回事業を改編することとなりま

した経緯から御説明させていただきます。 

現在の町で実施しております、ひとり暮

らし高齢者等緊急通報装置貸与事業と、社

会福祉協議会が実施しております緊急時安

否確認、一般的に言われてますかぎ預かり

事業ですね、こちらにつきましては、通報

先から御本人の応答のない場合に、御自宅

に駆けつけていただく地域の協力員ってい

う方が必要となるんですけれども、この方

の確保が大変難しくなりつつありますって

いう、もうほとんどなっておりますが、そ

れぞれの事業での協力員が異なっているこ

となど、地域のボランティアの方々の力に

頼ることが、もう限界となってきている状

況となっております。また、緊急通報装置

の貸与事業におきましては、ＮＴＴ回線の

みしか使用できないっていうことも課題と

なっておりまして、両事業について、一定

の整理が必要であり、今後の孤独や孤立の

支援策として制度改編が必要と判断したと

ころです。 

今回、現在、事業者と調整中ではござい

ますが、新たに民間の警備会社が実施して

おりますサービスで、ＮＴＴ回線以外の回

線でも利用できる通報装置を利用していた

だくことにより、事前に自宅のかぎをお預

かりしたガードマン等による緊急の駆けつ

けはもとより、看護師等の資格を持つスタ

ッフによる健康相談でありますとか、熱中

症の見守りコールでありますとか、災害時

の緊急速報等を行いまして、現行の事業よ

り、御利用いただける方の範囲や利用内容
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が拡大される内容となっております。 

はい。説明は以上でございます。 

御審議いただきまして御決定いただきま

すよう、よろしくお願いいたします。 

○委員長（永谷幸弘君） 

これより本件に対する質疑を行います。 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

たくさんサービスがあるんで、どれに当

たるかわからないんですけど、通いの場と

いうのは、たった４か所しかないと思うん

ですけれど、これを広げていくっていうこ

とはないんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

秋山課長補佐。 

○健康増進課課長補佐（秋山力政君） 

はい。現在、通いの場は５か所になって

おります。はい。 

広げていただきたいなあと思っておりま

すが、ちょっとコロナの関係で、取組が遅

れてるっていう状況でございますので、こ

れから介護保険計画のほうでも載せており

ますが、ちょっと増やしていきたいなあと

思っております。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

その通いの場なんですけれど、たくさん

集まっているところはもうリピーターが多

くて、そのスタッフ自体が高齢者やから、

スタッフのための通いの場っていうように

も思えたりもするんですね。若い人がやっ

ているところはいろんな人形をつくったり

ね、メニューが豊富なんですね。 

そういうところの指導って言ったら失礼

ですけども、こういうふうにやりましょう

っていうのはあるんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

秋山課長補佐。 

○健康増進課課長補佐（秋山力政君） 

はい。健康増進課の秋山でございます。 

特段、町のほうでルールを設けてこうい

ったことをしてくださいということは、今

のところお願いはしておりませんので、地

域の方々の特性といいますかね、得意分野

なんかを活かしていただいて活動していた

だくような場になっております。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

次に、今説明いただきました新しい事業

の認知症伴走型相談支援拠点整備事業、説

明資料の 227 ページの 13 番ですが、この相

談支援拠点の整備というのが、今の福祉相

談窓口ではないんですか。 

ほかにも相談する窓口があるんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

秋山課長補佐。 

○健康増進課課長補佐（秋山力政君） 

はい。健康増進課の秋山でございます。 

今の包括支援センターでは、全般的な相

談も受けないといけないというところがご

ざいまして、なかなか認知症を特別にって

いうことができないのと、あと、事業所の

ほうで特に、この前も説明させていただき

ましたけども、常時、認知症の方と関わっ

ておられる方が相談を受けることによって、

家族でね、介護される状況に近い提案であ

ったり、相談に乗れるっていう部分で、専

門的な事業所にお願いしようかなというと

ころで、考えております。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

ずーっと認知症じゃなくて時々認知症っ
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ていう人のほうがほとんどだと思うんです

ね、今、町にいらっしゃる方はね。 

何て言うかな、かぎ預かりって言ったら

変やなショートステイ。ショートステイに

送ったりそういうふうなコーディネーター

さんみたいな方はいらっしゃるんですか。

それは、ケアマネージャーさんとか、そう

いう方が担っていただけるんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

はい。保険課、岡本です。 

各介護サービスに関しましては、送迎が

セットになってるものがございます。 

基本的にはデイサービスとかショートス

テイに関しましては送迎がセットで使って

いただけますので、そこには、今の御質問

のショートステイに関しては送迎のための

コーディネーターというのは、必要ないも

の。 

○委員長（永谷幸弘君） 

質問あります。 

質疑はありますか、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

そういうことではなくって、認知症の人

と会いますよね。大変な、もう早く解放さ

れたいからと言って、ケアマネージャーの

とこ電話したりしますよね、介護施設に電

話したり包括に。そこです。 

そこから、ショートステイにつなぐとい

うことがあると思うんですけどね。そこで

す。 

だから、私は誰に相談したらいいんです

かっていうことです。ケアマネさんですか

その人の。 

○委員長（永谷幸弘君） 

秋山課長補佐。 

○健康増進課課長補佐（秋山力政君） 

はい。健康増進課の秋山でございます。 

そうですね、全般的な部分で言いますと、

従前どおり、地域包括支援センターのケア

マネに相談していただきまして、専門的な

部分であるとか、家族のね、介護の状態で

っていう部分でありましたら、事業所と連

携しながら、よりよいプランを考えていく

ような形になります、ってところでござい

ます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

私が１番困っているのは、うちは大丈夫

ですって言われるんだけど、道に迷ってる

やんっていう、その人はもう包括に私が電

話したらいいんですね。 

そしたら包括がそこのおうち行ってくだ

さるっていう形でよろしいですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

秋山課長補佐。 

○健康増進課課長補佐（秋山力政君） 

はい。健康増進課の秋山でございます。 

そうですね御連絡いただきましたら、う

まく御家族さんなり御本人さんと連絡とれ

て訪問ができたら一番いいんですけども、

まれにできないこともあるんですが、まず

現状では、そういった形で、普段と違う状

況にあるっていうのを感じられた方は、連

絡をいただいたりしておりますので、それ

で対応させていただいております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

包括とか福祉相談室は、保健福祉センタ

ーとか支所へ行ったらいいんですけど、こ

の認知症の相談支援拠点っていうのはどこ

につくるんですか。保健センターですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

秋山課長補佐。 

○健康増進課課長補佐（秋山力政君） 
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はい。今のどこにっていうわけではない

んですが、先ほど申し上げましたように専

門的な関わりを持っておられる方、専門的

な職員がいらっしゃる方を雇っておられる

っていいますかね、いらっしゃる事業所の

ほうに、相談窓口としての位置づけで拠点

という部分で、整備させていただきたいと

思ってます。 

これは、オープン、完全オープンってい

うか公募でできればしたいとは思うんです

が、そこら辺もろもろの条件等ありますの

で、調整しながら進めてまいりたいと思っ

ております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

当面は包括に連絡して、そのあとこの伴

走型の相談支援につなげていくということ

ですね、ですね。 

次の 14 番の独居高齢者見守り事業なんで

すけれど、私のお友達で緊急通報装置を預

かってる人がいたんですけど、それとはま

た別のものなんですか。 

それを続きでやってるんですか、今その

人は持ってはるかどうか知りませんけど、

同じもんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

秋山課長補佐。 

○健康増進課課長補佐（秋山力政君） 

健康増進課の秋山でございます。 

思っているのが一致してるかどうかわか

らないんですが、既存の部分でありますと、

一応、本体、電話につながって発信させる

本体と、本体から離れた時に、防犯ブザー

のような役割でブザーをもってもらって、

電話回線につながるような部分の貸与して

るんですけども、それと同じような仕組に

なっているものでございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかにございませんか。 

池田副委員長。 

○副委員長（池田忠史君） 

すいません、まずちょっと初めにですけ

ど、今現在の認定者数っていうのは何人な

のかお伺いします。 

○委員長（永谷幸弘君） 

加藤課長補佐。 

○保険課課長補佐（加藤剛志君） 

はい。保険課の加藤でございます。 

ちょっとお待ちになってください。最新

のものが、すいません、令和５年度のです

ね、５年 12 月分で国に報告しているものが

ございます。そちらの数字でいきますと、

認定率、認定者の総数 1,622 名で認定率と

しましては 18.１％となってございます。 

以上でございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

人員の確保は豊能町はちゃんとできてる

んでしょうか。ヘルパーさんとか働く方。 

○委員長（永谷幸弘君） 

加藤課長補佐。 

○保険課課長補佐（加藤剛志君） 

はい。保険課の加藤でございます。 

今回のですね第９期計画におきましてで

すね、作成を計画を策定する段に置きまし

て、町内の各事業所さんにヒアリング等を

実施させていただきました。 

その中でもですね介護人材の不足という

ものをですね、昨今ずっと叫ばれてござい

ますが、本町でも例外なくですね、やはり

各事業者さんちょっとお困りでございます。

特にヘルパーさんはですね、どうしてもお

食事の介助っていうお食事をつくるという

サービスを利用される方が多くてですね、

どうしても時間が重なってしまうというこ

とで、どうしてもちょっと手が足りないと
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いうことがちょっと聞いてございますので、

今後ですね町としましてもですね、事業所

と一緒に足並みを揃えましてですね、そう

いった対策をとっていきたいなというふう

に考えてございます。 

以上でございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかに、どうですか。 

寺脇委員。 

○委員（寺脇直子君） 

224 ページの６番目の１番上の項目なんで

すけど、介護保険計画運営事業が減額にな

ってる理由を伺います。 

○委員長（永谷幸弘君） 

加藤課長補佐。 

○保険課課長補佐（加藤剛志君） 

はい。こちらはですね、今回第９期計画

を策定するに当たりましてですね、調査を

行っております。そちらの調査費がもう、

前年度は調査費を計上してございましたが、

本年度はありませんので、単純に運営委員

会の経費だけになってございます。 

以上でございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

寺脇委員。 

○委員（寺脇直子君） 

227 ページの 14 番目の最後の独居高齢者

等見守り事業なんですけど、ひとり暮らし

の高齢者っていう方は何名ぐらいいらっし

ゃるですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

小森部長。 

○生活福祉部長（小森 進君） 

生活福祉部の小森でございます。 

一般質問で吉田議員のほうから、この件

についてちょっと質問もいただきました。 

その際もちょっとお答えしているんです

けれども、答えから申し上げますとなかな

かちょっと把握するのが難しいということ

になってるんですけれども、実際我々、民

生委員さん、民生委員児童委員さんにより

ます、安心生活見守り事業ということをや

ってございまして、そこで足でちょっと稼

いでいただいてるものがございます。その

数だけ、わかってる数をちょっと申し上げ

ますと、これにつきましてはこの登録を御

希望される 75 歳以上の独居、昼間・夜間独

居、75 歳以上のみの世帯ということで、こ

の事業を展開してございまして、現在では

1,800 名余りの方が登録されてるということ

なんですけれども、現在この中でも、単独

の方ということで、調査中ということでご

ざいますけれども、この中でも約 500 名程

度ということでお聞きしてます。 

ただこれはあくまでも望まれる方の登録

ということになりますので、正確な数字と

いうことではございませんけれども、参考

に申し上げました。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

寺脇委員。 

○委員（寺脇直子君） 

今把握してる時点では 1,800 名の方がい

らっしゃるっていうことなんですけども、

今回新たな体制を構築に至った、何て言う

んですか、その課題とか問題点について伺

います。 

○委員長（永谷幸弘君） 

秋山課長補佐。 

○健康増進課課長補佐（秋山力政君） 

はい。健康増進課の秋山でございます。 

今回事業を改編するに至った経緯でござ

いますが、現在実施しております、ひとり

暮らしの町で実施しております、ひとり暮

らし高齢者等の緊急通報装置貸与事業と、

社会福祉協議会の安否確認、かき預かり事

業につきまして、共通なんですけども通報

先から御本人の応答がない場合に、自宅に
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駆けつけていただくための協力員っていう

のが必要になってくるんですけども、地域

の協力員の確保が困難になりつつっていう

か皆さん地域にお住まいの方は高齢化が進

んできておりますので、なかなか連絡もら

ってもすぐに駆けつけて、他人のために動

こうっていう余力のある方が少なくなって

きておりまして、そういったところが限界

になってきたのかなあっていうところで、

何かいい方法がないかというので探してお

りましたら、こういった事業があるという

ところで、社協とも踏まえまして整理をし

ていこうかなあというところでございます。 

以上です。 

すいません、説明が漏れてました。これ、

長年ずっと言われてて困ってたんですけど

も、電話の回線、通報に使ってもらう電話

回線のほうが、ＮＴＴ回線しか使えなかっ

たっていう部分がございます。もともと、

制度発足時にＮＴＴの回線っていうのが大

体前提やったんですけども、時代も変わっ

てきておりまして、今ＮＴＴ回線以外の方、

結構たくさんいらっしゃいますので、そう

いった方たちも利用できるような形でとい

うところで考えさせていただきました。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

これは先ほど答弁されたと思うんです。 

寺脇委員、全く同じ答弁なので、しっか

りと聞いてください。委員長からお願いい

たします。 

ほかにございませんか。 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

227 ページの緊急通報装置の貸与の数は、

幾つ予定されているんですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

秋山課長補佐。 

○健康増進課課長補佐（秋山力政君） 

はい。健康増進課の秋山でございます。 

一応、150 件を予算の段階では見込んでお

ります。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

全体的に見て、介護サービスは減額で介

護予防に力入れてはるんかなと思うんです、

増額されているんですけれども。やはり要

介護にならないように力を入れてらっしゃ

るんですか。要因ありますか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

加藤課長補佐。 

○保険課課長補佐（加藤剛志君） 

はい。保険課の加藤でございます。 

予算ベースで見ますとですね、介護給付

費が少し若干減ってるようなそんな印象を

受けるんですが、計画値をですね算定する

に当たりまして、全ての数字を見ますとで

すね、全体的には介護給付費だけでは大体

約７％ぐらいは増でございます。はい。 

高齢者の数というのもある程度一定頭打

ちにはなってくるんですが、どうしても若

年層が少なくなってまいります、高齢化率

はどんどんどんどん上がってまいりますと

なると、調べまして給付費というのはどん

どん上には上がってはきております。 

あとは予防介護給付費のほうにつきまし

てはですね、令和５年度からの当初の見込

みかなり増えてきているというのは事実で

ございますので、ただ、第９期計画におき

ましては、できるだけですね、現存の能力

をどこまで維持してですね介護の面倒見な

くてもいいようなといいますか、頑張って

御自身で生活をしていただきたい、そのよ

うに思いますので、第９期計画ではそちら

のほうにある程度重点を置いてですね、計

画を進めていきたいとそのように考えてご
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ざいます。 

以上でございます。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

すいません、恥ずかしい質問なんですけ

ど、今条例改正で介護保険料のことを審査

して否決されていますが、予算書の 263 ペ

ージですかそこの第１号被保険者の保険料

っていう、ここが変わってくると思うんで

すが、これを賛成したら、あっちも賛成せ

なあかんっていう縛りではないんですか。 

あっちを例えば反対したとしても、これ

は流動的に金額が変わるということですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

はい。保険課、岡本です。 

実はこの保険料の予算額なんですけれど

も、一般的には一人当たりの保険料掛ける

被保険者数で算出されるっていうのが自然

かなと思うんですけれども、実はこの介護

保険に関しては、そうではなくて、まず、

計画の中で定めた内容に沿った形で予算計

上するんですけれども、まず事業費の 23％

を第１号被保険者が負担するというふうに

なっておりますので、まずその 23％分を確

保します。あとですね、国が被保険者の所

得階層とか年齢構成に応じて交付する調整

交付金というのがあるんですけれども、豊

能町は、比較的ちょっと所得層としては所

得の低い方が他市と比べて少ないというよ

うな状況もありまして、これは事業費の

５％が平均値なんですけれども、豊能町は

それがほとんど交付されておりませんので、

その分も少し上積みして保険料の予算額を

設定しております。 

この保険料として集めるべきお金が実際

に集まるのかどうかというのは、これまで

の決算額とかを参考に見ておりまして、も

しこれが足りないのじゃないかと、実際に

は被保険者の数とか見たときに足りなくな

るのじゃないかという場合には、基金を取

り崩すというような流れになります。 

計画の中で、基金を取り崩す計画になっ

ている場合は、大体その計画期間が３年間

ありますが、給付費というのは順番に上が

っていきますので、大体今２年目か３年目

ぐらいに足りなくなってきて、基金が取崩

しっていう可能性が出てくるんですけれど

も、今回は、当初２億円の取崩しの予定で

算定しておりましたので、どこかで、保険

料足りなくなるかもしれないんですけれど

も、実際、保険料は据置きということで、

当初予定していたよりも高い設定になりま

したので、逆に取崩し額は少なくなって、

おそらくこの計画期間の３年目に基金を崩

すから、それが幾らにするかっていう検討

をすることになろうかと思っております。 

なおこの６年度の予算につきましては、

令和４年度の決算が６億 2,700 万円ほどあ

りましたので、多少被保険者数が若干、今、

減り、ピークになっておりますので、あま

りこう増えも減りも減り方も小さいんです

けれども、若干被保険者数減ってますけれ

ども、この額はおそらく徴収できるのでは

ないかということで、条例改正の額、条例

改正は、今回の保険料の額には影響ないと

いうふうに考えております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

小森部長。 

○生活福祉部長（小森 進君） 

生活福祉部の小森でございます。 

単刀直入に申し上げます。御質問の件な

んですが、13 号議案で条例改正をあわせて

提案させていただいております。 

それが仮にですね、変更があったといた

しましても、この予算には影響ございませ
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んので、よろしくお願いします。 

○委員長（永谷幸弘君） 

  ほかにございませんか。 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

ケアマネージャー、また介護職員の方た

ちが本当に少ないということで、各地域で

介護施設が倒産というか、破産したいうと

ころがよく聞かれるんですけども、豊能町

ではそういう事態はないんでしょうか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

加藤課長補佐。 

○保険課課長補佐（加藤剛志君） 

はい。保険課の加藤です。 

今のところ人がいないから破綻というと

ころは聞いてはございません。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

介護職員が少ないいうのは国も危機感を

感じていてですね、いろんなサービス、今

回にもサービスがいろいろとつけられてい

るので、受ける側にとってはありがたいよ

うな感じはしますけれども、この介護職員

の報酬を引き下げてる自治体もあるんです

よね。その中で、やはり介護職員がやめて

いくいうような事態もあって、結局は、事

業所が無理をするいうか倒産するような状

態にもなっているということを聞きます。 

もう、こういう中でですね、皆さん、認

知症の方が増えてる、今も話ありましたけ

ど、本当に一人で歩いてても帰りがわから

ないいう方に遭遇することがあって、そこ

はひとり暮らしか２人暮らしかわかりませ

んけれどもね。そういう危機感がすごく、

この間、豊能町にもあるなというふうに思

います。 

今、こういう見守りのね、ＩＴ、ＩＣＴ、

情報通信などが使われておりますけれども、

この導入を進む中で、介護職員が配置基準、

介護職員の配置基準が緩和されるような実

態もあるということを聞いておりまして、

その辺が全く高齢化に対しての対応が、高

齢化の人たちが面倒見てるいう高齢化で老

老介護というね言われてますけど、そうい

うことが増えていってるので、危機感を感

じておりますけれども、その点での、話な

んかもよく聞かれるんじゃないかと思うん

ですけども、介護職員の方たちの体制は全

く問題がないということになっておるのか

どうか、その辺お聞きします。 

○委員長（永谷幸弘君） 

加藤課長補佐。 

○保険課課長補佐（加藤剛志君） 

はい。保険課の加藤でございます。 

難しい御質問でございますが、今の町内

におきましてですね、介護職員の数が足り

てるかといいますと決して足りてるわけで

はないというふうなことは当然聞いてござ

います。様々各事業所においてですね様々

な策をとられてですね、また人員の確保も

されております。 

国としましてもですねこの４月にですね、

報酬改定というものをします。施設等々で

働いていらっしゃる皆さんのお給料をです

ね、ちょっとアップするというような件も

ございましてですね、もう少しは働きやす

くなっていくのではないかなというふうに

は考えてございます。 

町としましてもですね一刻も早くですね、

様々な情報というのは各事業所にですね、

お配りしてですね、それぞれに合った加算

等々ですねとっていただければなというふ

うに考えてございます。 

以上でございます。 

〇委員長（永谷幸弘君） 

私の方から、説明資料 227 ページの見守
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り事業でございますが、これを今回改編す

るんですけども、当然既設というか現在や

ってらっしゃる見守り事業を改編したとい

うことで、最終的にね、要するに改編する

ほうが私もいいと思うんです。要するに声

掛けしてですね、使ってらっしゃる方に声

掛けして、案内しながら声掛けして変えて

いくのか、その辺はどんな考えしてはるの

か聞きたいです。 

秋山課長補佐。 

○健康増進課課長補佐（秋山力政君） 

はい。健康増進課の秋山でございます。 

今の段階では、現在利用されていらっし

ゃる方ですね、緊急通報装置とあとかぎ預

かり利用されてる方を、まず、御案内差し

上げてっていう形を考えております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

浅海理事。 

○生活福祉部理事（浅海 毅君） 

生活福祉部、浅海でございます。 

そうですね今課長補佐のほうから説明を

いたしましたが、それに加えましてですね、

なかなか高齢者御本人の方はですね、私は

まだいいわと。今既に利用されてる方であ

っても、費用が、費用の負担が少し増にな

るということもありまして、私はええわと

いうようなこともおっしゃる方もいらっし

ゃるかなと、ちょっとそこは心配しており

ます。 

ただ当然こちらのほうは、御家族の方々

がむしろ安心していただけるのかなあとい

うふうに思ってございますので、御本人さ

んだけではなくて、事業所の方々、ケアマ

ネさんとか通じてですね、御家族の方にも

御案内を差し上げて、ぜひ、この事業を利

用しながら、安心をしていただけるような

形にしていきたいなというふうに思ってお

ります。 

○委員長（永谷幸弘君） 

使用料の話出ましたので実質上がります

よねこれ、結局警備会社使いますので。 

今の使用料が 500 円でしたか。それは幾

らぐらいを想定されているのか、もし答弁

いただけるなら。 

秋山課長補佐。 

○健康増進課課長補佐（秋山力政君） 

はい。健康増進課、秋山でございます。 

予算説明書に出ておる額になろうかと思

うんですけども、先ほど申し上げました大

体 150 人ぐらいで、費用が 1,000 円で、大

体もろもろの調整がついて、６か月ぐらい

から半年ぐらい後から始められるのかなあ

というところで、大体 99 万円ぐらい。はい。  

負担でいいますと、個人の御負担は 1,000

円になります。同じように町社協も 1,000

円ずつの負担になります。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかにございませんか。 

質疑を終結いたします。 

これより討論を行います。 

高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

介護保険は３年ごとの見直しで、改悪が

この９期に向けてもされていきます。 

保険料は値上げされ、今回は、介護保険

給付基金が２億円取崩したいうことはラッ

キーなことだと思いますが、そういう取り

過ぎた保険料は還元すべきだと思っており

ます。それが介護保険なんですけども、そ

ういうところは、今回よかったと思います

が、改悪がどんどん進み、また、こういう

介護、ケアマネージャーの削減など、大変、

保険料の関わる人たちの報酬も引き下げら

れるような状態が続くいうことと、利用料

の高くなるという、そういうことも含めて、

この介護保険については反対いたします。 

以上です。 
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○委員長（永谷幸弘君） 

ほかに討論ございませんか。 

    （「なし」の声あり） 

○委員長（永谷幸弘君） 

討論を終結いたします。 

これより採決を行います。 

第 26 号議案、令和６年度豊能町介護保険

特別会計事業勘定予算の件は、原案のとお

り可決と認めることに賛成の方は挙手を願

います。 

    （多数挙手 ４：１） 

○委員長（永谷幸弘君） 

挙手多数であります。 

よって、第 26 号議案は原案のとおり可決

されました。 

続きまして、第 27 号議案、令和６年度豊

能町下水道事業会計予算の件を議題といた

します。 

提案理由の説明を求めます。 

臼井課長補佐。 

○都市企画課課長補佐（臼井信一郎君） 

都市計画課の臼井です。よろしくお願い

します。 

それでは、第 27 号議案、令和６年度豊能

町下水道事業会計予算について御説明申し

上げます。着座にて説明させていただきま

す。 

概要につきましては、本会議にて御説明

いたしましたとおりでございますので、予

算書の６ページからの令和６年度当初予算

実施計画以降につきまして、要点説明をさ

せていただきます。 

豊能町下水道事業会計予算書６ページを

御覧ください。収益的収入及び支出でござ

います。 

こちらにつきましては、単年度の経常的

な経営活動の予定を示すもので、現金の収

支の有無にかかわらず、発生の事実に基づ

き、計上するものでございます。 

まず収入でございますが、款１．下水道

事業収益としまして 13 億 736 万 9,000 円を

計上しております。うち、項１の営業収益

では２億 4,347 万 2,000 円を計上しており、

主なものは、目１．下水道使用料として２

億 2,667 万 7,000 円、目３．雨水処理に関

する一般会計の負担金として 1,496 万 6,000

円でございます。次に、項２．営業外収益

につきましては 10 億 6,389 万 7,000 円を計

上しており、主なものは、目２の下水道事

業運営に関する一般会計の負担金として１

億 3,054 万 3,000 円、目３．長期前受金戻

入として９億 3,332 万 4,000 円で、これは

減価償却に伴います国庫補助金の前受分を

戻入するものでございます。 

予算書７ページを御覧ください。 

次に、支出でございますが、款１の下水

道事業費用としまして 12 億 5,752 万 4,000

円を計上しております。項１の営業費用で

12 億 1,348 万 1,000 円を計上しており、目

１の管渠費として、下水処理場の費用など

の流域下水道負担金や管渠、マンホールポ

ンプの点検清掃委託料や光熱水費などで１

億 1,766 万 3,000 円、次の目２のポンプ場

費として、ときわ台中継ポンプ場の管理委

託料や光熱水費などで 945 万 4,000 円、目

３．浄化槽費として、浄化槽の修繕費や点

検清掃委託料などで 734 万 2,000 円、目４．

総係費として、営業事務の経費及び業務委

託料などの費用として 5,001 万 6,000 円、

そして、目３の減価償却費で 10 億 2900 万

6,000 円でございます。また、項２の営業外

費用で 3,333 万 1,000 円を計上しており、

うちの目１の企業債の利息で 1,922 万 8,000

円、目２の消費税で 1,410 万 3,000 円でご

ざいます。次に、項３．特別損失で 971 万

2,000 円、項４の予備費として 100 万円を計

上しております。 

予算書８ページを御確認ください。 
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次に、資本的収入及び支出でございます。 

こちらにつきましては、投資的活動の予

定をお示しするものでございます。 

まず収入でございますが、款１の資本的

収入といたしまして２億 299 万 2,000 円を

計上しております。主なものとしましては、

項２の国庫補助金で 1,000 万。これはスト

ックマネジメント事業に関する社会資本整

備総合交付金です。項３の一般会計繰入金

は、下水道事業運用に係る一般会計からの

繰入金で 2,691 万 3,000 円です。項４の基

金繰入金は、下水道建設基金及び下水道債

管理基金からの繰入金で 1,107 万 7,000 円

となります。項５の企業債は、下水道債や

資本費平準化債などで１億 5,500 万を計上

しております。 

次に予算書９ページを御覧ください。 

次に支出ですが、款１の資本的支出とい

たしまして２億 6,639 万 8,000 円を計上し

ております。項１の建設改良費として１億

1,162 万で、目１．管渠建設改良費としまし

て 7,635 万 5,000 円を計上しており、主な

ものとしては、ストックマネジメント事業

の点検調査委託料及び管渠改築更新工事費、

マンホールポンプ監視システムの更新費用

となります。目２のポンプ場建設改良費と

して 700 万を計上しており、これはときわ

台中継ポンプ場の機器整備費用となります。  

目４．流域下水道建設負担金として 2,776

万を計上しております。次に、項３．企業

債償還金で１億 5,459 万 7,000 円を企業債

の元金償還分として計上しております。 

続きまして、予算書 10 ページを御覧くだ

さい。令和６年度豊能町下水事業予定キャ

ッシュ・フロー計算書について御説明いた

します。 

キャッシュ・フロー計算書は、令和６年

４月１日から令和７年３月 31 日までの１年

間の現金の増減を１．営業活動、２．投資

活動、３．財務活動の三つに区分して表示

したものでございます。豊能町下水道事業

会計の令和６年４月１日の期首から、令和

７年３月 31 日の期末までの動きとして、10

ページ右下、期末残高と書かれている部分

ですが１億 3,595 万 5,000 円が現金として

残る計算になります。これにつきましては

17 ページの貸借対照表の現金預金に対応し

ております。 

次に、予算書 11 ページから 15 ページに

つきましては、給与費明細書で、職員数や

給与関係を記載しております。 

次に、予算書 16 ページにつきましては、

債務負担行為に関する調書です。 

予算書 17 ページを御覧ください。令和６

年度豊能町下水道事業予定貸借対照表でご

ざいます。これは予算における経営活動を

実施した結果として予定されます、令和７

年３月 31 日時点の財政状況をお示しするも

のでございます。資産合計 193 億 2,459 万

9,000 円は下段の負債合計 161 億 6,326 万

5,000 円と、さらに下の資本合計 31 億

6,133 万 4,000 円の財源で賄えるという状況

をお示ししております。 

予算書 18ページを御覧ください。 

令和６年度豊能町下水道事業予定開始貸

借対照表でございますが、これは地方公営

企業法に基づく下水道事業開始時点、つま

り、令和６年４月１日時点の資産、負債、

資本を表わしているもので、今回のみ作成

するものです。 

最後ですが、予算書 19 ページから 20 ペ

ージを御覧ください。こちらは令和６年度

の会計方針や手続に関する注記表でござい

ます。次に、20 ページの２．セグメント情

報といたしまして、豊能町下水道事業会計

を、公共下水道事業、特定環境保全公共下

水道事業、個別排水処理事業の三つのセグ

メントに分けて、（１）ではそれぞれの事
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業の概要を、（２）では報告セグメントご

との営業収益などを記載しております。 

都市計画からの説明は以上でございます。 

御審議いただき御決定を賜りますようよ

ろしくお願いします。 

○委員長（永谷幸弘君） 

これより本件に対する質疑を行います。 

寺脇委員。 

○委員（寺脇直子君） 

今までは、役所現金の出入りで、今回み

たいなこの公会計で自治体も資産持ってま

すけども、こういう資産もあわせた公会計

を取り入れることで、今までと大きく変わ

った点について伺います。 

○委員長（永谷幸弘君） 

臼井課長補佐。 

○都市企画課課長補佐（臼井信一郎君） 

はい。都市計画の臼井です。 

今までの会計処理は一般会計や特別会計

など官公庁が採用されている現金主義と言

われるもので、現金の入金及び出金の事実

に基づく会計処理がされております。 

一方、公営企業会計では採用される会計

が発生主義と言われるもので、現金の収支

の有無にかかわらず、経済価値の変動を伴

う事実について、その原因となる経済活動

の発生の時点で会計処理をしております。 

また、一般会計などでは、単式簿記と言

われる現金収入及び支出の事実のみを記録

する方法を採用されており、公営企業では

複式簿記ということで、一つの取引を仕訳

によって原因と結果ということで、二つの

側面に分けて記載しております。 

これによって財政の状況がわかって企業

的に赤字や黒字ということで確認できると。

今までは現金主義でのままであれば、３月

末の時点で、例えば電気料金なんかは、３

月末で電気料金の使用料というのは決定す

るんですけども、実際現金が入るのは４月

になったりするので、その１か月間の誤差

っていうので、１年間の経営ではなく投資

的に見るということで、公営企業法ではこ

の二つに分けるというふうに考えでおりま

す。 

以上となります。 

○委員長（永谷幸弘君） 

よろしいですか。 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

今年度も、上水道の有収水量が減ってい

るっていうことで、それに連動して、下水

道の営業収益、下水道使用料も減っていく

ということですね。そうなると、今度はポ

ンプとかのマネジメントするっていうんで

すか、管理とか修理とか、そういうのがや

りにくくなってくるのが、これでよく見え

るということですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

臼井課長補佐。 

○都市企画課課長補佐（臼井信一郎君） 

はい。都市計画の臼井です。 

はい、おっしゃるとおりです。 

実際には使用料も節水とか、機械の器具

の関係で、あと人口の関係も実際減ってい

るんで、下水道の使用料のほうも年々減っ

ていってるのが現状であります。 

ただ、今言うそのストックマネジメント

事業ということで、将来計画的にどこを改

修して、その対費用効果を確認しながら経

営していくので、黒字にもならず赤字にも

ならず、実際には黒字になったほうが使用

料の料金も下げれるいうことでいいんです

けども、なかなかその辺は現状的にはちょ

っと難しいっていうふうには聞いておりま

す。 

以上となります。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 
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○委員（管野英美子君） 

そこの調整は繰入金、一般会計から繰入

金とかそういうことではなくって繰入金は

もう決まった額っていうことですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

臼井課長補佐。 

○都市企画課課長補佐（臼井信一郎君） 

はい。委員のおっしゃるとおりで関係し

ております。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかにございませんか。 

高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

複式簿記、難しいんですけれども、今ま

でとは仕事量っていうのは全く変わらない

ということなんか、その辺聞きたいんです

けど。 

○委員長（永谷幸弘君） 

臼井課長補佐。 

○都市企画課課長補佐（臼井信一郎君） 

はい。都市計画の臼井です。 

実際、今都市計画課には、普通は技術職

というのが大半占めてるんですけども、公

営企業法に伴って、事務屋っていうのを御

存じの立川のほうがしていただいてるんで、

実際、今までやったことのないことも勉強

しつつ、研修にも出て、実際には運営して

いくという形になるんで、負担はかかって

いってるというのが現状であります。仕事

量も増えております。 

以上です。 

○委員長（永谷幸弘君） 

高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

過重労働にはならないですか。大丈夫で

すか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

臼井課長。 

○都市企画課課長補佐（臼井信一郎君） 

その辺は、はい。健康には気をつけて本

人も私も見てサポートしていくつもりでご

ざいます。 

以上であります。 

○委員長（永谷幸弘君） 

高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

その辺は過重労働のために、健康を害す

るようなことのないようにね、ぜひ気をつ

けてください。 

これはちょっとこの仕事ぐらいですけど

も、よろしくお願いします。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

９ページの管渠建設改良費に、ここに職

員の手当とか職員の給与が入っているとい

う理由は何ですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

臼井課長補佐。 

○都市企画課課長補佐（臼井信一郎君） 

はい。こちらに給料入ってるのは、建設、

要は工事にかかるために職員の給料が入っ

ております。 

以上となります。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

そしたらこの改良っていうこと自体が資

産になるということですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

臼井課長補佐。 

○都市企画課課長補佐（臼井信一郎君） 

はい。委員のおっしゃるとおりで資産に

はなります。 

○委員長（永谷幸弘君） 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

先ほどもちょっと高尾議員が言われたん
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ですけどね、駐輪場の調整池のところ、あ

れは下水じゃないんですか。 

調整池の問題じゃなくて、あそこの下水

っていうことの、調査とかはここがするん

ですか。 

○委員長（永谷幸弘君） 

光風台の駐輪場のとこ。 

臼井課長補佐。 

○都市企画課課長補佐（臼井信一郎君） 

都市計画の臼井です。 

まず、委員あそこの調整池っていうのは、

雨水、雨水が溜まるところなので、実際に

やるのは、一般会計のほうの雨水のほうか

ら支出という形になります。 

以上となります。 

○委員長（永谷幸弘君） 

ほかにございませんか。 

いいですか。 

    （「はい」の声あり） 

○委員長（永谷幸弘君） 

質疑を終結いたします。 

これより討論を行います。 

    （「なし」の声あり） 

○委員長（永谷幸弘君） 

討論を終結いたします。 

これより採決を行います。 

第 27 号議案、令和６年度豊能町下水道事

業会計予算の件は、原案のとおり可決と認

めることに賛成の方は挙手を願います。 

     （全員挙手） 

○委員長（永谷幸弘君） 

挙手全員であります。 

よって、第 27 号議案は原案のとおり可決

されました。 

以上で予算特別委員会に付託された案件

は全て終了いたしました。 

よって閉会したいと思います。 

これに御異議ございませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

○委員長（永谷幸弘君） 

異議なしと認めます。 

よって、本委員会は閉会することに決定

いたしました。 

本委員会の閉会に当たり、上浦町長から

御挨拶がございます。 

上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

はい。予算特別委員会の閉会に当たりま

して一言御挨拶を申し上げさせていただき

ます。 

御提案させていただきました予算に対し

まして、２日間にわたりまして慎重に御審

査を賜りまして誠にありがとうございます。 

簡単ではございますが、閉会に当たりま

しての御挨拶とさせていただきます。 

ありがとうございました。 

○委員長（永谷幸弘君） 

これをもちまして、令和６年豊能町議会

３月定例会議予算特別委員会を閉会いたし

ます。 

皆様、大変に御苦労さまでございました。 

 

午後６時８分 閉会 
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